
JP 6479773 B2 2019.3.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の送信機から第１の受信機に、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）に関連する再使用イン
ジケーションメッセージを送ることと、ここにおいて、前記再使用インジケーションメッ
セージは、前記第１の受信機に、前記第１のＴＸＯＰ中の第２の送信機から第２の受信機
への送信による、前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示すよう要求する
、
　前記第１の送信機において前記第１の受信機から、前記再使用インジケーションメッセ
ージに応答したメッセージを受信することと
を備える方法。
【請求項２】
　前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示すよう求める要求は、前記再使
用インジケーションメッセージの媒体アクセス制御（ＭＡＣ）部分に含まれ、
　または、前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示すよう求める要求は、
前記再使用インジケーションメッセージの信号（ＳＩＧ）フィールドに含まれ、
　または、前記再使用インジケーションメッセージは変調およびコーディング方式（ＭＣ
Ｓ）を識別し、
　または、前記再使用インジケーションメッセージに応答した前記メッセージは、送信可
（ＣＴＳ）メッセージを含み、および前記ＣＴＳに基づいて、前記第１のＴＸＯＰの前記
再使用が許可されるかどうかを決定することをさらに備え、
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　または、前記再使用インジケーションメッセージに応答した前記メッセージは、前記第
１の送信機と前記第１の受信機との間の後続メッセージの通信中に使用される変調および
コーディング方式（ＭＣＳ）を示す送信可（ＣＴＳ）メッセージを含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記再使用インジケーションメッセージに応答した前記メッセージは、送信可（ＣＴＳ
）メッセージを含み、および前記ＣＴＳメッセージに基づいて受信機クリアチャネルアク
セス（ＲＸ　ＣＣＡ）しきい値を決定することをさらに備え、ここにおいて、前記ＲＸ　
ＣＣＡしきい値は、前記第１の受信機に関連付けられる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、前記ＣＴＳメッセージに含まれる１つまたは複数のビッ
トによって示される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＣＴＳメッセージは、前記第１の受信機の特定のＲＸ　ＣＣＡしきい値を含み、こ
こにおいて、前記特定のＲＸ　ＣＣＡしきい値は、第１の変調およびコーディング方式（
ＭＣＳ）に関連付けられ、
　前記ＲＸ　ＣＣＡしきい値を生成するために前記特定のＲＸ　ＣＣＡしきい値を調整す
ることをさらに備え、ここにおいて、前記特定のＲＸ　ＣＣＡしきい値の前記調整は、第
２のＭＣＳに基づく、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　プロセッサと、
　メモリであって、
　　　第１の受信機に、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）に関連する再使用インジケーション
メッセージを送ることと、ここにおいて、前記再使用インジケーションメッセージは、前
記第１の受信機に、前記第１のＴＸＯＰ中の第２の送信機から第２の受信機への送信によ
る、前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示すよう要求する、
　　　前記第１の受信機から、前記再使用インジケーションメッセージに応答したメッセ
ージを受信することと
　を備える動作を実行するように前記プロセッサによって実行可能な命令を記憶するよう
に構成されたメモリと
を備える装置。
【請求項７】
　前記動作は、前記第１のＴＸＯＰに関連するメッセージの一部分を送ることをさらに備
え、ここにおいて、前記第２の送信機は、再使用送信機を含み、前記一部分は、前記再使
用送信機に、前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示し、
　前記一部分は、プリアンブルを含む、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記動作は、前記第１のＴＸＯＰの終了と前記再使用インジケーションメッセージのネ
ットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）をアライメントさせることをさらに備え、
　または、前記再使用インジケーションメッセージは、変調およびコーディング方式（Ｍ
ＣＳ）を識別する、請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　第１の受信機において第１の送信機から、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）に関連する再使
用インジケーションメッセージを受信することと、ここにおいて、前記再使用インジケー
ションメッセージは、前記第１の受信機に、前記第１のＴＸＯＰ中の第２の送信機から第
２の受信機への送信による、前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示すよ
う要求する、
　前記第１の受信機から前記第１の送信機に、前記再使用インジケーションメッセージに
応答して、前記第１のＴＸＯＰに関連するメッセージを送ることと、ここにおいて、前記
第１のＴＸＯＰに関連する前記メッセージが、前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可される
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かどうかを示す、
を備える方法。
【請求項１０】
　前記再使用インジケーションメッセージは、前記第１のＴＸＯＰに関連する前記メッセ
ージが送られる前に受信され、ここにおいて、前記第１のＴＸＯＰに関連する前記メッセ
ージは、前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示す送信可（ＣＴＳ）メッ
セージを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の受信機の受信機（ＲＸ）クリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値を決定
することをさらに備え、
　前記ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、前記再使用インジケーションメッセージによって識別さ
れた変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）に基づいて決定され、
　または、前記第１のＴＸＯＰに関連する前記メッセージは、送信可（ＣＴＳ）メッセー
ジを含み、ここにおいて、前記ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、前記ＣＴＳメッセージに関連す
る送信電力値に基づいて決定され、
　または、前記ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、１つもしくは複数のチャネルダイナミクス、Ｃ
ＣＡ測定不確実性、履歴統計、またはそれらの組合せに基づいて決定され、
　または、前記第１の受信機の特定のＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定することと、前記第１
のＴＸＯＰに関連する前記メッセージに関連する送信電力値を決定することと、前記ＲＸ
　ＣＣＡしきい値を生成するために前記送信電力値に基づいて前記特定のＲＸ　ＣＣＡし
きい値を調整することと
をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のＴＸＯＰに関連する前記メッセージは、送信可（ＣＴＳ）メッセージを含み
、ここにおいて、前記ＣＴＳメッセージの媒体アクセス制御（ＭＡＣ）部分または信号（
ＳＩＧ）フィールドは、前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されることを示し、受信機（
ＲＸ）クリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値を示し、変調およびコーディング方式
（ＭＣＳ）を示し、またはそれらの組合せであり、
　または、前記第１のＴＸＯＰに関連する前記メッセージは、前記第１の送信機によって
使用される変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を識別する送信可（ＣＴＳ）メッセー
ジを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　プロセッサと、
　メモリであって、
　　　第１の送信機から、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）に関連する再使用インジケーショ
ンメッセージを受信することと、ここにおいて、前記再使用インジケーションメッセージ
は、第１の受信機に、前記第１のＴＸＯＰ中の第２の送信機から第２の受信機への送信に
よる、前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示すよう要求する、
　　　前記第１の送信機に、前記再使用インジケーションメッセージに応答して、前記第
１のＴＸＯＰに関連するメッセージを送ることと、ここにおいて、前記第１のＴＸＯＰに
関連する前記メッセージは、前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示す、
　を備える動作を実行するように前記プロセッサによって実行可能な命令を記憶するよう
に構成されたメモリと
を備える装置。
【請求項１４】
　前記動作は変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を決定することをさらに備え、
　前記ＭＣＳは前記再使用インジケーションメッセージに基づいて決定される、請求項１
３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記第１のＴＸＯＰに関連する前記メッセージは、前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可
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されるかどうかを示す送信可（ＣＴＳ）メッセージを含み、ここにおいて、前記動作は、
前記ＭＣＳに基づいて受信機（ＲＸ）クリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値を決定
することをさらに備え、ここにおいて、前記ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、前記第１の受信機
に関連付けられ、
　前記ＭＣＳは、デフォルトＭＣＳであり、
　または、前記ＣＴＳメッセージの信号（ＳＩＧ）フィールドは、前記第１のＴＸＯＰの
再使用が許可されることを示し、受信機（ＲＸ）クリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しき
い値を示し、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を示し、またはそれらの組合せであ
る、請求項１４に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、本願の出願人が所有する、２０１３年５月２４日に出願された「SYST
EMS AND METHODS FOR PACKET IN PACKET DETECTION IN A WIRELESS COMMUNICATION NETWO
RK」と題する米国仮特許出願第６１／８２７，４８０号（代理人整理番号１３２９８８Ｐ
１）、２０１３年７月５日に出願された「METHODS AND APPARATUS FOR CLEAR CHANNEL AS
SESSMENT」と題する米国仮特許出願第６１／８４３，３１５号（代理人整理番号１３３７
６４Ｐ１）、２０１３年８月２３日に出願された「SYSTEMS, METHODS, AND APPARATUS FO
R INCREASING REUSE IN WIRELESS COMMUNICATIONS」と題する米国仮特許出願第６１／８
６９，５４６号（代理人整理番号１３４５１２Ｐ１）、２０１４年１月１０日に出願され
た「TRANSMIT OPPORTUNITY (TXOP) BASED CHANNEL REUSE」と題する米国仮特許出願第６
１／９２６，２０５号（代理人整理番号１４１２８９Ｐ１）、２０１４年２月７日に出願
された「TRANSMIT OPPORTUNITY (TXOP) BASED CHANNEL REUSE」と題する米国仮特許出願
第６１／９３６，８７２号（代理人整理番号１４１２８９Ｐ２）、および２０１４年５月
２日に出願された「TRANSMIT OPPORTUNITY (TXOP) BASED CHANNEL REUSE」と題する米国
非仮特許出願第１４／２６８，８３０号（代理人整理番号１４１２８９Ｕ３）による優先
権を主張し、これらの内容は、全体が参照により本明細書に明白に組み込まれる。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に、送信機会（ＴＸＯＰ）ベースのチャネル再使用に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]技術の進歩が、より小さくより強力なコンピューティングデバイスをもたらして
いる。たとえば、現在、小さく、軽く、ユーザによって容易に持ち運ばれるポータブルワ
イヤレス電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、およびページングデバイスなどのワイヤレスコ
ンピューティングデバイスを含む、様々なポータブルパーソナルコンピューティングデバ
イスが存在する。より詳細には、携帯電話およびインターネットプロトコル（ＩＰ）電話
などのポータブルワイヤレス電話は、ワイヤレスネットワークを介して音声とデータパケ
ットとを通信することができる。さらに、多くのそのようなワイヤレス電話は、そこに組
み込まれている他のタイプのデバイスを含む。たとえば、ワイヤレス電話は、デジタルス
チルカメラと、デジタルビデオカメラと、デジタルレコーダと、オーディオファイルプレ
ーヤとを含むこともできる。また、そのようなワイヤレス電話は、インターネットにアク
セスするために使用され得るウェブブラウザアプリケーションなどのソフトウェアアプリ
ケーションを含む実行可能命令を処理することができる。そのため、これらのワイヤレス
電話は、かなりのコンピューティング能力を含むことができる。
【０００４】
　[0004]様々なワイヤレスプロトコルおよび規格は、ワイヤレス電話および他のワイヤレ
スデバイスによる使用に対応可能であり得る。たとえば、一般に「Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標
）」と呼ばれる電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１は、ワイヤレスローカルエ
リアネットワーク（ＷＬＡＮ）通信プロトコルの標準化されたセットである。Ｗｉ－Ｆｉ
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プロトコルでは、送信機局は、受信機に物理レイヤプロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ
）を送信する前にプリアンブルを送信することができる。プリアンブルは、送信機会（Ｔ
ＸＯＰ）を識別することができ、他の局によって検出可能であり得る。ＰＰＤＵに対応す
るプリアンブルを検出する局は、送信機会（ＴＸＯＰ）に関連する持続時間について送信
機局に譲歩（defer to）し得る。たとえば、Ｗｉ－Ｆｉシステムでは、複数のワイヤレス
デバイスが密に配置される（たとえば、互いにかなり近くに配置される）ことがある。第
１のデバイスによって確立されたＴＸＯＰ中に第１のデバイスがデータを送信するときに
、第１のデバイスに極めて近接した第２のデバイスがＴＸＯＰ中に送信を実行しないこと
がある。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示は、ＴＸＯＰベースのチャネル再使用を有効にするための技術とプロトコ
ルとを提示する。ワイヤレスシステムにおけるデバイスが、ワイヤレスシステムにおける
別のデバイスのＴＸＯＰ中に譲歩する（たとえば、送信しない）代わりに、デバイスは、
ＴＸＯＰ中に送信することができる（たとえば、デバイスは、ＴＸＯＰを「再使用する」
ことができる）。ＴＸＯＰ再使用によって引き起こされる干渉の可能性を軽減するために
、本開示は、様々な通知および干渉測定プロトコルについて説明する。
【０００６】
　[0006]ワイヤレスシステムは、第１の送信機（ＴＸ）と、第１の受信機（ＲＸ）と、再
使用ＴＸと、再使用ＲＸとを含むことができる。第１のＴＸ、第１のＲＸ、再使用ＴＸ、
および再使用ＲＸ（まとめて「ワイヤレスデバイス」）の各々は、データを送信し、およ
び／またはワイヤレスシステムに含まれる１つもしくは複数の他のデバイスからデータを
受信するように構成されたデバイスであり得る。第１のＴＸは、第１のＴＸＯＰに関連す
る第１のメッセージを第１のＲＸに送信するように構成される。再使用ＴＸは、第２のＴ
ＸＯＰに関連する第２のメッセージを再使用ＲＸに送信するように構成される。第２のメ
ッセージは、第１のＴＸＯＰ中に再使用ＴＸによって送信され、第２のＴＸＯＰは、第１
のＴＸＯＰ中に発生する。第１のＴＸＯＰ中に再使用ＴＸが送信している時間期間は、「
再使用ＴＸＯＰ」と呼ばれる。したがって、再使用ＴＸは、第１のＴＸＯＰ中に送信する
ことを許可される。ワイヤレスデバイスのうちの１つまたは複数は、本明細書でさらに説
明するように、同じワイヤレスネットワークにあること、または異なるワイヤレスネット
ワークにあることがある。
【０００７】
　[0007]一実装形態では、第１のＴＸＯＰの前に、第１のＴＸおよび／または第１のＲＸ
は、第１のメッセージに関連する制御情報を送信することができる。制御情報は、再使用
ＴＸおよび／または再使用ＲＸなどのワイヤレスシステムに含まれる１つまたは複数の他
のデバイスによって検出可能であり得る。制御情報は、１つまたは複数の他のデバイスが
第１のＴＸＯＰを「再使用する」ことができることを示し得る。たとえば、制御情報は、
再使用ＴＸが第１のＴＸＯＰ中に第２のメッセージを送信することを許可されることを示
すこと、再使用ＴＸおよび／もしくは再使用ＲＸによって使用されるべき（たとえば、ク
リアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値などの）１つもしくは複数のパラメータを示す
こと、またはそれらの組合せが可能である。制御情報に基づいて、再使用ＴＸは、第２の
メッセージを送るために第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定することができる。
たとえば、再使用ＴＸは、２つのデバイス間の特定の干渉レベルがしきい値を下回るとき
など、異なるデバイス間（たとえば、第１のＴＸと再使用ＴＸとの間）の干渉レベルが低
いときに、第１のＴＸＯＰを再使用することを決定することができる。
【０００８】
　[0008]追加または代替として、第１のＴＸＯＰの前に、第１のＴＸおよび第１のＲＸが
ハンドシェイク交換を実行することができる。ハンドシェイク交換は、第１のＴＸが第１
のＲＸに送信要求（ＲＴＳ）メッセージを送ることを含むことができ、第１のＲＸが第１
のＴＸに送信可（ＣＴＳ）メッセージを送ることを含むことができる。ハンドシェイク交
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換（たとえば、ＲＴＳメッセージおよび／またはＣＴＳメッセージ）は、第１のＴＸＯＰ
の再使用が許可されるかどうかを示すこと、１つもしくは複数のパラメータ（たとえば、
１つもしくは複数のＣＣＡしきい値）を示すこと、またはそれらの組合せが可能である。
ハンドシェイク交換は、再使用ＴＸおよび／または再使用ＲＸなどのワイヤレスシステム
に含まれる１つまたは複数の他のデバイスによって検出可能であり得る。ハンドシェイク
交換に基づいて、再使用ＴＸは、第２のメッセージを送るために第１のＴＸＯＰを再使用
するかどうかを決定することができる。
【０００９】
　[0009]特定の実施形態では、一方法は、第１の送信機から第１の受信機に、第１の送信
機会（ＴＸＯＰ）に関連する送信要求（ＲＴＳ）メッセージを送ることを含む。ＲＴＳメ
ッセージは、第１の受信機に、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示すよう
要求する。本方法は、第１の送信機において第１の受信機から、ＲＴＳメッセージに応答
した送信可（ＣＴＳ）メッセージを受信することをさらに含む。
【００１０】
　[0010]別の特定の実施形態では、一装置は、プロセッサとメモリとを含む。メモリは、
第１の送信機会（ＴＸＯＰ）に関連する送信要求（ＲＴＳ）メッセージを第１の受信機に
送ることを含む動作を実行するようにプロセッサによって実行可能な命令を記憶するよう
に構成される。ＲＴＳメッセージは、第１の受信機に、第１のＴＸＯＰの再使用が許可さ
れるかどうかを示すよう要求する。動作は、第１の受信機から、ＲＴＳメッセージに応答
した送信可（ＣＴＳ）メッセージを受信することをさらに含む。
【００１１】
　[0011]別の特定の実施形態では、一方法は、第１の受信機において第１の送信機から、
第１の送信機会（ＴＸＯＰ）に関連する送信要求（ＲＴＳ）メッセージを受信することを
含む。ＲＴＳメッセージは、第１の受信機に、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかど
うかを示すよう要求する。本方法は、第１の受信機から第１の送信機に、ＲＴＳメッセー
ジに応答して、第１のＴＸＯＰに関連する送信可（ＣＴＳ）メッセージを送ることをさら
に含む。ＣＴＳメッセージは、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示す。
【００１２】
　[0012]別の特定の実施形態では、一装置は、プロセッサとメモリとを含む。メモリは、
第１の送信機会（ＴＸＯＰ）に関連する送信要求（ＲＴＳ）メッセージを第１の送信機か
ら受信することを含む動作を実行するようにプロセッサによって実行可能な命令を記憶す
るように構成される。ＲＴＳメッセージは、第１の受信機に、第１のＴＸＯＰの再使用が
許可されるかどうかを示すよう要求する。動作は、第１の送信機に、ＲＴＳメッセージに
応答して、第１のＴＸＯＰに関連する送信可（ＣＴＳ）メッセージを送ることをさらに含
む。ＣＴＳメッセージは、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示す。
【００１３】
　[0013]開示する実施形態のうちの少なくとも１つによって提供される１つの特定の利点
は、ワイヤレスシステムのチャネルアクセス効率が改善され、ワイヤレスシステムの能力
が増大し得ることである。たとえば、ＴＸＯＰの再使用を可能にすることによって、より
多くのデータが所与の時間間隔中に送信され得る。本開示の他の態様、利点、および特徴
は、以下のセクション、すなわち、図面の簡単な説明と、詳細な説明と、特許請求の範囲
とを含む本出願全体の再検討の後に明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】[0014]送信機会（ＴＸＯＰ）の再使用を許可するシステムの第１の例示的な実施
形態のブロック図。
【図２】[0015]ＴＸＯＰの再使用の第１の例示的な例のタイミング図。
【図３】[0016]ＴＸＯＰの再使用の第２の例示的な例のタイミング図。
【図４】[0017]ＴＸＯＰの再使用の第３の例示的な例のタイミング図。
【図５】[0018]ＴＸＯＰの再使用の第４の例示的な例のタイミング図。
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【図６】[0019]ＴＸＯＰの再使用の第５の例示的な例のタイミング図。
【図７】[0020]ＴＸＯＰの再使用の第６の例示的な例のタイミング図。
【図８】[0021]ＴＸＯＰの再使用に関連する譲歩／バックオフ期間の一例を示すためのタ
イミング図。
【図９】[0022]ＴＸＯＰの再使用に関連するブロック確認応答（ＢＡ）を処理する例を示
すためのタイミング図。
【図１０】[0023]送信機会（ＴＸＯＰ）の再使用を許可するシステムの第２の例示的な実
施形態のブロック図。
【図１１】[0024]第１の送信機を動作させる例示的な方法の流れ図。
【図１２】[0025]再使用送信機を動作させる例示的な方法の流れ図。
【図１３】[0026]第１の送信機を動作させる例示的な方法の流れ図。
【図１４】[0027]再使用送信機を動作させる例示的な方法の流れ図。
【図１５】[0028]第１の送信機を動作させる例示的な方法の流れ図。
【図１６】[0029]第１の受信機を動作させる例示的な方法の流れ図。
【図１７】[0030]再使用送信機を動作させる例示的な方法の流れ図。
【図１８】[0031]再使用送信機を動作させる例示的な方法の流れ図。
【図１９】[0032]再使用送信機を動作させる例示的な方法の流れ図。
【図２０】[0033]再使用送信機を動作させる例示的な方法の流れ図。
【図２１】[0034]本明細書で開示する１つまたは複数の方法、システム、装置、および／
またはコンピュータ可読媒体の様々な実施形態をサポートするように動作可能であるワイ
ヤレスデバイスの図。
【詳細な説明】
【００１５】
　[0035]図面を参照しながら本開示の特定の実施形態について以下で説明する。説明では
、共通の特徴は、図面全体にわたって共通の参照番号によって指定される。
【００１６】
　[0036]図１を参照すると、送信機会（ＴＸＯＰ）再使用を許可するシステム１００の特
定の例示的な実施形態が示されている。システム１００は、第１の送信機（ＴＸ）１１０
と、第１の受信機（ＲＸ）１３０と、再使用ＴＸ１４０と、再使用ＲＸ１６０とを含む。
【００１７】
　[0037]第１のＴＸ１１０（たとえば、第１のＴＸデバイス）は、第１のＴＸＯＰに関連
する第１のメッセージ１２０を第１のＲＸ１３０に送信するように構成される。再使用Ｔ
Ｘ１４０は、第２のＴＸＯＰに関連する第２のメッセージ１５０を再使用ＲＸ１６０に送
信するように構成される。第２のメッセージ１５０は、第１のＴＸＯＰ中に再使用ＴＸ１
４０によって送信され、第２のＴＸＯＰは、第１のＴＸＯＰ中に発生する。第１のＴＸＯ
Ｐ中に再使用ＴＸ１４０が送信している時間期間は、「再使用ＴＸＯＰ」と呼ばれる。し
たがって、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰ中に第２のメッセージ１５０を送信する
ことを許可される。たとえば、再使用ＴＸ１４０は、第１のメッセージ１２０が第１のＴ
Ｘ１１０によって通信されるチャネルと同じチャネル上で、部分的に同じチャネル上で、
または異なるチャネル上で、第１のＴＸＯＰ中に第２のメッセージ１５０を送信すること
を許可され得る。
【００１８】
　[0038]システム１００は、１つもしくは複数のワイヤレスネットワークを含み得るワイ
ヤレスシステムを含むこと、または当該ワイヤレスシステムに対応することがある。たと
えば、第１のＴＸ１１０、第１のＲＸ１３０、再使用ＴＸ１４０、および再使用ＲＸ１６
０は、同じワイヤレスネットワークの一部であり得る。代替的に、システム１００は、第
１のＴＸ１１０と第１のＲＸ１３０とを含む第１のネットワーク、および再使用ＴＸ１４
０と再使用ＲＸ１６０とを含む第２のネットワークなどの複数のネットワークを含むこと
ができる。第１のネットワークは、第１の基本サービスセット（ＢＳＳ）識別情報（ＢＳ
ＳＩＤ）を有する第１のＢＳＳに関連付けられることができ、第２のネットワークは、第
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２のＢＳＳＩＤを有する第２のＢＳＳに関連付けられることができる。別の例として、第
１のネットワークおよび／または第２のネットワークのうちの１つは、例示的な非限定的
実施形態として、Ｗｉ－Ｆｉダイレクト通信またはトンネルダイレクトリンク設定（ＴＤ
ＬＳ：tunneled direct link setup）通信を使用するピアツーピア通信ネットワークを含
むことができる。システム１００は、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ワイ
ヤレスネットワーク（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉネットワーク）を含むことができる。たとえ
ば、システム１００は、ＩＥＥＥ８０２．１１規格に従って動作することができる。例示
的な実施形態では、システム１００は、８０２．１１高効率Ｗｉ－Ｆｉ（ＨＥＷ）ネット
ワークを含む。本明細書で使用するように、システム１００は、例示的な非限定的例とし
て、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ、８０２．１１ｎ、８０２．１１ａｃ、または８０２．１１
ａｘ規格のうちの１つまたは複数に従って送信をサポートすることができる。
【００１９】
　[0039]第１のＴＸ１１０、第１のＲＸ１３０、再使用ＴＸ１４０、および再使用ＲＸ１
６０の各々は、データを送信し、および／またはシステム１００に含まれる１つもしくは
複数の他のデバイスからデータを受信するように構成されたデバイスであり得る。たとえ
ば、第１のＴＸ１１０、第１のＲＸ１３０、再使用ＴＸ１４０、および再使用ＲＸ１６０
の各々は、図２１を参照しながらさらに説明するように、プロセッサ（たとえば、中央処
理装置（ＣＰＵ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ネットワーク処理ユニット（Ｎ
ＰＵ）など）、メモリ（たとえば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）など）、および／またはワイヤレスネットワークを介してデータを送り、受
信するように構成されたワイヤレスインターフェースを含むことができる。第１のＴＸ１
１０、第１のＲＸ１３０、再使用ＴＸ１４０、および再使用ＲＸ１６０の各々は、アクセ
スポイント（ＡＰ）または局（ＳＴＡ）であり得る。第１のＴＸ１１０、第１のＲＸ１３
０、再使用ＴＸ１４０、および再使用ＲＸ１６０の各々は、１つまたは複数のＩＥＥＥ８
０２．１１規格など、１つまたは複数の規格に従って動作するように構成され得る。
【００２０】
　[0040]動作中、第１のＴＸ１１０は、第１のメッセージ１２０を生成するように、また
第１のＲＸ１３０に第１のメッセージ１２０を送信するように構成され得る。たとえば、
第１のメッセージ１２０は、チャネル（たとえば、対応する周波数帯域を有するチャネル
）を介して第１のＲＸ１３０に送信され得る。第１のメッセージ１２０は、１つまたは複
数のフィールドを有するデータパケットに関連付けられ得る。第１のメッセージ１２０は
、第１のＴＸＯＰに関連付けられることができ、第１のＴＸＯＰの再使用は、システム１
００における別のデバイスによって許可され得る。たとえば、図２および図５を参照しな
がらさらに説明するように、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されることのインジケーショ
ンが、システム１００に含まれる１つまたは複数のデバイスに提供され得る。例示すると
、インジケーションは、例示的な非限定的例として、第１のＴＸ１１０などの特定のデバ
イスから提供される（たとえば、ビーコンに含まれる）管理メッセージとして提供される
こと、図２を参照しながらさらに説明するように、第１のメッセージ１２０の一部として
提供されること、および／または図５を参照しながら説明するように、第１のＴＸ１１０
と第１のＲＸ１３０との間のハンドシェイク交換の一部として提供されることがある。本
明細書でさらに説明するように、第１のメッセージ１２０は、送信要求（ＲＴＳ）メッセ
ージ、制御メッセージ、データメッセージ、物理レイヤ（ＰＨＹ）プリアンブル、媒体ア
クセス制御（ＭＡＣ）レイヤメッセージなど、またはそれらの一部分を表すことができる
。
【００２１】
　[0041]第１のメッセージ１２０に基づいて、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰの再
使用が許可されるかどうかを決定することができる。第１のＴＸＯＰの再使用が許可され
、再使用ＴＸ１４０が第２のメッセージ１５０などのメッセージを送信する準備ができて
いる場合、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定することが
できる。第１のＴＸＯＰの再使用が許可されないと再使用ＴＸ１４０が決定したとき、ま
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たは第１のＴＸＯＰを再使用しないことを再使用ＴＸ１４０が決定した場合、再使用ＴＸ
１４０は、第１のＴＸＯＰに譲歩（defers to）し、第１のＴＸＯＰ中に第２のメッセー
ジ１５０を送信しない。たとえば、再使用ＴＸ１４０は、第２のメッセージ１５０を、第
１のＴＸＯＰの満了後（たとえば、第１のメッセージ１２０が送信された後）に送信され
るように待ち行列に入れることができる。特定の実施形態では、再使用ＴＸ１４０が第２
のメッセージ１５０を送るために第１のＴＸＯＰを再使用するとき、第２のメッセージ１
５０の第２のＴＸＯＰが、別のデバイスによって再使用されることを許可されないことが
ある（たとえば、ＴＸＯＰ再使用ネスティングが許可されないことがある）。
【００２２】
　[0042]第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定するために、再使用ＴＸ１４０は、
１つまたは複数の条件が満たされるかどうかを決定することができる。たとえば、再使用
ＴＸ１４０は、システム１００における１つまたは複数のデバイスの間の相互干渉が１つ
または複数のしきい値を満たす（たとえば、１つまたは複数のしきい値よりも小さい）か
どうかを決定することができる。たとえば、図２を参照しながらさらに説明するように、
再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸ１１０と再使用ＲＸ１６０との間の第１の相互干渉が第
１のしきい値以下であるかどうかを決定することができる。再使用ＴＸ１４０が（たとえ
ば、相互干渉が第１のしきい値よりも小さいので）第１のＴＸＯＰを再使用することを決
定したとき、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰ中に第２のメッセージ１５０を送信す
ることができる。第２のメッセージ１５０の送信（たとえば、持続時間）は、第１のＴＸ
ＯＰの終了を超えてはならない。したがって、第１のメッセージ１２０に関連する第１の
ＴＸＯＰ中に、第１のメッセージ１２０および第２のメッセージ１５０の送信は、少なく
とも部分的に重複し得る。再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰを再使用することに基づい
て、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰに譲歩し、第２のメッセージ１５０が第１のＴＸ
ＯＰ中に送信されないときと比較して、より多くのトラフィック（たとえば、より多くの
データ）が第１のＴＸＯＰ中に送信され得る。
【００２３】
　[0043]特定の実施形態では、第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定するために、
再使用ＴＸ１４０は、図５を参照しながらさらに説明するように、再使用ＴＸ１４０と第
１のＲＸ１３０との間の第２の相互干渉が第２のしきい値を満たすかどうか決定すること
、および／または再使用ＲＸ１６０と第１のＲＸ１３０との間の第３の相互干渉が第３の
しきい値を満たすかどうかを決定することができる。したがって、特定の実施形態では、
ＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定することは、第１のＴＸ１１０、第１のＲＸ１３０
、再使用ＴＸ１４０、および／または再使用ＲＸ１６０のうちの１つまたは複数の間の干
渉（または潜在的干渉）を考慮することを含み得る。追加または代替として、第１のＴＸ
ＯＰを再使用するかどうかを決定するために、再使用ＴＸ１４０は、例示的な非限定的例
として、第１のメッセージ１２０が再使用ＴＸ１４０にアドレス指定されているかどうか
、第１のメッセージ１２０の宛先が第２のメッセージ１５０の宛先と同じであるかどうか
、第２のメッセージ１５０が第１のＴＸ１１０に、もしくは第１のＲＸ１３０にアドレス
指定されているかどうか、および／または第１のＴＸ１１０の信号強度がクリアチャネル
アクセス（ＣＣＡ）しきい値を満たすかどうかを決定することができる。再使用ＴＸ１４
０は、例示的な非限定的例として、第１のメッセージ１２０が再使用ＴＸ１４０にアドレ
ス指定されていないとの決定に基づいて、第１のメッセージ１２０の宛先（たとえば、第
１のＲＸ１３０）が第２のメッセージ１５０の宛先（たとえば、再使用ＲＸ１６０）とは
異なるとの決定に基づいて、第２のメッセージ１５０が第１のＴＸ１１０に、もしくは第
１のＲＸ１３０にアドレス指定されていないとの決定に基づいて、および／または第１の
ＴＸ１１０の信号強度がＣＣＡしきい値を満たすとの決定に基づいて、第１のＴＸＯＰを
再使用することができる。
【００２４】
　[0044]さらに、支持される（honored）ネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ：network
 allocation vector）（たとえば、第１のメッセージ１２０に関連するＮＡＶ）がある場
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合、再使用ＴＸ１４０は、ＮＡＶが第１のＴＸ１１０によって設定されたかどうかに基づ
いて、第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定することができる。ＮＡＶが、第１の
ＴＸ１１０以外のデバイスから送られたフレームによって設定されていると決定された場
合、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰに譲歩し、第１のＴＸＯＰ中に第２のメッセー
ジ１５０を送信しないことがあり得る。ＮＡＶが、第１のＴＸ１１０によって送られたフ
レームによって設定されていると決定されたとき（また潜在的に、前述の条件のうちの１
つもしくは複数または本明細書でさらに説明する１つもしくは複数の他の条件などの１つ
または複数の他の条件に基づいて）、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰ中に第２のメ
ッセージ１５０を送信することができる。
【００２５】
　[0045]特定の実施形態では、第１のＴＸ１１０は、第１のメッセージ１２０の信号（Ｓ
ＩＧ）フィールドに１つまたは複数のビットを設定することによって、第１のＴＸＯＰの
再使用が許可されることを示すこと（または図２および図５を参照しながらさらに説明す
るように、１つもしくは複数のＣＣＡしきい値を示すこと）ができる。たとえば、メッセ
ージ１２０が物理レイヤコンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）データと物理レイヤプ
ロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）とを含むとき、第１のＴＸＯＰの再使用が許可され
ることを示すために、ＣＣＡしきい値を示すために、またはそれらの組合せのために、Ｐ
ＬＣＰデータのＳＩＧフィールドにおける少なくとも１つのビットが使用され得る。別の
例として、ＳＩＧフィールドは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃプリアンブルのＳＩＧ－Ａフ
ィールドおよび／またはＳＩＧ－Ｂフィールドを含むことができ、第１のＴＸＯＰの再使
用が許可されることを示すために、ＣＣＡしきい値を示すために、またはそれらの組合せ
のために、１つまたは複数の予約済みビットが設定され得る。代替または追加として、第
１のＴＸ１１０は、メッセージ１２０のプリアンブルに含まれる１つまたは複数のビット
を設定することによって、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されることを示すこと、および
／または１つもしくは複数のＣＣＡしきい値を示すことができる。たとえば、メッセージ
１２０は、ＨＥＷプリアンブルを含むことができ、ＳＩＧフィールドは、ＨＥＷプリアン
ブルに含まれ得る。
【００２６】
　[0046]特定の実施形態では、ＴＸＯＰ再使用に関連するシグナリングは、１つまたは複
数のＩＥＥＥ８０２．１１ａｃ規格において定義される１つまたは複数のプリアンブルと
は別個のものである物理（ＰＨＹ）レイヤ構造を含む「新しい」タイプのプリアンブル（
たとえば、「新しい」ＨＥＷプリアンブル）に含まれ得る。「新しい」プリアンブルは、
例示的な非限定的例として、ＴＸＯＰ再使用が許可されることを示すために、送信デバイ
スに関連する少なくとも部分的なＢＳＳＩＤを示すために、受信デバイスに関連する少な
くとも部分的なＢＳＳＩＤを示すために、送信デバイスに関連する少なくとも部分的な送
信機アドレスを示すために、受信デバイスに関連する少なくとも部分的な受信機アドレス
を示すために、またはそれらの組合せのために、１つまたは複数のビットを含むことがで
きる。ＰＬＣＰプリアンブル、ＭＡＣレイヤプリアンブル、ＳＩＧ－Ａフィールド、ＳＩ
Ｇ－Ｂフィールド、ＨＥＷプリアンブルなどのような、本明細書で説明するシグナリング
情報のロケーションは、説明のためのものにすぎず、限定的と見なされるべきではないこ
とに留意されたい。ＴＸＯＰ再使用に関連するシグナリング（たとえば、ＴＸＯＰ再使用
が許可されるかどうか、および／または１つもしくは複数のパラメータを示すシグナリン
グ）が、例示的な非限定的例として、他の物理レイヤ構造またはＭＡＣレイヤ構造などの
他の構造に含まれることもある。
【００２７】
　[0047]特定の実施形態では、第１のＴＸ１１０は、８０２．１１ａｃプリアンブルのＳ
ＩＧフィールドを使用することによって、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されることを示
すこと、および／または１つもしくは複数のＣＣＡしきい値を示すことができる。たとえ
ば、８０２．１１ａｃ　ＳＩＧ－Ａフィールドの１つまたは複数の予約済みビットは、Ｈ
ＥＷ　ＳＩＧフィールドと８０２．１１ａｃ　ＳＩＧ－Ａフィールドが解釈されるように
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する特定の値に設定され得る（たとえば、８０２．１１ａｃ　ＳＩＧ－Ａフィールドのフ
ォーマットは、１つまたは複数の予約済みビットの特定の値に基づいて再定義され得る）
。
【００２８】
　[0048]特定の実施形態では、第１のメッセージ１２０のＰＬＣＰデータは、第１のＴＸ
１１０または第１のＲＸ１３０に関連するＢＳＳＩＤの少なくとも一部分を含むことがで
きる。たとえば、第１のメッセージ１２０がアップリンク通信である（たとえば、第１の
ＴＸ１１０がＳＴＡであり、第１のＲＸ１３０がＡＰである）とき、８０２．１１ａｃ部
分的関連付け識別子（ＰＡＩＤ：partial association identifier）が、ＢＳＳＩＤの少
なくとも一部分を識別するための９ビットなどの複数のビットを含むことができる。アッ
プリンク通信に使用される８０２．１１ａｃ　ＰＡＩＤの複数のビットは、再使用ＴＸ１
４０または再使用ＲＸ１６０などのデバイスが第１のメッセージ１２０の受信機（たとえ
ば、第１のＲＸ１３０）を識別することを可能にするのに十分であり得る。
【００２９】
　[0049]別の例として、第１のメッセージ１２０がダウンリンク通信である（たとえば、
第１のＴＸ１１０がＡＰであり、第１のＲＸ１３０がＳＴＡである）とき、ＢＳＳＩＤは
、８０２．１１ａｃ　ＰＡＩＤにおけるＡＩＤによりハッシュされ得る。８０２．１１ａ
ｃ　ＰＡＩＤを受信するデバイスがＰＡＩＤからＢＳＳＩＤを抽出することを可能にする
ために、ネットワークのアクセスポイントは、ＢＳＳＩＤが容易に抽出され得るＰＡＩＤ
をもたらすＡＩＤを割り振ることができる。例示すると、ネットワークのアクセスポイン
トは、所与のＰＡＩＤについて、（たとえば、ＰＡＩＤとＢＳＳＩＤとを抽出するデバイ
スは、アクセスポイントによって送信された１つまたは複数のビーコンからＢＳＳＩＤを
すでに知っていることがあるので）ＰＡＩＤおよびＢＳＳＩＤが抽出され得るように、Ａ
ＩＤ番号を選択的に決定し、割り当てることができる。たとえば、アクセスポイントは、
いくつかのビット位置にゼロ値を有するか、またはＢＳＳＩＤが有しない特定のビットパ
ターンを有するＡＩＤ番号を割り当てることができる。したがって、８０２．１１ａｃ　
ＰＡＩＤを受信する（たとえば、検出する）デバイスは、ＡＩＤ情報を抽出するためにＰ
ＡＩＤとＢＳＳＩＤとを使用することができる。言い換えれば、ダウンリンク送信の８０
２．１１ａｃ　ＰＡＩＤを検出するデバイスは、ダウンリンク送信を送信するアクセスポ
イントと、ダウンリンク送信を受信するように指定されている局とを識別することが可能
であり得る。追加または代替として、アクセスポイントは、ＵＬおよびＤＬが見分けられ
得るように、部分的なＢＳＳＩＤと合致するＰＡＩＤをもたらすことになるＡＩＤを割り
当てるのを回避することができる。したがって、第１のメッセージ１２０を検出すると、
再使用ＴＸ１４０は、第１のメッセージ１２０が第１のＴＸ１１０によって第１のＲＸ１
３０に送られたと決定することが可能であり得る。追加または代替として、パケットの一
部分（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃパケットの一部分）は、少なくとも部分的な
ＢＳＳＩＤ、ＡＩＤ、および／またはそこから導出された値を含む別個のフィールドを含
むことができる。たとえば、再使用ＴＸ１４０は、１つまたは複数の予約済みビットなど
の１つまたは複数のビットの値に基づいて、フィールドの少なくとも一部分を再解釈する
ことができる。例示すると、再使用ＴＸ１４０は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃ　ＰＬＣＰ
プリアンブルを受信し、１つまたは複数のＩＥＥＥ８０２．１１ａｃ仕様によって定義さ
れたもの以外の方法でＰＡＩＤフィールドが符号化されることを示す１つもしくは複数の
予約済みビットまたは１つもしくは複数の予約済みグループＩＤ（ＧＩＤ）フィールド値
を識別することができる。たとえば、（９ビットを有する）ＰＡＩＤフィールドは、ＰＡ
ＩＤフィールドの５つの最上位ビット（ＭＳＢ）において部分的なＢＳＳＩＤを表すよう
に、また残りの４つの最下位ビット（ＬＳＢ）において部分的な第１のＴＸ　ＡＩＤまた
は部分的な第１のＲＸ　ＡＩＤを表すように、例示的な非限定的例として、符号化され得
る。したがって、再使用ＴＸ１４０は、部分的なＢＳＳＩＤ、部分的な第１のＴＸ　ＡＩ
Ｄ、部分的な第１のＲＸ　ＡＩＤ、またはそれらの組合せを決定するために、１つもしく
は複数の予約済みビットまたは１つもしくは複数の予約済みＧＩＤフィールド値に基づい



(12) JP 6479773 B2 2019.3.6

10

20

30

40

50

てＰＡＩＤフィールドを「再解釈する」ことができる。
【００３０】
　[0050]特定の実施形態では、ＢＳＳのアクセスポイントは、重複ＢＳＳ（ＯＢＳＳ）の
１つまたは複数のデバイスが、ＢＳＳからの各々の受信された（たとえば、検出された）
ＰＡＩＤを（たとえば、アクセスポイントの）対応するＢＳＳＩＤにマッピングすること
を可能にし得る。ＯＢＳＳの１つまたは複数のデバイスが各々の受信されたＰＡＩＤをマ
ッピングすることを可能にするために、ＢＳＳのアクセスポイントは、アクセスポイント
によって送信されるビーコンに、アクセスポイントによって使用されるすべてのＰＡＩＤ
をピギーバックすることができる。別の特定の実施形態では、ＢＳＳのアクセスポイント
（たとえば、第１のＴＸ１１０、第１のＲＸ１３０、再使用ＴＸ１４０、または再使用Ｒ
Ｘ１６０）は、ＴＸＯＰの再使用を有効もしくは無効にすることができ、またはＢＳＳに
含まれる１つもしくは複数のデバイスに再使用パラメータ（たとえば、１つもしくは複数
のＣＣＡしきい値、再使用のためのＭＣＳ、もしくは再使用送信電力レベル）を提供する
ことができる。たとえば、アクセスポイントは、ＴＸＯＰの再使用を有効もしくは無効に
することができ、またはアクセスポイントによってブロードキャストされるビーコンを使
用して再使用パラメータを提供することができる。
【００３１】
　[0051]別の特定の実施形態では、ＴＸＯＰ再使用は、Ｗｉ－Ｆｉダイレクト送信または
トンネルダイレクトリンク設定（ＴＤＬＳ）送信をサポートするシステムの場合のように
、ピアツーピア（Ｐ２Ｐ）送信に適用され得る。Ｐ２Ｐ送信がＷｉ－Ｆｉダイレクト送信
であるとき、グループ所有者（ＧＯ）であるデバイスが、対応するＢＳＳＩＤに関連付け
られ得る。したがって、ＧＯが第１のＴＸ１１０または第１のＲＸ１３０を含むとき、他
の局は、ＢＳＳＩＤに基づいてＧＯを識別することができる。特定の実施形態では、ＧＯ
が相互接続デバイスである（たとえば、ＧＯがＰ２Ｐネットワークの一部として一方向に
おいて動作し、ＡＰに結合されたＳＴＡとして別の方向で動作する）場合、ＧＯを１つま
たは複数の他のデバイスにとって識別可能にするために、ＧＯとの間の送信に追加情報が
含まれ得る。たとえば、ＧＯとの間の送信は、送信のＳＩＧフィールドに送信機アドレス
／受信機アドレス（ＴＡ／ＲＡ）情報を含むことができる。別の例として、ＧＯとの間の
送信の前に、送信要求（ＲＴＳ）メッセージと送信可（ＣＴＳ）メッセージとを含むハン
ドシェイク交換が実行され得る。
【００３２】
　[0052]Ｐ２Ｐ送信がＴＤＬＳ送信であるとき、ＴＤＬＳ送信を使用して通信される特定
のメッセージのＴＸＯＰの再使用を可能にするために、ＢＳＳＩＤおよび「再使用容認」
インジケーションに加えて、ＴＡ／ＲＡ情報（たとえば、少なくとも部分的なアドレス情
報）が提供され得る。たとえば、特定のメッセージのＴＸＯＰの再使用を可能にするデバ
イス（たとえば、第１のＴＸ１１０）は、少なくとも部分的なＴＡ／ＲＡ情報を含む（た
とえば、ＲＴＳメッセージとＣＴＳメッセージとを含む）ハンドシェイク交換を実行する
ことができる。さらに、ＲＴＳメッセージとＣＴＳメッセージとを特定のメッセージに相
関付けるために、特定のメッセージは、特定のメッセージがＴＤＬＳ送信であることを示
すことができる。たとえば、グループＩＤ（ＧＩＤ）フィールドの特定の値は、特定のメ
ッセージがＴＤＬＳ送信の一部であることを示すことができる。別の例として、ＴＡ／Ｒ
Ａ情報（または少なくとも部分的なアドレス情報）が、例示的な非限定的例として、ＳＩ
Ｇフィールド、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃフィールド、再解釈されたＩＥＥＥ８０２．１
１ａｃフィールド、ＨＥＷプリアンブルなどのような１つもしくは複数のフィールドに含
まれること、またはそのようなフィールドを使用して（ＴＸＯＰ再使用に関連するパラメ
ータとして）シグナリングされることがある。
【００３３】
　[0053]別の例として、デバイスはＳＩＧフィールドにおいてＴＡ／ＲＡ情報を提供する
ことができる。例示すると、８０２．１１ａｃ　ＳＩＧフィールドの１つまたは複数の予
約済みビットは、ＴＡ／ＲＡ情報を識別するＨＥＷ　ＳＩＧフィールドと８０２．１１ａ
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ｃが解釈されるようにする特定の値に設定され得る。
【００３４】
　[0054]特定の実施形態では、再使用ＴＸ１４０は、（第１のメッセージ１２０に関連す
る）第１のＴＸＯＰと（第２のメッセージ１５０に関連する）第２のＴＸＯＰを、第２の
ＴＸＯＰが第１のＴＸＯＰを超えないようにアライメントさせることができる。例示する
と、再使用ＴＸ１４０は、図２を参照しながら説明するように、第１のＴＸＯＰの終了の
前または終了と同時に第２のＴＸＯＰの終了が発生するように、第１のＴＸＯＰと第２の
ＴＸＯＰを（時間的に）アライメントさせることができる。
【００３５】
　[0055]特定の実施形態では、図８を参照しながら説明するように、１つもしくは複数の
譲歩ルール（deferral rules）および／または１つもしくは複数のバックオフルール（ba
ckoff rules）が再使用ＴＸ１４０において適用され得る。別の特定の実施形態では、図
９を参照しながら説明するように、第１のメッセージ１２０および第２のメッセージ１５
０に関連するブロック確認応答（ＢＡ）を処理するように、１つまたは複数の手法が実施
され得る。
【００３６】
　[0056]再使用ＴＸ１４０が第２のメッセージ１５０を送るために第１のＴＸＯＰを再使
用することを可能にすることによって、システム１００の全体のスループットが増大し得
る。さらに、第１のＴＸＯＰ中に第２のメッセージ１５０を送信することによって、ＴＸ
ＯＰの再使用を許可しないシステムと比較して、システム１００のチャネルアクセス効率
性が改善され得、システム１００の能力が増大し得る。さらに、システム１００における
ＴＸＯＰの再使用を可能にする（たとえば、許可する）ことによって、ＴＸＯＰＳの再使
用を許可しないシステムと比較して、改善された信号対干渉プラス雑音比（ＳＩＮＲ）が
達成され得る。したがって、ＴＸＯＰが再使用され得るときには、システムの全体のスル
ープットが増大し得る。
【００３７】
　[0057]さらに、システム１００がＴＸＯＰ再使用をサポートするとき、ＴＸＯＰ持続時
間は、ＴＸＯＰ再使用をサポートしないシステムの場合よりも長くなり得る。たとえば、
ＴＸＯＰ再使用をサポートしないシステムは、最長３ミリ秒のＴＸＯＰ持続時間を許可す
ることができる。対照的に、システム１００は、３ミリ秒よりも長いＴＸＯＰ持続時間（
たとえば、例示的な非限定的例として、５ミリ秒または６ミリ秒）をサポートすることが
できる。追加または代替として、第１のＴＸ１１０は、ＴＸＯＰ再使用がシステム１００
によってサポートされることに基づいて、拡張分散チャネルアクセス（ＥＤＣＡ）パラメ
ータ設定（たとえば、アービトレーションフレーム間スペース（ＡＩＦＳ：arbitration 
inter-frame space）、最小コンテンションウィンドウ（ＣＷｍｉｎ）、最大コンテンシ
ョンウィンドウ（ＣＷｍａｘ）など）を有することができる。特定の実施形態では、ＴＸ
ＯＰ再使用期間中に送信されるデータのために、ＥＤＣＡアクセスカテゴリ（たとえば、
「再使用」カテゴリ）が提供され得る（たとえば、データは識別され、送信のために対応
する待ち行列に入れられ得る）。たとえば、再使用カテゴリにおけるデータは、データの
サービス品質（ＱｏＳ）要件に応じて、または過去のＴＸＯＰ再使用利得パフォーマンス
に基づいて、対応する待ち行列に入れられ得る。
【００３８】
　[0058]Ｐ２Ｐ送信に関連してＴＸＯＰ再使用が許可されるとき、Ｐ２Ｐリンクを有する
アクセスポイントおよびデバイスは、ハンドシェイク交換を実行する必要なしに再使用決
定を行うために協調することができる。ハンドシェイク交換（たとえば、ＲＴＳ／ＣＴＳ
メッセージング）を実行する必要がないことによって、システムにおけるオーバーヘッド
の量が低減され得る。
【００３９】
　[0059]図２は、ＴＸＯＰの再使用の例を示すためのタイミング図であり、全体的に２０
０と指定されている。図２では、左から右への水平軸が時間に対応する。タイミング図２
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００は、図１の第１のＴＸ１１０と第１のＲＸ１３０との間および再使用ＴＸ１４０と再
使用ＲＸ１６０との間の通信を示す。
【００４０】
　[0060]第１の時間（ｔａ１）において、第１のＴＸ１１０は、第１のＲＸ１３０に第１
のメッセージ１２０を送信することを開始し得る。第１のメッセージ１２０は、図１０を
参照しながら説明するように、物理レイヤプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）（ＰＰＤ
Ｕ）などのＰＤＵを含むこと、またはＰＤＵに対応することがある。第１のメッセージ１
２０は、第１のＴＸＯＰ２２２に関連付けられ得る。
【００４１】
　[0061]第１のメッセージ１２０は、第１の制御部分２２４と第１のデータ２２６とを含
むことができる。第１の制御部分２２４は、本明細書でさらに説明するように、第１のＲ
Ｘ１３０、再使用ＴＸ１４０、および／または再使用ＲＸ１６０などの１つまたは複数の
デバイスによって検出可能（および復号可能）である第１のメッセージ１２０の一部分で
あり得る。たとえば、第１の制御部分２２４は、第１のメッセージ１２０のプリアンブル
またはＰＬＣＰデータに関連付けられ得る。たとえば、第１の制御部分２２４は、第１の
メッセージ１２０のＭＡＣヘッダに関連付けられることができ、ＭＡＣヘッダは、例示的
な非限定的例として、第１のＲＸ１３０、再使用ＴＸ１４０、再使用ＲＸ１６０、または
１つもしくは複数の他のデバイスなどの１つまたは複数のデバイスによって復号可能であ
る送信レートで送られ得る。第１のデータ２２６は、第１のＴＸ１１０から対象宛先デバ
イス（たとえば、第１のＲＸ１３０）に通信されるべきデータ（たとえば、データペイロ
ード）を含むことができる。特定の実施形態では、第１のデータ２２６が対象デバイス以
外のデバイスによって検出可能にならないように、第１のデータ２２６は暗号化され得る
。
【００４２】
　[0062]第１の制御部分２２４は、例示的な非限定的例として、第１のメッセージ１２０
がアドレス指定されているデバイス（たとえば、第１のＲＸ１３０）、第１のメッセージ
１２０を送信するデバイス（たとえば、第１のＴＸ１４０）、第１のＴＸＯＰ２２２の持
続時間、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用が許可されるかどうか、および／または（第１の
ＴＸ１１０および／もしくは第１のＲＸ１３０に関連する）１つもしくは複数のＣＣＡし
きい値を示すことができる。たとえば、図１０を参照しながらさらに説明するように、第
１のメッセージ１２０に関連するシグネチャ（ＳＩＧ）フィールドにおける１つまたは複
数のビットが、そのような情報を示すために設定され得る。
【００４３】
　[0063]第２の時間（ｔａ２）において、第１のＴＸ１１０は、第１のＲＸ１３０に第１
のデータ２２６を送信することを開始し得る。図示のように、第１のデータ２２６の送信
は第１のＴＸＯＰ２２２の開始と時を同じくし得る。
【００４４】
　[0064]第１のＴＸＯＰ２２２の開始前または第１のＴＸＯＰ２２２中に、再使用ＴＸ１
４０は、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用することを許可されるかどう
かを決定することができる。たとえば、再使用ＴＸ１４０は、例示的な非限定的実施形態
として、図５を参照しながら説明するように、第１の制御部分２２４に基づいて、デバイ
ス（たとえば、第１のＴＸ１１０、第１のＲＸ１３０、もしくは別のデバイス）から受信
された管理メッセージに基づいて、第１のメッセージ１２０に関連するヘッダに基づいて
、または第１のＴＸ１１０と第１のＲＸ１３０との間のハンドシェイク交換に基づいて、
再使用が許可されると決定し得る。再使用が許可されないときには、再使用ＴＸ１４０が
第１のＴＸＯＰ２２２に譲歩し得る（たとえば、第１のＴＸＯＰ２２２中に第２のメッセ
ージ１５０を送信しないことができる。第１のＴＸＯＰの再使用が許可されると再使用Ｔ
Ｘ１４０が決定したときには、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰを再使用するかどう
かを決定することができる。再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰを再使用することを決定
したときには、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰ中の第３の時間（ｔａ３）に第２の
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メッセージ１５０を送信することができる。
【００４５】
　[0065]追加または代替として、第２のメッセージ１５０を送信する前に、再使用ＴＸ１
４０および再使用ＲＸ１６０は、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用すべ
きかどうかを決定するために、ハンドシェイク交換をオプションで実行することができる
。本明細書でさらに説明するように、ハンドシェイク交換中、再使用ＴＸ１４０は再使用
ＲＸ１６０に送信要求（ＲＴＳ）メッセージ２６２を送信することができ、再使用ＲＸ１
６０は再使用ＴＸ１４０に送信可（ＣＴＳ）メッセージ２６４を送信することができる。
たとえば、ＲＴＳメッセージ２６２は、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２を再使用
することを要求していることを示すことができ、再使用ＲＸ１６０は、再使用ＴＸ１４０
が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用し得ることを示すためにＣＴＳメッセージ２６４を送信
することができる。代替的に、第１のＴＸＯＰ２２２を再使用する決定に再使用ＲＸ１６
０が同意しない場合、再使用ＲＸ１６０は、再使用ＴＸ１４０にＣＴＳメッセージ２６４
を送らないことがあり得、再使用ＴＸ１４０は、ＣＴＳメッセージ２６４の不在を、再使
用ＲＸ１６０が第１のＴＸＯＰ２２２の再使用を制限／阻止していることのサインと解釈
することができる。例示すると、再使用ＲＸ１６０は、１つまたは複数の条件（たとえば
、１つまたは複数のルール）に基づいて、ＴＸＯＰ再使用を許可しないことを決定するこ
とがあり、ＴＸＯＰ再使用を許可しない決定に基づいて、ＣＴＳメッセージ２６４を送ら
ないことがあり得る。たとえば、１つまたは複数の条件は、再使用ＲＸ１６０によって支
持（honored）されるＮＡＶが第１のＴＸＯＰ１１０によって設定されているかどうか、
測定されたまたは推定された干渉レベルに基づいて、履歴データに基づいて、以前検出さ
れたパケット（たとえば、以前検出されたＲＴＳおよび／またはＣＴＳメッセージ）に基
づいて、ＴＸＯＰ再使用が許可されることのインジケーションを再使用ＲＸ１６０が受信
したかどうか、などを含むことができる。代替的に、ＣＴＳメッセージ２６４を省略する
代わりに、再使用ＲＸ１６０は、ＣＴＳメッセージ２６４に１つまたは複数のビットの特
定の値を設定することによって、ＴＸＯＰ再使用が許可されないことを示し得る。再使用
ＴＸ１４０と再使用ＲＸ１６０との間でハンドシェイク交換が実行されるときには、ＲＴ
Ｓ／ＣＴＳに関連するＮＡＶ（たとえば、再使用ＴＸ１４０によって設定されたＮＡＶ）
が、ＮＡＶが第１のＴＸＯＰ２２２を超えないように第１のＴＸＯＰ２２２の終了にアラ
イメントされ得る。
【００４６】
　[0066]第３の時間（ｔａ３）において、再使用ＴＸ１４０は、第２のメッセージ１５０
の送信を開始することができる。第２のメッセージ１５０は、第２の制御部分２５４と第
２のデータ２５６とを含むことができる。第２の制御部分２５４は、第１のＴＸ１１０、
第１の再使用ＲＸ１３０、および／または再使用ＲＸ１６０などの１つまたは複数のデバ
イスによって検出可能（および復号可能）である第２のメッセージ１５０の一部分であり
得る。たとえば、第２の制御部分２５４は、第２のメッセージ１５０のプリアンブルまた
はＰＬＣＰデータに関連付けられることがあり、例示的な非限定的例として、第２のメッ
セージ１５０がアドレス指定されているデバイス（たとえば、再使用ＲＸ１６０）、第２
のメッセージ１５０を送信するデバイス（たとえば、再使用ＴＸ１４０）、第２のＴＸＯ
Ｐ２７２の持続時間、および／または第２のＴＸＯＰ２７２の再使用が許可されるかどう
かを示すことができる。
【００４７】
　[0067]第４の時間（ｔａ４）において、再使用ＴＸ１４０は、再使用ＲＸ１６０に第２
のデータ２５６を送信することを開始し得る。第２のデータ２５６は、第２のＴＸＯＰ２
７２が開始するのと同時または開始した後に開始し得る。特定の実施形態では、第２のデ
ータ２５６が対象デバイス（たとえば、再使用ＲＸ１６０）以外のデバイスによって検出
可能にならないように、第２のデータ２５６は暗号化され得る。
【００４８】
　[0068]第５の時間（ｔａ５）において、第１のメッセージ１２０および第２のメッセー
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ジ１５０の送信が終了し得る。第１のメッセージ１２０および第２のメッセージ１５０（
たとえば、第１のＴＸＯＰ２２２および第２のＴＸＯＰ２７２）が同時に終了するものと
して図２に示されているが、第１のＴＸＯＰ２２２が終了した後に第２のメッセージ１５
０が終了しないように、第１のメッセージ１２０および第２のメッセージ１５０は異なる
時間に終了し得る。さらに、第２のＴＸＯＰ２７２が第１のＴＸＯＰ２２２を超えないよ
うに、第１のＴＸＯＰ２２２および第２のＴＸＯＰ２７２はアライメントされ得る。たと
えば、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰ２２２中に発生するが第１のＴＸＯＰ２２２
を超えないように、第２のＴＸＯＰ２７２（たとえば、第２のＴＸＯＰ２７２の持続時間
）を設定することができる。
【００４９】
　[0069]第１のＴＸＯＰ２２２中に再使用ＴＸ１４０が通信している（たとえば、第２の
メッセージ１５０を送信している）時間期間は、再使用ＴＸＯＰ２７０と呼ばれ得る。再
使用ＴＸＯＰ２７０は、第３の時間（ｔａ３）に開始するものとして図２に示されている
が、再使用ＴＸＯＰ２７０は、再使用ＴＸ１４０と再使用ＲＸ１６０との間のハンドシェ
イク交換を含むことができ、第２の時間（ｔａ２）と第３の時間（ｔａ３）との間に開始
し得る。たとえば、再使用ＴＸＯＰ２７０は、再使用ＴＸ１４０によって設定されたＮＡ
Ｖに基づき得る。
【００５０】
　[0070]特定の実施形態では、第１のＴＸ１１０は、第１のＴＸ１１０に関連するリンク
が別のリンクからの干渉を許容し得るかどうかに基づいて、第１のＴＸＯＰ２２２の再使
用を許可するかどうかを決定することができる。たとえば、第１のＴＸ１１０がＢＳＳに
含まれるとき、第１のＴＸ１１０は、ＢＳＳに関連するリンクが、例示的な非限定的例と
して、重複ＢＳＳ（ＯＢＢＳ）またはピアツーピア（Ｐ２Ｐ）ネットワークなどの異なる
ネットワークに関連する１つまたは複数の他のリンクを許容し得るかどうかを決定するこ
とができる。第１のＴＸ１１０は、第１のＴＸ１１０に関連するリンクが別のリンクから
の干渉を許容し得るかどうかを、第１のＴＸ１１０と第１のＲＸ１３０との間の信号レベ
ルなどのリンクの信号レベルに基づいて決定することができる。リンクの信号レベルは、
第１のＴＸ１１０において、例示的な非限定的例として、アップリンク信号、ダウンリン
ク信号、信号対雑音比（ＳＮＲ）、または受信信号強度インジケーション（ＲＳＳＩ）に
基づいて決定され得る。第１のＴＸ１１０は、受け入れ可能な（たとえば、許容可能な）
干渉の量に関連するしきい値と信号レベルを比較することができる。代替または追加とし
て、第１のＴＸ１１０は、第１のＴＸ１１０に関連するリンクが別のリンクからの干渉を
許容し得るかどうかを、リンクの信号レベルと他のリンクに関連する干渉レベルとの差に
基づいて決定することができる。
【００５１】
　[0071]別の例として、第１のＴＸ１１０は、日和見的に（in an opportunistic manner
）第１のＴＸＯＰ２２２の再使用を許可することができる。たとえば、第１のＴＸ１１０
は、第１のＴＸ１１０によって許可された以前のＴＸＯＰ再使用に関する履歴データに基
づいて、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用を許可することができる。例示すると、第１のＴ
Ｘ１１０がＴＸＯＰの再使用を許可するたびに、第１のＴＸ１１０は、再使用中の干渉レ
ベルを決定する（たとえば、測定する）ことができる。第１のＴＸ１１０は、決定された
干渉レベル（たとえば、送信パフォーマンス）を、後で使用するために第１のＴＸ１１０
のメモリに記憶することができる。したがって、第１のＴＸ１１０は、過去の送信パフォ
ーマンスの履歴に基づいて、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用を許可するかどうかを決定す
ることができる。特定の実施形態では、第１のＴＸ１１０は、チャネルダイナミクスおよ
びＣＣＡ測定不確実性に関連する１つまたは複数のマージンなどの１つまたは複数のマー
ジンに基づいて、ＣＣＡしきい値を計算することができる。１つまたは複数のマージンは
、第１のＴＸ１１０において維持されている履歴データに基づいて調整され得る。たとえ
ば、第１のＴＸ１１０は、第１のＴＸ１１０によって送信または受信されたデータに基づ
いて履歴データを生成し、維持することができる。別の特定の実施形態では、再使用ＴＸ
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１４０は、再使用ＴＸ１４０の送信電力とデフォルト送信電力との差など、デフォルト送
信電力に対する再使用ＴＸ１４０の送信電力に基づいて、第１のＴＸ１１０によって示さ
れたＣＣＡしきい値を調整することができる。たとえば、再使用ＴＸ１４０は、以下の式
に基づいてＣＣＡしきい値（CCA threshold）を調整することができる。
【００５２】
　[0072]　　CCA threshold_adj = CCA threshold_FirstControlPortion - 
　　(TXPower_reuseTX - Default TX Power)
【００５３】
　[0073]上式で、CCA threshold_adjは、調整されたＣＣＡしきい値であり、CCA thresho
ld_FirstControlPortionは、第１の制御部分２２４（たとえば、第１のメッセージ１２０
）によって示されたＣＣＡしきい値であり、TXPower_reuseTXは、再使用ＴＸ１４０の送
信電力であり、Default TX Powerは、デフォルト送信電力である。
【００５４】
　[0074]特定の実施形態では、第１のＴＸ１１０は、再使用ＴＸ１４０によって使用する
再使用ＣＣＡしきい値を定義するかどうかを決定することができる。第１のＴＸ１１０が
再使用ＣＣＡしきい値を定義しないことを決定したとき、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴ
ＸＯＰ２２２を再使用するかどうかを決定するためにデフォルトＣＣＡしきい値を使用す
ることができる。たとえば、再使用ＴＸ１４０は、－６２ｄＢｍまたは－８２ｄＢｍの値
（ｄＢｍは、１ミリワット（ｍＷ）を基準とする測定電力のデシベル（ｄＢ）での電力比
である）など、規格によって定義された値を有するデフォルトＣＣＡしきい値を使用する
ように構成され得る。第１のＴＸ１１０が（非デフォルト）再使用ＣＣＡしきい値を定義
することを決定したとき、第１の制御部分２２４は、（たとえば、絶対再使用ＣＣＡしき
い値として、またはデフォルトＣＣＡしきい値に加算されるか、もしくはデフォルトＣＣ
Ａしきい値から減算されるべきオフセット（たとえば、デルタ）値として）再使用ＣＣＡ
しきい値を示すことができる。たとえば、デフォルトＣＣＡしきい値は、第１のＴＸ１１
０によって使用されるデフォルト送信電力に関連付けられることができ、第１のＴＸ１１
０がデフォルト送信電力よりも少ない電力を使用するときに、第１のＴＸ１１０は異なる
（たとえば、より低い）再使用ＣＣＡしきい値を定義することができる。
【００５５】
　[0075]特定の実施形態では、第１のＴＸ１１０がデフォルトＣＣＡしきい値を使用しな
いことを決定したとき、または利用可能なデフォルトＣＣＡしきい値がないとき、第１の
ＴＸ１１０は、再使用ＴＸ１４０によって使用されるべき再使用ＣＣＡしきい値を（動的
に）決定することができる。たとえば、第１のＴＸ１１０は、第１のＴＸ１１０と第１の
ＲＸ１３０との間のリンクなど、第１のＴＸ１１０に関連するリンクがどれだけの干渉を
許容し得るかを決定することによって、再使用ＣＣＡしきい値を選択することができる。
第１のＴＸ１１０は、第１のＴＸ１１０に関連するリンクがどれだけの干渉を許容し得る
かに基づいて、再使用ＣＣＡしきい値を選択することができる。例示すると、第１のＴＸ
１１０がＢＳＳに含まれるとき、第１のＴＸ１１０は、第１のＴＸ１１０に関連するリン
クが、重複ＢＳＳ（ＯＢＢＳ）またはピアツーピア（Ｐ２Ｐ）ネットワークなどの異なる
ネットワークの１つまたは複数の他のリンクを許容し得るかどうかを決定することができ
る。第１のＴＸ１１０は、第１のＴＸ１１０に関連するリンクが別のリンクからの干渉を
許容し得るかどうかを、第１のＴＸ１１０と第１のＲＸ１３０との間のリンクなどのリン
クに関連する信号レベルに基づいて決定することができる。リンクの信号レベルは、第１
のＴＸ１１０において、例示的な非限定的例として、アップリンク信号、ダウンリンク信
号、信号対雑音比（ＳＮＲ）、または受信信号強度インジケーション（ＲＳＳＩ）に基づ
いて決定され得る。第１のＴＸ１１０は、異なる再使用ＣＣＡしきい値にそれぞれ対応す
る１つまたは複数のしきい値と信号レベルを比較することができる。追加または代替とし
て、第１のＴＸ１１０は、リンクの信号レベルと別のネットワークに基づく干渉レベルと
の差に基づいて、再使用ＣＣＡしきい値を選択することができる。
【００５６】
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　[0076]別の例として、再使用ＣＣＡしきい値は、日和見的に決定され得る。たとえば、
第１のＴＸ１１０は、デフォルトＣＣＡしきい値、１つもしくは複数の定義された再使用
ＣＣＡしきい値、またはそれらの組合せなど、以前の再使用ＣＣＡしきい値に基づいて再
使用ＣＣＡしきい値を決定することができる。例示すると、第１のＴＸ１１０は、再使用
ＴＸ１４０によって使用されるべき特定の再使用ＣＣＡしきい値を指定することができる
。第１のＴＸ１１０は、特定のＣＣＡしきい値が過去に満足なパフォーマンス（たとえば
、受け入れ可能なしきい値よりも小さい干渉の量）をもたらしたかどうかを決定すること
ができる。特定の再使用ＣＣＡが満足なパフォーマンスをもたらした場合、第１のＴＸ１
１０は、再び使用されるべき特定の再使用ＣＣＡしきい値を選択し得る。特定の再使用Ｃ
ＣＡが満足なパフォーマンスをもたらさなかった場合、第１のＴＸ１１０は、特定の再使
用ＣＣＡしきい値を調整し、再使用ＴＸ１４０によって使用されるべき調整された再使用
ＣＣＡしきい値を提供し得る。
【００５７】
　[0077]特定の実施形態では、第１のＴＸ１１０は、ＭＣＳ、リンクバジェット（たとえ
ば、第１のＴＸ１１０と第１のＲＸ１３０との間の予想受信信号対雑音比）、またはそれ
らの組合せに基づいてＣＣＡしきい値を決定することができる。追加または代替として、
第１のＴＸ１１０がＣＣＡしきい値を決定するときに、第１のＴＸ１１０によって使用さ
れる送信電力レベルが考慮に入れられ得る。たとえば、第１のＴＸ１１０は、初期ＣＣＡ
しきい値を決定することができ、ＣＣＡしきい値を決定するために第１のＴＸ１１０の送
信電力レベルに基づいて、初期ＣＣＡしきい値を調整することができる。例示すると、第
１のＴＸ１１０は、デフォルト送信電力値に基づいて初期ＣＣＡしきい値を決定すること
ができ、第１のメッセージ１２０を送信するために使用された（実際の）送信電力レベル
に基づいて、初期ＣＣＡしきい値を調整することができる。
【００５８】
　[0078]特定の実施形態では、再使用ＴＸ１４０は、例示的な非限定的例として、第１の
メッセージ１２０（たとえば、ＰＰＤＵ）が再使用ＴＸ１４０にアドレス指定されている
かどうか、第１のメッセージ１２０（たとえば、ＰＰＤＵ）の宛先（たとえば、宛先アド
レス）が第２のメッセージ１５０の宛先と同じであるかどうか、第２のメッセージ１５０
が第１のＴＸ１１０に、もしくは第１のＲＸ１３０にアドレス指定されているかどうか、
第１のＴＸ１１０によって送られ、再使用ＴＸ１４０によって測定された第１のメッセー
ジ１２０の信号強度が再使用クリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値を満たす（たと
えば、再使用ＣＣＡしきい値以下である）かどうかに基づいて、第１のＴＸＯＰを再使用
するかどうかを決定することができ、または支持されるネットワーク割振りベクトル（Ｎ
ＡＶ）がある場合に、第１のＴＸ１１０によって送られたフレームによってＮＡＶが設定
されたかどうかを決定することができる。第１のメッセージ１２０の宛先は、再使用ＴＸ
１４０によって、第１の制御部分２２４に基づいて決定され得る。たとえば、第１の制御
部分２２４は、図１０を参照しながら説明するように、第１のＴＸ１１０に関連する送信
機アドレス（ＴＡ）を示すことができ、第１のＲＸ１３０に関連する受信機アドレス（Ｒ
Ａ）を示すことができ、または第１のＴＸ１１０もしくは第１のＲＸ１３０を識別するこ
とができる。再使用ＣＣＡしきい値は、第１の制御部分２２４によって示されること、ま
たはデフォルトＣＣＡしきい値であることがある。たとえば、再使用ＴＸ１４０は、第１
の制御部分２２４が再使用ＣＣＡしきい値を識別するかどうかを決定することができる。
第１の制御部分２２４が再使用ＣＣＡしきい値を識別しないとき、再使用ＴＸ１４０は、
デフォルトＣＣＡしきい値を使用することができる。第１の制御部分２２４が再使用ＣＣ
Ａしきい値を識別するとき、再使用ＴＸ１４０は、第１の制御部分２２４によって示され
る再使用ＣＣＡしきい値と第１のＴＸ１１０の信号強度を比較することができる。例示す
ると、再使用ＴＸ１４０は、第１の制御部分２２４に基づいて第１のＴＸ１１０の信号強
度を決定することができ、第１のＴＸ１１０の信号強度が再使用ＣＣＡしきい値よりも小
さいときに、第１のＴＸＯＰ２２２を再使用することを決定することができる。
【００５９】
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　[0079]特定の実施形態では、再使用ＴＸ１４０は、再使用ＴＸ１４０からの第２のメッ
セージ１５０などの送信が第１のＴＸ１１０からの干渉を許容し得るかどうかに基づいて
、第１のＴＸＯＰ２２２を再使用するかどうかを決定することができる。たとえば、再使
用ＴＸ１４０は、第１のＴＸ１１０に関連する干渉レベルを決定することができる。第１
のＴＸ１１０に関連する干渉レベルは、第１の制御部分２２４、第１のデータ２２６、ま
たは第１のＴＸ１１０による別の送信に基づき得る。例示すると、第１のＴＸ１１０およ
び第１のＲＸ１３０は、第１のＢＳＳにあり得、再使用ＴＸ１４０および再使用ＲＸ１６
０は、第１のＢＳＳに対する重複ＢＳＳ（ＯＢＢＳ）である第２のＢＳＳにあり得る。し
たがって、再使用ＴＸ１４０は、ＯＢＳＳにおいて送信される第２のメッセージ１５０が
、第１のメッセージ１２０の送信によって引き起こされる干渉など、第１のＢＳＳにおけ
る第１のＴＸ１１０によって引き起こされる干渉を許容し得るかどうかを決定することが
できる。
【００６０】
　[0080]別の例として、再使用ＴＸ１４０は、再使用ＲＸ１６０への再使用ＴＸ１４０の
物理的近接性に基づいて、第２のメッセージ１５０などの送信が第１のＴＸ１１０からの
干渉を許容し得るかどうかを決定することができる。再使用ＴＸ１４０は、再使用ＴＸ１
４０と再使用ＲＸ１６０との間のリンクの信号レベルに基づいて、再使用ＴＸ１４０が再
使用ＲＸ１６０にどのくらい近いかを決定することができる。再使用ＴＸ１４０は、例示
的な非限定的例として、アップリンク信号、ダウンリンク信号、信号対雑音比（ＳＮＲ）
、または受信信号強度インジケーション（ＲＳＳＩ）に基づいて、再使用ＴＸ１４０と再
使用ＲＸ１６０との間のリンクの信号レベルを決定することができる。再使用ＴＸ１４０
および再使用ＲＸ１６０が、再使用ＴＸ１４０から再使用ＲＸ１６０への送信が第１のＴ
Ｘ１１０からの干渉を許容し得るほどに十分に物理的に近いかどうかを決定するために、
再使用ＴＸ１４０は、１つまたは複数のしきい値と信号レベルを比較することができる。
特定の実施形態では、提案されたＴＸＯＰ再使用中に再使用ＴＸ１４０によって送信され
るべきメッセージが（たとえば、ＢＳＳＩＤ／ＰＡＩＤチェックに基づいて）第１のＴＸ
１１０または第１のＲＸ１３０にアドレス指定されている場合に、再使用ＴＸ１４０は、
ＴＸＯＰ再使用を実行するのを控えることができる。代替的に、再使用ＴＸ１４０は、第
１のＴＸ１１０または第１のＲＸ１３０以外のデバイスにアドレス指定されたメッセージ
を送るためにＴＸＯＰを再使用することができる。
【００６１】
　[0081]別の例として、再使用ＴＸ１４０は、ＴＸＯＰを再使用する履歴に基づいて日和
見的に、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸ１１０からの干渉を許容し得るかどうかを決定す
る。再使用ＴＸ１４０がＴＸＯＰ再使用を実行するたびに、再使用ＴＸ１４０は再使用の
パフォーマンスを決定する（たとえば、測定する）ことができる。再使用ごとに、再使用
ＴＸ１４０は、例示的な非限定的例として、再使用中の干渉レベル、再使用中に送信され
たメッセージが成功したかどうか、または別のパフォーマンスパラメータなどの１つまた
は複数のパフォーマンスパラメータ（たとえば、履歴データ）を決定し記録することがで
きる。再使用ＴＸ１４０は、パフォーマンスパラメータを、後で使用するために再使用Ｔ
Ｘ１４０のメモリに記憶することができる。たとえば、再使用ＴＸ１４０は、記憶された
パフォーマンスパラメータに基づいて、成功した送信の数、成功した送信の比率、および
／または平均干渉レベルを計算することができる。再使用ＴＸ１４０は、記憶されたパフ
ォーマンスパラメータに基づいて、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸ１１０からの干渉を許
容し得るかどうかを決定することができる。再使用ＴＸ１４０が、記憶されたパフォーマ
ンスデータに基づいて、再使用ＴＸ１４０が干渉を許容し得ると決定した場合、再使用Ｔ
Ｘ１４０は、第２のメッセージ１５０を送信するために第１のＴＸＯＰ２２２を再使用す
ることができる。再使用ＴＸ１４０が、記憶されたパフォーマンスデータに基づいて、再
使用ＴＸ１４０がＴＸＯＰを再使用することができないと決定した場合、再使用ＴＸ１４
０は、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用を控えることができる。
【００６２】
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　[0082]追加または代替として、再使用ＴＸ１４０は、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸ１
１０からの干渉を許容し得るかどうかを決定するためにハンドシェイク交換を実行するこ
とができる。たとえば、再使用ＴＸ１４０は、ハンドシェイク交換を開始し、再使用ＴＸ
１４０が第１のＴＸ１１０からの干渉を許容し得るとの決定に基づいてＲＴＳメッセージ
２６２を送ることができる。ＲＴＳメッセージ２６２は、再使用ＴＸが第１のＴＸＯＰ２
２２の再使用を考えていることを示す値を有する１ビット（または複数のビット）を含む
ことができる。ハンドシェイク交換は再使用ＲＸ１６０に、再使用ＴＸ１４０が第１のＴ
ＸＯＰ２２２を再使用することを容認するまたは容認しない機会を提供することができる
。たとえば、再使用ＲＸ１６０は、ＣＴＳメッセージ２６４の１ビット（または複数のビ
ット）の値を設定することによって、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用
することを容認することまたは容認しないことがある。追加または代替として、再使用Ｒ
Ｘ１６０は、ＣＴＳメッセージ２６４を送ることによって、再使用ＴＸ１４０が第１のＴ
ＸＯＰ２２２を再使用することを容認することがあり、再使用ＴＸ１４０にＣＴＳメッセ
ージ２６４を送るのを控えることによって、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を
再使用することを容認しないことがある。
【００６３】
　[0083]特定の実施形態では、再使用ＲＸ１６０は、第１のＴＸ１１０によって設定され
ていない特定のＮＡＶを再使用ＲＸ１６０が支持（honor）した場合に、再使用ＴＸ１４
０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用することを容認しないことを決定し得る。追加または
代替として、再使用ＲＸ１６０は、再使用ＲＸ１６０において検出された干渉のレベルに
基づいて、または再使用ＲＸ１６０において適用された１つもしくは複数のＣＣＡしきい
値に基づいて、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用することを容認しない
ことを決定し得る。
【００６４】
　[0084]特定の実施形態では、再使用ＴＸ１４０は再使用ＴＸＯＰ２７０の終了（たとえ
ば、第２のＴＸＯＰ２７２の終了）を第１のＴＸＯＰ２２２の終了とアライメントさせる
。たとえば、再使用ＴＸ１４０は再使用ＴＸＯＰ２７０の終了（たとえば、第２のＴＸＯ
Ｐ２７２の終了）を、第１のＴＸＯＰ２２２の終了を超えないようにアライメントさせる
ことができる。再使用ＴＸＯＰの終了（たとえば、第２のＴＸＯＰ２７２の終了）を第１
のＴＸＯＰ２２２の終了とアライメントさせることによって、再使用ＴＸ１４０は、第１
のＴＸ１１０、第１のＲＸ１３０、再使用ＴＸ１４０、または再使用ＲＸ１６０による１
つまたは複数の後続送信などの１つまたは複数の後続送信の衝突につながり得る同期外れ
の送信を防止することができる。第１のＴＸＯＰ２２２と再使用ＴＸＯＰ２７０の終了（
たとえば、第２のＴＸＯＰ２７２の終了）をアライメントさせるために、再使用ＴＸ１４
０は第１のＴＸＯＰ２２２の持続時間を決定することができる。たとえば、再使用ＴＸ１
４０は、第１のメッセージ１２０のＰＬＣＰデータに含まれるレガシー信号（Ｌ－ＳＩＧ
）フィールドなど、第１のメッセージ１２０に関連するＬ－ＳＩＧフィールドに基づいて
、第１のＴＸＯＰ２２２の持続時間を決定することができる。別の例として、図５を参照
しながら説明するように、第１のＴＸ１１０および第１のＲＸ１３０がハンドシェイク交
換を実行する場合、再使用ＴＸ１４０は、ハンドシェイク交換に関連するＮＡＶとショー
トフレーム間スペース（ＳＩＦＳ：short interframe space）およびブロック確認応答（
ＢＡ）時間の合計に等しい定数などの定数値との間の差に基づいて、第１のＴＸＯＰ２２
２の持続時間を決定することができる。
【００６５】
　[0085]特定の実施形態では、第１のＲＸ１３０が第１のメッセージ１２０に関連する第
１のブロック確認応答（ＢＡ）を第１のＴＸ１１０に送信すること、再使用ＲＸ１６０が
、第２のメッセージに関連する第２のＢＡを再使用ＴＸ１４０に送信すること、またはそ
れらの組合せが可能である。第１のＴＸ１１０または再使用ＴＸ１４０は、図９を参照し
ながらさらに説明するように、第２のＢＡが通信されるべき時間（または時間期間）を示
す（たとえば、第１のＢＡおよび第２のＢＡがどのように配置されるかを示す）ことがで



(21) JP 6479773 B2 2019.3.6

10

20

30

40

50

きる。
【００６６】
　[0086]したがって図２は、ＴＸＯＰ再使用についての様々なプロトコル実装形態を示す
。再使用ＴＸＯＰ２７０中の提案された通信が、第１のＴＸＯＰ２２２中に通信されるデ
ータに干渉を引き起こすことになる場合に、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を
再使用するのを防止するように、複数の保護レベルがプロトコルに組み込まれ得る。第１
の保護レベルとして、第１のＴＸ１１０および／または第１のＲＸ１３０は、干渉許容値
、履歴データなどに基づいて、ＴＸＯＰ再使用を許可しないことを選択し得る。第２の保
護レベルとして、ＴＸＯＰ再使用が許可されることを第１のメッセージ１２０が示す場合
でもなお、再使用ＴＸ１４０は、干渉レベル、ＣＣＡしきい値、履歴データなどに基づい
て第１のＴＸＯＰ２２２を再使用しないことを選択し得る。第３の保護レベルとして、再
使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用することを選択した場合、再使用ＲＸ１
６０は、（たとえば、ＣＴＳメッセージ２６４を介して）再使用ＴＸに優先する（overri
de）ことができる。特定のプロトコル実装形態に応じて、前述のレベルまたは保護のうち
の１つまたは複数が適用され得る。本明細書では、プロトコルのさらなる変形形態につい
てさらに説明する。
【００６７】
　[0087]図３は、図２を参照しながら説明したような、ＴＸＯＰの再使用の第１の例示的
な例を示すためのタイミング図３００である。
【００６８】
　[0088]第１の時間（ｔｂ１）と第２の時間（ｔｂ２）との間の（図３において「１」と
示される）第１の時間期間中、３０２において、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用可能性が
シグナリングされ得る。たとえば、第１のメッセージ１２０のプリアンブルの１つまたは
複数のビットなど、第１の制御部分２２４に含まれる１つまたは複数のビットに基づいて
、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用がシグナリングされ得る。第１の時間期間（１）は第１
の時間（ｔｂ１）に開始するものとして示されているが、第１の時間期間（１）は第１の
時間（ｔｂ１）の前に開始することがある。たとえば、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用は
、第１のメッセージ１２０の送信の前に第１のＴＸ１１０によって送られた（たとえば、
ブロードキャストされた）管理メッセージによってシグナリングされ得る。別の例として
、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用は、別のデバイス（たとえば、システム１００のアクセ
スポイントなどの制御デバイス）によってシグナリングされ得る。
【００６９】
　[0089]第１の時間（ｔｂ１）と第２の時間（ｔｂ２）との間の第２の時間期間（２）中
、３０４において、再使用ＴＸ１４０によって再使用可能性決定が行われ得る。再使用可
能性決定は、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用が許可されるかどうかを決定すること、再使
用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用するつもりであるかどうかを決定すること
、またはそれらの組合せを含むことができる。第２の時間期間（２）は第１の時間（ｔｂ
１）に開始し、第２の時間（ｔｂ２）に終了するものとして示されているが、第２の時間
期間（２）は、第１の時間（ｔｂ１）の前に開始すること、または第２の時間（ｔｂ２）
の後に終了することがあり得る。
【００７０】
　[0090]第２の時間（ｔｂ２）と第３の時間（ｔｂ３）との間の第３の時間期間（３）中
、３０６において、再使用ＴＸ１４０によって１つまたは複数の再使用譲歩ルール（reus
e deferral rules）が適用され得る。再使用譲歩ルールは、図８を参照しながらさらに説
明するように、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２の再使用を別のデバイスに譲歩
することを可能にし得る。第３の時間期間（３）は第２の時間（ｔｂ２）に開始し、第３
の時間（ｔｂ３）に終了するものとして示されているが、第３の時間期間（３）は、第２
の時間（ｔｂ２）の前もしくは後に開始すること、第３の時間（ｔｂ３）の前に終了する
こと、またはそれらの組合せがあり得る。
【００７１】
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　[0091]第３の時間（ｔｂ３）と第４の時間（ｔｂ４）との間の第４の時間期間（４）中
、再使用ＴＸＯＰ２７０が発生し得る。第４の時間（ｔｂ４）と第５の時間（ｔｂ５）と
の間の第５の時間期間（５）中、３０８において、１つまたは複数のブロック確認応答（
ＢＡ）が通信され得る。たとえば、第１のメッセージ１２０に関連する第１のＢＡ３１８
が第１のＴＸ１１０によって受信されること、第２のメッセージ１５０に関連する第２の
ＢＡ３２８が再使用ＴＸ１４０によって受信されること、またはそれらの組合せがあり得
る。第１のＢＡ３１８および第２のＢＡ３２８は、図３に示すように時間的にアライメン
トされること、または図９を参照しながらさらに説明するようにオフセットされることが
ある。
【００７２】
　[0092]図４は、図２を参照しながら説明したような、ＴＸＯＰの再使用の第２の例示的
な例を示すためのタイミング図４００である。
【００７３】
　[0093]第１の時間（ｔｃ１）と第２の時間（ｔｃ２）との間の第１の時間期間（１）中
、３０２において、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用可能性がシグナリングされ得る。第１
の時間（ｔｃ１）と第２の時間（ｔｃ２）との間の第２の時間期間の第１の部分（２ａ）
中、４０４において、再使用ＴＸ１４０によって再使用可能性決定が行われ得る。再使用
可能性決定は、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用が許可されるかどうかを決定すること、再
使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用するつもりであるかどうかを決定するこ
と、またはそれらの組合せを含むことができる。第２の時間期間の第１の部分（２ａ）は
第１の時間（ｔｃ１）に開始し、第２の時間（ｔｃ２）に終了するものとして示されてい
るが、第２の時間期間（２）の第１の部分は、第１の時間（ｔｃ１）の前に開始すること
、第２の時間（ｔｃ２）の後に終了すること、またはそれらの組合せがあり得る。
【００７４】
　[0094]第２の時間（ｔｃ２）と第３の時間（ｔｃ３）との間の第３の時間期間（３）中
、４０６において、再使用ＴＸ１４０によって１つまたは複数の再使用譲歩ルールが適用
され得る。譲歩ルールの適用については、図８を参照しながらさらに説明する。第３の時
間期間（３）は第２の時間（ｔｃ２）に開始し、第３の時間（ｔｃ３）に終了するものと
して示されているが、第３の時間期間（３）は、第２の時間（ｔｃ２）の前もしくは後に
開始すること、第３の時間（ｔｃ３）の前に終了すること、またはそれらの組合せがあり
得る。
【００７５】
　[0095]第３の時間（ｔｃ３）と第４の時間（ｔｃ４）との間の第２の時間期間の第２の
部分（２ｂ）中、４１４において、再使用ＴＸ１４０によって１つまたは複数の追加の再
使用可能性決定が行われ得る。１つまたは複数の追加の再使用可能性決定は、第１のＴＸ
ＯＰ２２２の再使用が再使用ＲＸ１６０によって容認されるかどうかを決定することを含
み得る。たとえば、再使用ＴＸ１４０は、ＲＴＳメッセージ２６２とＣＴＳメッセージ２
６４とを含むハンドシェイク交換を開始することができる。ＣＴＳメッセージ２６４の受
信および／またはＣＴＳメッセージ２６４における１つもしくは複数のビットの値は、再
使用ＲＸ１６０が第１のＴＸＯＰ２２２の再使用を容認していることを示し得る。
【００７６】
　[0096]第４の時間（ｔｃ４）と第５の時間（ｔｃ５）との間の第４の時間期間（４）中
、再使用ＴＸＯＰ２７０が発生し得る。第５の時間（ｔｃ５）と第６の時間（ｔｃ６）と
の間の第５の時間期間（５）中、図９を参照しながらさらに説明するように、３０８にお
いて、１つまたは複数のブロック確認応答（ＢＡ）が受信され得る。
【００７７】
　[0097]図５は、ＴＸＯＰの再使用の第２の例を示すためのタイミング図であり、全体的
に５００と指定されている。
【００７８】
　[0098]第１の時間（ｔｄ１）において、第１のＴＸ１１０は、第１のＲＸ１３０とのハ
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ンドシェイク交換を開始し得る。ハンドシェイク交換は、第１のメッセージ１２０の送信
に関連付けられ、第１のメッセージ１２０の送信に先行し得る。ハンドシェイク交換の一
部として、第１のＴＸ１１０は第１のＲＸ１３０にＲＴＳメッセージ５３２を送ることが
でき、第１のＲＸ１３０は第１のＴＸ１１０に送信可（ＣＴＳ）メッセージ５３４を送る
ことができる。ＣＴＳメッセージ５３４はＲＴＳメッセージ５３２に応答したものであり
得、第１のメッセージ１２０に関連する保護情報を含み得る。ＲＴＳメッセージ５３２お
よびＣＴＳメッセージ５３４は、第１のＲＸ１３０、再使用ＴＸ１４０、再使用ＲＸ１６
０、またはそれらの組合せなどの１つまたは複数のデバイスによって検出可能（および復
号可能）であり得る。ハンドシェイク交換（たとえば、ＲＴＳメッセージ５３２およびＣ
ＴＳメッセージ５３４）は、第１のＴＸＯＰ２２２の終了とアライメントされるネットワ
ーク割振りベクトル（ＮＡＶ）に関連付けられ得る。ＮＡＶは、第１のＴＸ１１０によっ
て設定されることがあり、第１の受信機１３０、再使用ＴＸ１４０、再使用ＲＸ１６０、
またはそれらの組合せなどの１つまたは複数の他のデバイスによって支持され得る。
【００７９】
　[0099]ＲＴＳメッセージ５３２は、ＲＸインジケータ、変調およびコーディング方式（
ＭＣＳ）インジケータ、またはそれらの組合せを含むことができる。ＲＸインジケータは
、本明細書でさらに説明するように、第１のＲＸ１３０がＲＸ　ＣＣＡしきい値を生成す
べきかどうかを指示することができる。ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、第１のメッセージ１２
０の送信中に許容され得る干渉の量など、第１のＲＸ１３０が許容し得る干渉の量に関連
付けられ得る。ＭＣＳインジケータは、第１のメッセージ１２０の送信中に使用されるＭ
ＣＳを識別するインデックス値であり得る。ＲＸインジケータ、ＭＣＳインジケータ、ま
たはそれらの組合せは、本明細書でさらに説明するように、ＲＴＳメッセージ５３２の１
つまたは複数のビットによって示され得る。
【００８０】
　[00100]ＣＴＳメッセージ５３４は、ＲＸ　ＣＣＡしきい値インジケータ、ＭＣＳイン
ジケータ、またはそれらの組合せを含むことができる。たとえば、ＣＴＳメッセージ５３
４は、ＲＸ　ＣＣＡしきい値、ＭＣＳインデックス、またはそれらの組合せの値を示す１
つまたは複数のビットを含むことができる。ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、第１のＲＸ１３０
によって決定され、第１のＲＸ１３０が許容し得る干渉の量（たとえば、干渉レベル）に
関連付けられ得る。特定の実施形態では、ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、ＲＴＳメッセージ５
３２に応答して（たとえば、ＲＸインジケータに応答して）第１のＲＸ１３０によって決
定され得る。たとえば、第１のＲＸ１３０はＲＴＳメッセージ５３２を受信し、第１のＲ
Ｘ１３０がＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定することをＲＸインジケータの値が要求している
かどうかを決定することができる。
【００８１】
　[00101]特定の実施形態では、第１のＲＸ１３０によって決定されるＲＸ　ＣＣＡしき
い値は、第１のＴＸ１１０によって使用される特定のＭＣＳなどのＭＣＳに基づき得る。
たとえば、ＲＸ　ＣＣＡしきい値を計算するために、第１のＲＸ１３０はＭＣＳを識別し
得る。ＭＣＳは、（ＩＥＥＥ８０２．１１規格などの規格によって定義される）デフォル
トＭＣＳとして識別されること、ＲＴＳメッセージ５３２に含まれるＭＣＳインジケータ
に基づくこと、または第１のＲＸ１３０に記憶された履歴データ（たとえば、過去のパフ
ォーマンスデータ）に基づいて第１のＲＸ１３０によって決定されることがある。識別さ
れたＭＣＳに基づいて、第１のＲＸ１３０はＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定することができ
る。例示すると、第１のＲＸ１３０は、ＭＣＳが低いときに、より多くの干渉を許容する
ことが可能であり得る。
【００８２】
　[00102]第２の時間（ｔｄ２）において、第１のＴＸ１１０は、第１のＲＸ１３０に第
１のメッセージ１２０を送信することを開始し得る。第３の時間（ｔｄ３）において、第
１のＴＸ１１０は、第１のＲＸ１３０に第１のデータ２２６を送信することを開始し得る
。第１のデータ２２６の送信は第１のＴＸＯＰ２２２の開始と時を同じくし得る。
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【００８３】
　[00103]再使用ＴＸ１４０は、本明細書でさらに説明するように、第２のメッセージ１
５０を送信するために第１のＴＸＯＰ２２２を再使用するかどうかを決定することができ
る。たとえば、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰ２２２の開始前または第１のＴＸＯ
Ｐ２２２中に、第１のＴＸＯＰ２２２を再使用するかどうかを決定することができる。再
使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用しないことを決定したときには、再使用
ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰ２２２に譲歩し得る（たとえば、第１のＴＸＯＰ２２２中
に第２のメッセージ１５０を送らないことが可能である）。再使用ＴＸ１４０が第１のＴ
ＸＯＰ２２２の再使用をすると決定したときには、再使用ＴＸ１４０は、第４の時間（ｔ
ｄ４）に第２のメッセージ１５０を送信することができる。
【００８４】
　[00104]再使用ＴＸ１４０は、例示的な非限定的例として、第１のＴＸＯＰ２２２の再
使用が許可されるかどうかに基づいて、ＣＴＳメッセージ５６４のＣＣＡレベルがＲＸ　
ＣＣＡしきい値よりも小さいかどうかに基づいて、第１のＴＸ１１０のＣＣＡレベルが第
１のＴＸ１１０によって示された再使用ＣＣＡしきい値よりも小さいかどうかに基づいて
、第１のメッセージ１２０が再使用ＴＸ１４０もしくは再使用ＲＸ１６０にアドレス指定
されているかどうかに基づいて、第２のメッセージ１５０が第１のＴＸ１１０もしくは第
１のＲＸ１３０にアドレス指定されているかどうかに基づいて、あるいは支持されるＮＡ
Ｖがある場合に、ＮＡＶが第１のＴＸ１１０もしくは第１のＲＸ１３０によって送られた
かどうかに基づいて、第１のＴＸＯＰ２２２を再使用することを決定し得る。たとえば、
再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用が許可されないとき、ＣＴＳメッセ
ージ５６４のＣＣＡレベルがＲＸ　ＣＣＡしきい値以上であるとき、第１のＴＸ１１０の
ＣＣＡレベルが再使用ＣＣＡしきい値以上であるとき、第１のメッセージ１２０が再使用
ＴＸ１４０もしくは再使用ＲＸ１６０にアドレス指定されているとき、第２のメッセージ
１５０が第１のＴＸ１１０もしくは第１のＲＸ１３０にアドレス指定されているとき、ま
たは第１のＴＸ１１０もしくは第１のＲＸ１３０以外のデバイスによって送られた支持さ
れるＮＡＶがあるとき、第１のＴＸＯＰ２２２を再使用しないことがあり得る。
【００８５】
　[00105]ＣＴＳメッセージ５６４は、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使
用し得るかどうかを示すことができる。たとえば、再使用ＲＸ１６０は、再使用ＲＸ１６
０が第１のＴＸ１１０または第１のＲＸ１３０からの干渉を許容し得るかどうかに基づい
て、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰを再使用し得ることを示すことができる。再使用
ＲＸ１６０は、再使用ＣＣＡしきい値（たとえば、デフォルトＣＣＡしきい値、または第
１の制御部分２２４によって示される特定のＣＣＡしきい値）に基づいて、再使用ＲＸ１
６０が第１のＴＸ１１０からの干渉を許容し得るかどうかを決定することができる。再使
用ＲＸ１６０は、ＣＴＳメッセージ５３４のＣＣＡレベルが第１のＲＸ１３０に関連する
ＲＸ　ＣＣＡしきい値（たとえば、ＣＴＳメッセージ５３４によって示されるＲＸ　ＣＣ
Ａしきい値）を満たすかどうかに基づいて、再使用ＲＸ１６０が第１のＲＸ１３０からの
干渉を許容し得るかどうかを決定することができる。再使用ＲＸ１６０は、再使用ＴＸ１
４０にＣＴＳメッセージ５６４を送ることによって（たとえば、再使用ＴＸ１４０が第１
のＴＸＯＰ２２２を再使用し得ることを示すＣＴＳメッセージ５６４の１つまたは複数の
ビットの値を設定することによって）、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使
用し得ることを示すことができる。代替的に、再使用ＲＸ１６０は、再使用ＴＸ１４０に
ＣＴＳメッセージ５６４を送らないことによって、または再使用ＴＸにＣＴＳメッセージ
５６４を送り、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用し得ないことを示す１
つまたは複数のビットの値を設定することによって、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ
２２２を再使用し得ることを示すことができる。
【００８６】
　[00106]第４の時間（ｔｄ４）において、再使用ＴＸ１４０は、第２のメッセージ１５
０の送信を開始することができる。第５の時間（ｔｄ５）において、第１のメッセージ１
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２０および第２のメッセージ１５０の送信が終了し得る。第１のメッセージ１２０および
第２のメッセージ１５０（たとえば、第１のＴＸＯＰ２２２および第２のＴＸＯＰ２７２
）が同時に終了するものとして示されているが、第１のＴＸＯＰ２２２が終了した後に第
２のメッセージ１５０が終了しないように、第１のメッセージ１２０および第２のメッセ
ージ１５０は異なる時間に終了し得る。さらに、第２のＴＸＯＰ２７２が第１のＴＸＯＰ
２２２を超えないように、第１のＴＸＯＰ２２２および第２のＴＸＯＰ２７２はアライメ
ントされ得る。たとえば、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰ２２２中に発生するが第
１のＴＸＯＰ２２２を超えないように、第２のＴＸＯＰ２７２（たとえば、第２のＴＸＯ
Ｐ２７２の持続時間）を設定することができる。
【００８７】
　[00107]特定の実施形態では、第１のＴＸ１１０は、履歴データに基づいて、第１のＴ
ＸＯＰ２２２の再使用を許可するかどうかを決定することができる。たとえば、第１のＴ
Ｘ１１０は、第１のＴＸ１１０によって送信された１つまたは複数のメッセージ（たとえ
ば、ＴＸＯＰ再使用が許可された１つまたは複数のメッセージ）に基づいて、履歴データ
を生成し維持することができる。第１のＴＸ１１０からの１つまたは複数の送信中に再使
用が過度の干渉を引き起こしていることを履歴データが示す場合に、第１のＴＸ１１０は
再使用を無効にすることができる。第１のＴＸ１１０は、例示的な非限定的例として、管
理メッセージを送ることによって、第１のＲＸ１３０がＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定すべ
きであることを示すようにＲＴＳメッセージ５３２に含まれるＲＸインジケータの値を設
定することによって、またはＴＸＯＰ再使用が許可されることを示すように第１の制御部
分２２４の値を設定することによって、ＴＸＯＰ再使用が許可されることを示すことがで
きる。
【００８８】
　[00108]別の特定の実施形態では、ＣＴＳメッセージ５３４に含まれる情報が第１のメ
ッセージ１２０に適用されるように（そして別のメッセージに適用されないように）、Ｃ
ＴＳメッセージ５３４は、第１のメッセージ１２０に「結び付けられる」（たとえば、第
１のメッセージ１２０の第１のデータ２２６に結び付けられる）ことがある。たとえば、
ＣＴＳメッセージ５３４からショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）の後に発生する任
意のデータは、結び付けに使用され得る。例示すると、データは、ＣＴＳメッセージ５３
４を第１のメッセージ１２０に相関付けるタイミング情報を含むことができる。別の例と
して、ＣＴＳメッセージ５３４からＳＩＦＳ時間の後の第１のメッセージ１２０の発生は
、結び付けの暗黙的インジケーションと解釈され得る。別の例として、第１のメッセージ
１２０（たとえば、ＰＬＣＰデータなどの第１の制御部分２２４）は、第１のメッセージ
１２０とＣＴＳメッセージ５３４とを相関付けるためにＣＴＳメッセージ５３４に含まれ
る受信機アドレス（ＲＡ）とマッチするように使用され得る送信機アドレス（ＴＡ）の少
なくとも一部分を含むことができる。
【００８９】
　[00109]別の特定の実施形態では、特定のＲＴＳメッセージ（たとえば、ＲＴＳメッセ
ージ５３２もしくはＲＴＳメッセージ５６２）または特定のＣＴＳメッセージ（たとえば
、ＣＴＳメッセージ５３４もしくはＣＴＳメッセージ５６４）は、例示的な非限定的例と
して、ＲＸインジケータ、ＭＣＳインジケータ、またはＲＸ　ＣＣＡしきい値などの情報
を含む（または示す）ことができる。たとえば、情報は、ＭＡＣヘッダのサービスフィー
ルドの１つまたは複数のビットなど、ＭＡＣヘッダにおける１つまたは複数のビットに含
まれる（あるいは１つまたは複数のビットによって示される）ことがある。別の例として
、情報は、特定のＲＴＳメッセージまたは特定のＣＴＳメッセージのＳＩＧフィールドに
おける１つまたは複数のビットに含まれる（あるいは１つまたは複数のビットによって示
される）ことがある。
【００９０】
　[00110]別の実施形態では、第１のＲＸ１３０は、チャネルダイナミクスおよびＣＣＡ
測定不確実性に関連する１つまたは複数のマージンなどの１つまたは複数のマージンに基
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づいて、ＲＸ　ＣＣＡしきい値を計算することができる。１つまたは複数のマージンは、
第１のＲＸ１３０において維持されている履歴データに基づいて調整され得る。たとえば
、第１のＲＸ１３０は、第１のＲＸ１３０によって送信または受信されたデータに基づい
て履歴データを生成し、維持することができる。
【００９１】
　[00111]別の特定の実施形態では、第１のＲＸ１３０は、ＭＣＳ、リンクバジェット（
たとえば、第１のＴＸ１１０と第１のＲＸ１３０との間の予想受信信号対雑音比）、また
はそれらの組合せに基づいてＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定することができる。追加または
代替として、第１のＲＸがＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定するときに、第１のＲＸ１３０に
よって使用される送信電力レベルが考慮に入れられ得る。たとえば、第１のＲＸ１３０は
、初期ＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定することができ、ＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定するた
めに第１のＲＸ１３０の送信電力レベルに基づいて、初期ＲＸ　ＣＣＡしきい値を調整す
ることができる。例示すると、第１のＲＸ１３０は、デフォルト送信電力値に基づいて初
期ＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定することができ、ＣＴＳメッセージ５３４を送信するため
に使用された（実際の）送信電力レベルに基づいて、初期ＲＸ　ＣＣＡしきい値を調整す
ることができる。たとえば、デフォルト送信電力値よりも５デシベル（ｄＢ）高い値でＣ
ＴＳメッセージ５３４が送信された場合、ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、初期ＲＸ　ＣＣＡし
きい値を５ｄＢだけ増大させることによって決定され得る。
【００９２】
　[00112]別の特定の実施形態では、第１のＴＸ１１０によって送信されるＲＴＳメッセ
ージ５３２はＭＡＣを示さないことがある。ＲＴＳメッセージ５３２がＭＣＳを示さない
とき、第１のＲＸ１３０によって送られるＣＴＳメッセージ５３４は、第１のメッセージ
１２０を送信するために第１のＴＸ１１０によって使用される特定のＭＣＳを示すこと、
ＲＸ　ＣＣＡしきい値を示すこと、またはそれらの組合せが可能である。たとえば、特定
のＭＣＳは、第１のＲＸ１３０によって選択され得る。たとえば、ＣＴＳメッセージ５３
４は、（規格によって定義される）デフォルトＭＣＳに基づいて決定され得るＲＸ　ＣＣ
Ａしきい値を示し得る。再使用ＴＸ１４０は、第１のメッセージ１２０に関連する特定の
ＭＣＳ（たとえば、第１の制御部分２２４または第１のデータ２２６によって示される特
定のＭＣＳ）に基づいてＲＸ　ＣＣＡしきい値を調整することができる。
【００９３】
　[00113]例示的な例として、ＣＴＳメッセージ５３４は、ゼロのデフォルトＭＣＳイン
デックスに基づいて、ＲＸ　ＣＣＡしきい値が－８０ｄＢｍであることを示すことがある
。例示すると、ＭＣＳテーブルは、８０２．１１規格などの規格によって定義され得る。
各ＭＣＳインデックスは、変調およびコーディングパラメータの特定の組合せに対応し得
る。たとえば、ゼロのＭＣＳインデックス（たとえば、ＭＣＳ０）は、１／２のコーディ
ングレートによる２位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ）変調に対応し得る。ＣＴＳメッセ
ージ５３４が送信された後、再使用ＴＸ１４０は、第１のメッセージ１２０の少なくとも
一部分を送信するために第１のＴＸ１１０によって使用された実際のＭＣＳが、デフォル
トＭＣＳに対する１０ｄＢの調整に対応すると決定し得る。したがって、再使用ＴＸ１４
０は、－７０ｄＢｍの調整されたＲＸ　ＣＣＡしきい値を生成するために１０ｄＢを加算
することによってＲＸ　ＣＣＡしきい値を調整することができる。再使用ＴＸ１４０は、
再使用ＴＸ１４０において受信されたＣＴＳメッセージ５３４の信号レベルを調整された
ＲＸ　ＣＣＡしきい値と比較することができ、信号レベルが調整されたＲＸ　ＣＣＡしき
い値（たとえば、－７０ｄＢｍ）よりも大きいときには、再使用ＴＸ１４０が第１のＲＸ
１３０において過度の干渉をもたらすことになるので、再使用ＴＸ１４０は第１のＴＸＯ
Ｐ２２２を再使用しないことを決定することができる。
【００９４】
　[00114]別の特定の実施形態では、再使用ＴＸ１４０は、再使用ＴＸ１４０の送信電力
とデフォルト送信電力との差など、デフォルト送信電力に対する再使用ＴＸ１４０の送信
電力に基づいて、ＣＴＳメッセージ５３４において示されたＲＸ　ＣＣＡしきい値を調整
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することができる。たとえば、再使用ＴＸ１４０は、以下の式に基づいてＲＸ　ＣＣＡし
きい値（RX CCA threshold）を調整することができる。
【００９５】
　[00115]　　RX CCA threshold_adj = RX CCA threshold_CTSmessage -
　　(TXPower_reuseTX - Default TX Power)
【００９６】
　[00116]上式で、RX CCA threshold_adjは、調整されたＲＸ　ＣＣＡしきい値であり、R
X CCA threshold_CTSmessageは、ＣＴＳメッセージ５３４によって示されたＲＸ　ＣＣＡ
しきい値であり、TXPower_reuseTXは、再使用ＴＸ１４０の送信電力であり、Default TX 
Powerは、デフォルト送信電力である。
【００９７】
　[00117]特定の実施形態では、再使用ＴＸ１４０は、例示的な非限定的実施形態として
、第１の制御部分２２４に基づいて、第１のＴＸ１１０、第１のＲＸ１３０、もしくは別
のデバイスなどのデバイスから受信された管理メッセージに基づいて、第１のメッセージ
１２０に関連するヘッダに基づいて、または第１のＴＸ１１０と第１のＲＸ１３０との間
のハンドシェイク交換に基づいて、ＴＸＯＰの再使用が許可されると決定し得る。ハンド
シェイク交換に基づいて再使用が許可されるかどうかを決定するために、再使用ＴＸ１４
０は、ＲＴＳメッセージ５３２に含まれるＲＸインジケータが第１のＲＸ１３０にＲＸ　
ＣＣＡしきい値を決定するよう要求している（たとえば、指示している）かどうかを決定
することができる。ＲＸインジケータが第１のＲＸ１３０にＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定
するよう要求していない場合、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用が許
可されないと決定することができる。代替または追加として、再使用ＴＸ１４０は、ＣＴ
Ｓメッセージ５３４がＲＸ　ＣＣＡしきい値を示すかどうかを決定することによって、ハ
ンドシェイク交換に基づいて再使用が許可されるかどうかを決定することができる。ＣＴ
Ｓメッセージ５３４がＲＸ　ＣＣＡしきい値を示さない場合、再使用ＴＸ１４０は、第１
のＴＸＯＰ２２２の再使用が許可されないと決定することができる。
【００９８】
　[00118]特定の実施形態では、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用が許可されないとき、第
１のメッセージ１２０に関連するＮＡＶが、第１のＴＸ１１０と第１のＲＸ１３０との間
のＲＴＳ／ＣＴＳメッセージ交換に従って設定され得る。
【００９９】
　[00119]特定の実施形態では、ＮＡＶが設定された場合に、第１のＴＸＯＰ２２２の再
使用が容認されない（たとえば、許可されない）ことがある。再使用が容認されないこと
を示すパケット（たとえば、ＲＴＳメッセージ、ＣＴＳメッセージ、ＰＰＤＵ、制御／管
理フレームなど）を検出、受信、および／または正しく復号したことに応答して（あるい
は再使用ＴＸ１４０が、パケットにおける再使用の明示的な許可または明示的な禁止なし
に、再使用が容認されないと決定したことに応答して）、再使用ＴＸ１４０はＮＡＶを更
新することができる。再使用ＴＸ１４０は、ＴＸＯＰ再使用に関して沈黙しているパケッ
トに応答してＮＡＶを更新することもある。再使用が容認されることを示すパケットに応
答して（あるいは再使用ＴＸ１４０が、パケットにおける再使用の明示的な許可または明
示的な禁止なしに、再使用が容認されると決定したことに応答して）、再使用ＴＸ１４０
はＮＡＶを維持する（たとえば、更新しない）ことができる。再使用ＴＸ１４０は、ＴＸ
ＯＰ再使用が許可されるかどうかを決定したことに応答して、ＮＡＶを更新または維持す
ることができ、再使用が許可されるとの決定は、本明細書で説明するように、ＳＩＧフィ
ールドインジケーション、ＣＣＡしきい値などに基づき得る。パケットの受信の時間を超
える時間にわたってＮＡＶが以前設定された場合、ＮＡＶは維持され得る。したがって、
特定の実施形態では、パケットは、次の（たとえば、後続の）ＴＸＯＰの存在に関係なく
、再使用がそれ自体の持続時間中に容認されるかどうか示すことができ、ＴＸＯＰ再使用
決定は、ＮＡＶ以外の（ＴＸＯＰ再使用に関連する）状態情報を維持せずに実行され得る
。
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【０１００】
　[00120]第１の例として、再使用を許可するＲＴＳメッセージとＴＸＯＰ再使用を禁止
するＣＴＳメッセージとを再使用ＴＸ１４０が検出した場合、再使用ＴＸ１４０は、ＲＴ
Ｓメッセージに応答して（たとえば、以前設定された）ＮＡＶを維持し、ＣＴＳメッセー
ジに応答してＮＡＶを更新し、そして、ＣＴＳメッセージの時間に開始して第１のＴＸＯ
Ｐ２２２中は継続し得る、更新されたＮＡＶに基づいて、第１のＴＸＯＰ２２２を再使用
するのを控えることがあり得る。第２の例として、ＴＸＯＰ再使用を禁止するＲＴＳメッ
セージと再使用を許可するＣＴＳメッセージとを再使用ＴＸ１４０が検出した場合、再使
用ＴＸ１４０は、ＲＴＳメッセージに応答してＮＡＶを更新し、ＣＴＳメッセージに応答
して更新されたＮＡＶを維持し、そして、ＲＴＳメッセージの時間に開始して第１のＴＸ
ＯＰ２２２中は継続し得る、更新されたＮＡＶに基づいて、第１のＴＸＯＰ２２２を再使
用するのを控えることがある。第３の例として、ＴＸＯＰ再使用を許可するＲＴＳメッセ
ージとＴＸＯＰ再使用を許可するＣＴＳメッセージとを再使用ＴＸ１４０が検出した場合
、再使用ＴＸ１４０は、（たとえば、以前設定された）ＮＡＶを維持することができ、Ｎ
ＡＶに基づいて第１のＴＸＯＰ２２２を再使用するかどうかを決定することができる。
【０１０１】
　[00121]特定の実施形態では、再使用ＴＸ１４０によってＲＴＳメッセージ５３２もＣ
ＴＳメッセージ５３４も検出されなかった場合、再使用ＴＸ１４０は、第１のメッセージ
１２０に基づいて（たとえば、第１の制御部分２２４に基づいて）、ＴＸＯＰ再使用が許
可されるかどうか、および／または第１のＴＸＯＰ２２２の持続時間を決定することがで
きる。ＲＴＳメッセージ５３２が検出され、ＣＴＳメッセージ５３４が検出されなかった
場合、再使用ＴＸ１４０は、第１のメッセージ１２０に基づいて（たとえば、第１の制御
部分２２４に基づいて）、ＴＸＯＰ再使用が許可されるかどうかを決定することができ、
および／または第１のＴＸＯＰ２２２の持続時間を決定することができる。代替的に、Ｒ
ＴＳメッセージ５３２が検出され、ＣＴＳメッセージ５３４が検出されなかった場合、再
使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰ２２２を再使用しないことを決定することができる。
【０１０２】
　[00122]特定の実施形態では、再使用ＴＸ１４０によってＲＴＳメッセージ５３２が検
出されず、ＣＴＳメッセージ５３４が検出された場合、再使用ＴＸ１４０は、第１のメッ
セージ１２０に基づいて（たとえば、第１の制御部分２２４に基づいて）、ＴＸＯＰ再使
用が許可されるかどうかを決定することができ、および／または第１のＴＸＯＰ２２２の
持続時間を決定することができる。代替または追加として、再使用ＴＸ１４０は、ＣＴＳ
メッセージ５３４に基づいて、ＴＸＯＰ再使用が許可されるかどうかを決定することがで
き、および／または第１のＴＸＯＰ２２２の持続時間を決定することができる。たとえば
、ＣＴＳメッセージ５３４は、ＴＸＯＰ再使用が許可されることができ、第１のメッセー
ジ１２０に関連するタイミング情報、および／またはＮＡＶ値を示すことができる。特定
の実施形態では、再使用ＴＸ１４０によってＲＴＳメッセージ５３２が検出されず、ＣＴ
Ｓメッセージ５３４が検出された場合、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰ２２２を再
使用しないことを決定することができる。
【０１０３】
　[00123]したがって、実装形態に応じて、ＲＴＳメッセージ５３２、ＣＴＳメッセージ
５３４、および第１の制御部分２２４のうちの１つまたは複数が検出されなかったときで
も、ＴＸＯＰ再使用の許可および持続時間が決定され得る。特定の実施形態では、再使用
ＴＸ１４０は、第１のＲＸ１３０が再使用ＴＸ１４０からあまりにも遠いので、再使用Ｔ
Ｘ１４０がＣＴＳメッセージ５３４を検出しなかったと決定することができる。そのよう
な決定を可能にするために、再使用ＴＸ１４０は、他のデバイスの相対位置および距離を
、他のデバイスに関連する通信を測定し追跡することに基づいて把握することができる。
例示すると、パケットが第１のＲＸ１３０に送られ、第１のＲＸ１３０からの確認応答が
低い信号強度を有すると再使用ＴＸ１４０が決定した場合、再使用ＴＸ１４０は、第１の
ＲＸ１３０が遠くにあると推測することができる。
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【０１０４】
　[00124]別の特定の実施形態では、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸ１１０によって生
成される干渉を再使用ＲＸ１６０が許容し得るとの決定に基づいて、第１のＴＸＯＰ２２
２を再使用することを決定することができる。たとえば、再使用ＴＸ１４０は、再使用Ｒ
Ｘ１６０への再使用ＴＸ１４０の物理的近接性に基づいて、第１のＴＸ１１０によって生
成される干渉を再使用ＲＸ１６０が許容し得ると決定することができる。再使用ＴＸ１４
０は、再使用ＴＸ１４０と再使用ＲＸ１６０との間のリンクの信号レベルに基づいて、再
使用ＴＸ１４０が再使用ＲＸ１６０にどのくらい近いかを決定することができる。再使用
ＴＸ１４０は、例示的な非限定的例として、アップリンク信号、ダウンリンク信号、信号
対雑音比（ＳＮＲ）、または受信信号強度インジケーション（ＲＳＳＩ）に基づいて、再
使用ＴＸ１４０と再使用ＲＸ１６０との間のリンクの信号レベルを決定することができる
。再使用ＴＸ１４０および再使用ＲＸ１６０が、再使用ＴＸ１４０から再使用ＲＸ１６０
への送信が干渉を許容し得るほどに十分に物理的に近いかどうかを決定するために、再使
用ＴＸ１４０は、１つまたは複数のしきい値と信号レベルを比較することができる。
【０１０５】
　[00125]たとえば、再使用ＴＸ１４０は、ＴＸＯＰを再使用する履歴に基づいて日和見
的に、第１のＴＸ１１０によって生成される干渉を再使用ＲＸ１６０が許容し得ると決定
することができる。再使用ＴＸ１４０がＴＸＯＰ再使用を実行するとき、再使用ＴＸ１４
０は、再使用のパフォーマンスを決定し、再使用ＴＸ１４０のメモリに１つまたは複数の
パフォーマンスパラメータ（たとえば、履歴データ）を記録することができる。１つまた
は複数のパフォーマンスパラメータは、例示的な非限定的例として、再使用中の干渉レベ
ル、再使用中に送信されたメッセージが成功したかどうか、または別のパフォーマンスパ
ラメータを含むことができる。再使用ＴＸ１４０は、例示的な非限定的例として、成功し
た送信、成功した送信の比率、または平均干渉レベルに基づくなどして、記憶されたパフ
ォーマンスパラメータに基づいて、再使用ＲＸ１６０が第１のＴＸ１１０からの干渉を許
容し得るかどうかを決定することができる。再使用ＴＸ１４０が、記憶されたパフォーマ
ンスデータに基づいて、再使用ＴＸ１４０が干渉を許容し得ると決定した場合、再使用Ｔ
Ｘ１４０は、第２のメッセージ１５０を送信するために第１のＴＸＯＰ２２２を再使用す
ることができる。
【０１０６】
　[00126]追加または代替として、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸ１１０によって生成
される干渉を再使用ＲＸ１６０が許容し得るかどうかを決定するためにハンドシェイク交
換を実行することができる。たとえば、再使用ＴＸ１４０は、ハンドシェイク交換を開始
し、再使用ＲＸ１６０が第１のＴＸ１１０からの干渉を許容し得るとの決定に基づいてＲ
ＴＳメッセージ５６２を送ることができる。ＲＴＳメッセージ５６２は、再使用ＴＸ１４
０が第１のＴＸＯＰ２２２の再使用を考えていることを示す値を有する１ビット（または
複数のビット）を含むことができる。ハンドシェイク交換は再使用ＲＸ１６０に、再使用
ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用することを容認するまたは容認しない機会を
提供することができる。たとえば、再使用ＲＸ１６０は、ＣＴＳメッセージ５６４の１ビ
ット（または複数のビット）の値を設定することによって、再使用ＴＸ１４０が第１のＴ
ＸＯＰ２２２を再使用することを容認することまたは容認しないことがあり得る。追加ま
たは代替として、再使用ＲＸ１６０は、ＣＴＳメッセージ５６４を送ることによって、再
使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用することを容認することがあり得、また
、再使用ＴＸ１４０にＣＴＳメッセージ５６４を送るのを控えることによって、再使用Ｔ
Ｘ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用することを容認しないことがあり得る。
【０１０７】
　[00127]特定の実施形態では、再使用ＲＸ１６０は、第１のＴＸ１１０によって設定さ
れていない特定のＮＡＶを再使用ＲＸ１６０が支持した場合に、再使用ＴＸ１４０が第１
のＴＸＯＰ２２２を再使用することを容認しないことを決定し得る。追加または代替とし
て、再使用ＲＸ１６０は、（たとえば、第１のＴＸ１１０からの干渉レベルなどの）再使
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用ＲＸ１６０において検出された干渉のレベルに基づいて、または第１のＲＸ１３０のＣ
ＣＡレベル（たとえば、ＣＴＳメッセージ５３４に基づいて再使用ＲＸ１６０において検
出された第１のＲＸ１３０のＣＣＡレベル）と比較したＲＸ　ＣＣＡしきい値などの１つ
もしくは複数のＣＣＡしきい値に基づいて、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を
再使用することを容認しないことを決定することができる。
【０１０８】
　[00128]特定の実施形態では、第１のＲＸ１３０は、第１のＴＸ１１０とのハンドシェ
イク交換を使用することなしに（たとえば、ＣＴＳメッセージ５３４を送ることなしに）
１つまたは複数のデバイスに（第１のメッセージ１２０に関連する）ＲＸ　ＣＣＡしきい
値を通信することができる。追加または代替として、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸ１
１０と第１のＲＸ１３０との間のハンドシェイク交換なしに第１のＲＸ１３０における（
再使用ＴＸ１４０の送信に基づく）干渉レベルを決定することが可能であり得る。第１の
ＲＸ１３０がハンドシェイク交換なしにＲＸ　ＣＣＡしきい値を通信することを可能にす
るために、または再使用ＴＸ１４０がハンドシェイク交換なしに干渉レベルを決定するこ
とを可能にするために、第１のＴＸ１１０、第１のＲＸ１３０、再使用ＴＸ１４０、また
は再使用ＲＸ１６０によって送信される各パケットは、パケットに関連する送信デバイス
と受信機デバイスとを識別することができ、パケットに関連するＴＸＯＰが再使用され得
るかどうかを示すことができる。たとえば、各パケットは、送信デバイスと受信デバイス
とを識別することができ、および／またはパケットのＳＩＧフィールドに含まれる１つも
しくは複数のビットに基づいて、パケットに関連するＴＸＯＰが再使用され得るかどうか
を示すことができる。パケットごとに、再使用ＴＸ１４０は、パケットの送信機デバイス
と受信機デバイスとを追跡することによって、および／またはパケットに関連するＴＸＯ
Ｐの再使用が許可されるかどうかを追跡することによって、履歴統計（たとえば、パフォ
ーマンスパラメータなどの履歴データ）を生成することができる。再使用ＴＸ１４０が第
１のＴＸ１１０および第１のＲＸ１３０についての十分な履歴統計を有しない場合、再使
用ＴＸ１４０は第１のＴＸＯＰ２２２を再使用しないことがある。
【０１０９】
　[00129]同様に、ハンドシェイク交換が実行されないとき、第１のメッセージ１２０に
関連するＳＩＧフィールドによってＲＸ　ＣＣＡしきい値が示され得る。別の例として、
第１のＲＸ１３０は、第１のＲＸ１３０によって送信されるブロック確認応答（ＢＡ）に
おいて（たとえば、ＢＡに含まれる１つまたは複数のビットに基づいて示される）ＲＸ　
ＣＣＡしきい値を示すことができる。別の例として、第１のＲＸ１３０は、第１のＲＸ１
３０によって第１のＲＸ１３０の送信範囲内の１つまたは複数のデバイスに送られる１つ
または複数の管理メッセージを使用して、ＲＸ　ＣＣＡしきい値を示すことができる。追
加または代替として、第１のＲＸ１３０は、ＣＴＳメッセージにおいてＲＸ　ＣＣＡしき
い値を通信するために、第１のＴＸ１１０とのハンドシェイク交換を周期的に実行するこ
とができる。たとえば、周期的ハンドシェイク交換は、１０回の送信ごとに１回使用され
得る。ＣＴＳメッセージにおいて通信されるＲＸ　ＣＣＡしきい値は、後続のＣＴＳメッ
セージにおいて新しいＲＸ　ＣＣＡしきい値が通信されるまで使用され得る。
【０１１０】
　[00130]特定の実施形態では、第１のＲＸ１３０は、第１のＲＸ１３０によって第１の
ＲＸ１３０の送信範囲内の１つまたは複数のデバイスに送られる１つまたは複数の管理メ
ッセージを使用して、干渉情報（たとえば、再使用ＴＸ１４０などの特定のデバイスに起
因して第１のＲＸ１３０において検出された干渉の量）を提供することができる。追加ま
たは代替として、再使用ＴＸ１４０は、ブロック確認応答（ＢＡ）送信などの第１のＲＸ
１３０からの１つまたは複数の送信に基づいて、第１のＲＸ１３０のＣＣＡレベルを決定
することができる。再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸ１１０と第１のＲＸ１３０との間の
周期的ハンドシェイク交換に基づいて、第１のＲＸ１３０における再使用ＴＸ１４０の干
渉レベルを決定することもできる。たとえば、周期的ハンドシェイク交換は、１０回の送
信ごとに１回使用され得る。
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【０１１１】
　[00131]したがって図５は、ＴＸＯＰ再使用についての様々なプロトコル実装形態を示
す。特定のプロトコル実装形態に基づいて、再使用ＴＸ１４０は、ＲＸ　ＣＣＡしきい値
を受信することができ、または第１のＲＸ１３０における再使用ＴＸ１４０によって引き
起こされる干渉レベルを決定することができる。たとえば、第１のＴＸ１１０と第１のＲ
Ｘ１３０との間のハンドシェイク交換（たとえば、ＲＴＳ／ＣＴＳメッセージ）の使用は
、第１のＲＸ１３０が１つまたは複数のデバイスにＲＸ　ＣＣＡしきい値を提供する（た
とえば、通信する）ことを可能にする。さらに、第１のＴＸ１１０と第１のＲＸ１３０と
の間のハンドシェイク交換は、第１のＲＸ１３０における再使用ＴＸ１４０によって引き
起こされる干渉レベルを再使用ＴＸ１４０が決定することを可能にし得る。別の例として
、ＲＸ　ＣＣＡしきい値が提供され得、第１のＴＸ１１０と第１のＲＸ１３０との間のハ
ンドシェイク交換の使用なしに、第１のＲＸ１３０における再使用ＴＸ１４０によって引
き起こされる干渉レベルが決定され得る。再使用ＴＸ１４０がＲＸ　ＣＣＡしきい値また
は第１のＲＸ１３０における再使用ＴＸ１４０によって引き起こされる干渉レベルを知っ
ているときには、再使用ＴＸ１４０は、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使
用するかどうかを決定することを可能にする、より多くの情報を有し得る。
【０１１２】
　[00132]図６は、図５を参照しながら説明したような、ＴＸＯＰの再使用の第１の例示
的な例を示すためのタイミング図６００である。
【０１１３】
　[00133]第１の時間（ｔｅ１）と第２の時間（ｔｅ２）との間の第１の時間期間（１）
中、６０２において、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用可能性がシグナリングされ得る。た
とえば、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用可能性は、ＲＴＳメッセージ５３２に含まれる１
つもしくは複数のビット、ＣＴＳメッセージ５３４に含まれる１つもしくは複数のビット
、または第１の制御部分２２４に含まれる１つもしくは複数のビットに基づいてシグナリ
ングされ得る。第１の時間期間（１）は第１の時間（ｔｅ１）に開始するものとして示さ
れているが、第１の時間期間（１）は第１の時間（ｔｅ１）の前に開始することがある。
たとえば、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用可能性は、ＲＴＳメッセージ５３２の送信の前
に（たとえば、第１のメッセージ１２０の前に）第１のＴＸ１１０によって送られた（た
とえば、ブロードキャストされた）管理メッセージによってシグナリングされ得る。別の
例として、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用は、別のデバイス（たとえば、システム１００
のアクセスポイントなどの制御デバイス）によってシグナリングされ得る。
【０１１４】
　[00134]第１の時間（ｔｅ１）と第２の時間（ｔｅ２）との間の第２の時間期間（２）
中、６０４において、再使用ＴＸ１４０によって再使用可能性決定が行われ得る。再使用
可能性決定は、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用が許可されるかどうかを決定すること、再
使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用するつもりであるかどうかを決定するこ
と、またはそれらの組合せを含むことができる。第２の時間期間（２）は第１の時間（ｔ
ｅ１）に開始し、第２の時間（ｔｅ２）に終了するものとして示されているが、第２の時
間期間（２）は、第１の時間（ｔｅ１）の前に開始すること、または第２の時間（ｔｅ２
）の後に終了することがあり得る。
【０１１５】
　[00135]第２の時間（ｔｅ２）と第３の時間（ｔｅ３）との間の第３の時間期間（３）
中、６０６において、再使用ＴＸ１４０によって１つまたは複数の再使用譲歩ルールが適
用され得る。第３の時間期間（３）は第２の時間（ｔｅ２）に開始し、第３の時間（ｔｅ
３）に終了するものとして示されているが、第３の時間期間（３）は、第２の時間（ｔｅ
２）の前もしくは後に開始すること、および第３の時間（ｔｅ３）の前に終了することが
ある。
【０１１６】
　[00136]第３の時間（ｔｅ３）と第４の時間（ｔｅ４）との間の第４の時間期間（４）
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中、再使用ＴＸＯＰ２７０が発生し得る。第４の時間（ｔｅ４）と第５の時間（ｔｅ５）
との間の第５の時間期間（５）中、６０８において、１つまたは複数のブロック確認応答
（ＢＡ）が通信され得る。たとえば、第１のメッセージ１２０に関連する第１のＢＡ３１
８が第１のＴＸ１１０によって受信されること、および第２のメッセージ１５０に関連す
る第２のＢＡ３２８が再使用ＴＸ１４０によって受信されることがある。第１のＢＡ３１
８および第２のＢＡ３２８は、図６に示すように時間的にアライメントされ得、または図
９を参照しながらさらに説明するようにオフセットされ得る。
【０１１７】
　[00137]図７は、図５を参照しながら説明したような、ＴＸＯＰの再使用の第２の例示
的な例を示すためのタイミング図７００である。
【０１１８】
　[00138]第１の時間（ｔｆ１）と第２の時間（ｔｆ２）との間の第１の時間期間（１）
中、６０２において、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用可能性がシグナリングされ得る。第
１の時間（ｔｆ１）と第２の時間（ｔｆ２）との間の第２の時間期間の第１の部分（２ａ
）中、７０４において、再使用ＴＸ１４０によって再使用可能性決定が行われ得る。再使
用可能性決定は、第１のＴＸＯＰ２２２の再使用が許可されるかどうかを決定すること、
再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用するつもりであるかどうかを決定する
こと、またはそれらの組合せを含むことができる。第２の時間期間の第１の部分（２ａ）
は第１の時間（ｔｆ１）に開始し、第２の時間（ｔｆ２）に終了するものとして示されて
いるが、第２の時間期間の第１の部分（２ａ）は、第１の時間（ｔｆ１）の前に開始する
こと、または第２の時間（ｔｆ２）の後に終了することがあり得る。
【０１１９】
　[00139]第２の時間（ｔｆ２）と第３の時間（ｔｆ３）との間の第３の時間期間（３）
中、７０６において、再使用ＴＸ１４０によって１つまたは複数の再使用譲歩ルールが適
用され得る。第３の時間期間（３）は第２の時間（ｔｆ２）に開始し、第３の時間（ｔｆ
３）に終了するものとして示されているが、第３の時間期間（３）は、第２の時間（ｔｆ
２）の前もしくは後に開始すること、または第３の時間（ｔｆ３）の前に終了することが
あり得る。
【０１２０】
　[00140]第３の時間（ｔｆ３）と第４の時間（ｔｆ４）との間の第２の時間期間の第２
の部分（２ｂ）中、７１４において、再使用ＴＸ１４０によって１つまたは複数の追加の
再使用可能性決定が行われ得る。１つまたは複数の追加の再使用可能性決定は、第１のＴ
ＸＯＰ２２２の再使用が再使用ＲＸ１６０によって容認されるかどうかを決定することを
含み得る。
【０１２１】
　[00141]第４の時間（ｔｆ４）と第５の時間（ｔｆ５）との間の第４の時間期間（４）
中、再使用ＴＸＯＰ２７０が発生し得る。第５の時間（ｔｆ５）と第６の時間（ｔｆ６）
との間の第５の時間期間（５）中、図９を参照しながらさらに説明するように、６０８に
おいて、１つまたは複数のブロック確認応答（ＢＡ）が受信され得る。
【０１２２】
　[00142]図８は、譲歩／バックオフ期間を含むＴＸＯＰの再使用の例示的な例を示すた
めのタイミング図８００である。図８を参照しながら説明する譲歩ルールまたはバックオ
フルールの処理は、（たとえば、ＴＸＯＰ再使用がＲＸ制御型であるか、ＴＸ制御型であ
るか、１つまたは複数のＣＣＡしきい値を伴うか、１つまたは複数のＲＴＳ／ＣＴＳ交換
を伴うかなどに関係なく）本明細書で説明する任意の実施形態に適用可能であり得ること
に留意されたい。
【０１２３】
　[00143]第１の時間（ｔｇ１）の前に、再使用ＴＸ１４０は、再使用ＴＸ１４０が第１
のＴＸＯＰ２２２を再使用することを許可されることのインジケーションを受信し得る。
第１の時間（ｔｇ１）と第２の時間（ｔｇ２）との間に、８０４において、再使用ＴＸ１
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４０は処理遅延を経験し得る。たとえば、処理遅延は、再使用ＴＸ１４０が、再使用ＴＸ
１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用し得るかどうかの決定を行うこと、または再使用
ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用するつもりであるかどうかの決定を行うこと
に関連付けられ得る。
【０１２４】
　[00144]第１のＴＸＯＰ２２２が再使用され得ると、または再使用ＴＸ１４０が第１の
ＴＸＯＰ２２２を再使用するつもりであると、再使用ＴＸ１４０が決定したとき、再使用
ＴＸ１４０は、８０６において、１つもしくは複数の譲歩ルールおよび／または１つもし
くは複数のバックオフルールを適用することができる。たとえば、１つまたは複数の譲歩
／バックオフルールは、第２の時間（ｔｇ２）と第３の時間（ｔｇ３）との間に示された
サイズを有するバックオフウィンドウ中に適用され得る。再使用ＴＸ１４０は、複数のデ
バイスが同時に第１のＴＸＯＰ２２２を再使用するのを防止するために、１つまたは複数
の譲歩／バックオフルールを適用することができる。たとえば、ＴＸＯＰの１回だけの再
使用が許可され得る。
【０１２５】
　[00145]１つまたは複数の譲歩／バックオフルールは、ＣＣＡエネルギー検出（ＥＤ）
しきい値ルール、ＣＣＡプリアンブル検出（ＰＤ）しきい値ルール、またはそれらの組合
せなどの「再使用」ＣＣＡルールを含むことができる。たとえば、ＣＣＡ　ＥＤしきい値
ルールは、再使用ＴＸ１４０において検出された第１のＴＸ１１０からの信号レベル以上
の値にＣＣＡ　ＥＤしきい値を設定することができる。したがって、第１のＴＸＯＰ２２
２中に送信されたデータが、再使用ＴＸ１４０において正のＣＣＡ　ＥＤインジケーショ
ンをもたらすことはない。別の例として、ＣＣＡ　ＰＤしきい値ルールは、規格（たとえ
ば、ＩＥＥＥ８０２．１１規格）に基づいてＣＣＡ　ＰＤしきい値を設定することができ
る。特定の実施形態では、再使用ＴＸ１４０によって使用されるＣＣＡ　ＰＤしきい値は
、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用し得るかどうかに関係なく同じであ
り得る。
【０１２６】
　[00146]１つまたは複数のバックオフルールは、再使用ＴＸ１４０に第１のＴＸＯＰ２
２２を再使用するのを控えさせる１つまたは複数のルールを含むことができる。たとえば
、再使用ＴＸ１４０は、８０６において、別のデバイスから送信されたプリアンブルが譲
歩／バックオフ期間中（たとえば、バックオフウィンドウ中）に検出された場合に、第１
のＴＸＯＰ２２２を再使用すること（または再使用することを試みること）を停止し得る
。特定の実施形態では、譲歩／バックオフ期間中、再使用ＴＸ１４０は、第１の制御部分
２２４の受信によって一時停止された再使用ＴＸ１４０のバックオフ手順を再開すること
ができる。特定の実施形態では、バックオフウィンドウのサイズは、デフォルトサイズで
あること、または１つもしくは複数のパラメータに基づいて調整可能であることがある。
バックオフウィンドウのサイズは、８０４において示される処理遅延を含むこと、または
含まないことがある。バックオフウィンドウのサイズが１つまたは複数のパラメータに基
づくとき、バックオフウィンドウのサイズは、例示的な非限定的例として、再使用ＴＸ１
４０から第１のＲＸ１３０への干渉レベルに応じて、予想チャネル再使用利得に応じて、
または再使用ＴＸ１４０において待ち行列に記憶されたデータの量（たとえば、再使用Ｔ
Ｘ１４０によって送信されるデータの量）に応じて決定され得る。
【０１２７】
　[00147]再使用ＴＸ１４０が譲歩／バックオフ期間中に別のデバイスに譲歩しない場合
、再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰ２２２を再使用することができ、図示のように譲
歩／バックオフ期間後に第２のメッセージ１５０の送信を開始することができる。
【０１２８】
　[00148]特定の実施形態では、再使用ＴＸ１４０は第１の時間（ｔｇ１）の前に、再使
用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用し得るかどうかと、再使用ＴＸ１４０が第
１のＴＸＯＰ２２２を再使用するつもりであるかどうかとを決定する。再使用ＴＸ１４０
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が第１の時間（ｔｇ１）の前に、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用し得
るかどうかと、再使用ＴＸ１４０が第１のＴＸＯＰ２２２を再使用するつもりであるかど
うかとを決定したときには、再使用ＴＸ１４０は８０４において処理遅延を経験しないこ
とがあり得る。
【０１２９】
　[00149]図９は、第１のメッセージ１２０および第２のメッセージ１５０に関連するブ
ロック確認応答（ＢＡ）を処理する例を示すためのタイミング図９００である。図９を参
照しながら説明するＢＡの処理は、（たとえば、ＴＸＯＰ再使用がＲＸ制御型であるか、
ＴＸ制御型であるか、１つまたは複数のＣＣＡしきい値を伴うか、１つまたは複数のＲＴ
Ｓ／ＣＴＳ交換を伴うかなどに関係なく）本明細書で説明する任意の実施形態に適用可能
であり得ることに留意されたい。
【０１３０】
　[00150]第１のＴＸ１１０は、第１の時間（ｔｈ１）において第１のメッセージの通信
を開始することができる。時間（ｔｈ２）において、第１のメッセージ１２０の第１のデ
ータ２２６が送信され得る。第１のデータ２２６は、第１のメッセージ１２０に関連する
第１のＴＸＯＰ２２２中に送信され得る。第１のＴＸＯＰ２２２の持続時間は第３の時間
（ｔｈ３）に終了し得る。第１のＴＸＯＰ２２２の終了後、第１のＲＸ１３０は、第１の
ＴＸ１１０に第１のブロック確認応答（ＢＡ）９２８を送信することができる。たとえば
、第１のＢＡ９２８は、図３～図４および図６～図７のＢＡ３１８を含むこと、またはＢ
Ａ３１８に対応することがある。第１のＢＡ９２８は第３の時間（ｔｈ３）に送信される
ものとして示されているが、第１のＢＡ９２８は、第３の時間（ｔｈ３）の後の任意の時
間に送信され得る。
【０１３１】
　[00151]再使用ＴＸ１４０は、第１のＴＸＯＰ２２２を再使用することができ、第１の
ＴＸＯＰ２２２中に第２のメッセージ１５０を送信することができる。第２のメッセージ
１５０に基づいて、再使用ＲＸ１６０は再使用ＴＸ１４０に第２のＢＡ９５８を送ること
ができる。たとえば、第２のＢＡ９５８は、図３～図４および図６～図７のＢＡ３２８を
含むこと、またはＢＡ３２８に対応することがある。第１のＲＸ１３０によって送信され
る第１のＢＡ９２８に対して、再使用ＲＸ１６０によって送信される第２のＢＡ９５８を
（時間的に）配置するために、いくつかの手法が使用され得る。
【０１３２】
　[00152]たとえば、「遅延ＢＡ（delayed BA）」手法では、第２のＢＡ９５８は、第１
のＢＡ９２８に対して遅延され得、ＢＡ要求（ＢＡＲ）９５６を使用して再使用ＴＸ１４
０によって要求され得る。
【０１３３】
　[00153]別の例として、「第１のＴＸＯＰ内のＢＡ」手法では、再使用ＲＸ１６０は第
１のＴＸＯＰ２２２中に第２のＢＡ９５８を送信することができる。再使用ＴＸ１４０は
、第２のＢＡ９５８が第１のＴＸ１１０によって干渉され得ると決定することがあり、再
使用ＲＸ１６０は、再使用ＲＸ１６０によって引き起こされる干渉を第１のＲＸ１３０が
許容し得ると決定することがある。再使用ＴＸ１４０および再使用ＲＸ１６０がそのよう
な決定を行うことを可能にするために、第１のメッセージ１２０の送信前に第１のＴＸ１
１０と第１のＲＸ１３０との間で、第２のメッセージ１５０の送信前に再使用ＴＸ１４０
と再使用ＲＸ１６０との間で、またはそれらの組合せで、ハンドシェイク交換が実行され
得る。
【０１３４】
　[00154]追加または代替として、再使用ＲＸ１６０によってＢＡ送信に１つまたは複数
のポリシー（たとえば、ルール）が使用され得る。特定の実施形態では、再使用ＲＸ１６
０は、再使用ＴＸ１４０によって提供された１つまたは複数の要求によって指定されたＢ
Ａポリシーなど、再使用ＴＸ１４０によって指定されたＢＡポリシーに従い得る。例示す
ると、再使用ＲＸ１６０は、再使用ＴＸ１４０によって指定されたＢＡポリシーに常に従
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い得る。たとえば、再使用ＴＸ１４０によって再使用ＴＸ１６０に対して（たとえば、第
２のメッセージ１５０の送信に続く）「即時ＢＡ」が要求されたとき、再使用ＲＸ１６０
は、ＢＡ９５８の送信が第１のＲＸ１３０に干渉し得るかどうかをチェックすることなく
、ＢＡ９５８を送ることができる。
【０１３５】
　[00155]別の特定の実施形態では、再使用ＲＸ１６０は、１つまたは複数のルールに基
づくフレキシビリティなど、再使用ＴＸ１４０によってＢＡ９５８を送信するよう要求さ
れたときにそうしないフレキシビリティ（たとえば、裁量）を有することができる。再使
用ＲＸ１６０は、再使用ＲＸ１６０によるＢＡ９５８の送信が第１のＲＸ１３０に干渉し
得るかどうかを決定するために、再使用ＴＸ１４０によって使用される同じルールのうち
の１つまたは複数を使用することができる。たとえば、再使用ＲＸ１６０は、第１のＲＸ
１３０に関連するＲＸ　ＣＣＡしきい値を適用することができる。再使用ＲＸ１６０は、
例示的な非限定的例として、第１のＲＸ１３０によって第１のＲＸ１３０の送信範囲内の
１つもしくは複数のデバイスに送られる１つもしくは複数の管理メッセージに基づいて、
第１のＴＸ１１０と第１のＲＸ１３０との間もしくは再使用ＴＸ１４０と再使用ＲＸ１６
０との間のハンドシェイク交換（たとえば、ＲＴＳ／ＣＴＳ交換）に基づいて、または第
１のメッセージ１２０の第１の制御部分２２４に基づいて、ＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定
することができる。ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、デフォルトＭＣＳに基づくこと、第１のＴ
Ｘ１１０によって設定された第１のＭＣＳ（たとえば、第１の制御部分２２４もしくはＲ
ＴＳメッセージ５３２によって示された第１のＭＣＳ）に基づくこと、または第１のＲＸ
１３０によって設定された第２のＭＣＳ（たとえば、例示的な非限定的例として、第１の
制御部分２２４もしくはＣＴＳメッセージ５３４などの１つもしくは複数の管理メッセー
ジによって示された第２のＭＣＳ）に基づくことがある。追加または代替として、再使用
ＲＸ１６０は、再使用ＲＸ１６０の送信電力とデフォルト送信電力との差など、デフォル
ト送信電力に対する再使用ＲＸ１６０の送信電力に基づいて（たとえば、ＣＴＳメッセー
ジ５３４において示された）ＲＸ　ＣＣＡしきい値を調整することができる。
【０１３６】
　[00156]再使用ＲＸ１６０が、再使用ＲＸ１６０によるＢＡ９５８の送信が第１のＲＸ
１３０に干渉するかどうかを決定するために１つまたは複数のルールを適用するとき、Ｂ
Ａ９５８の送信が第１のＲＸ１３０において干渉を引き起こさない場合に、ＢＡ９５８の
即時送信が発生し得る。再使用ＴＸ１４０は、再使用ＲＸ１６０がＢＡ９５８を即時に送
るかどうかの決定を行い得ることを認識し得る。ＢＡ９５８が即時に受信されなかったと
き、再使用ＴＸ１４０は、データが再送信される必要があると再使用ＴＸ１４０が推測す
る前に、ＢＡ９５８を取得するためにＢＡＲ９５６を送ることができる。
【０１３７】
　[00157]別の特定の実施形態では、再使用ＴＸ１４０は、再使用ＲＸ１６０からのＢＡ
９５８が確実に受信され得る場合に、ＢＡポリシーを（たとえば、第２のメッセージ１５
０の送信に続く）「即時ＢＡ（immediate BA）」に設定することができる。ＢＡポリシー
を「即時ＢＡ」に設定する再使用ＴＸ１４０による決定は、ネットワークトポロジー情報
に基づく送信されるＢＡについての信号対干渉情報などの履歴データに基づき得る。再使
用ＴＸ１４０は、ＢＡ９５８が再使用ＴＸ１４０によって確実に受信され得るかどうかを
決定するためにハンドシェイク交換（たとえば、ＲＴＳ／ＣＴＳ交換）を使用することも
できる。たとえば、再使用ＲＸ１６０からのＣＴＳメッセージ（たとえば、図２のＣＴＳ
メッセージ２６４または図５のＣＴＳメッセージ５６４）が適切に受信された場合、再使
用ＴＸ１４０は、ＢＡ９５８も第１のＴＸＯＰ２２２中に受信され得ると推測することが
できる。
【０１３８】
　[00158]別の例として、「重複ＢＡ（overlapped BA）」手法では、第１のＢＡ９２８お
よび第２のＢＡ９５８が（時間的に）少なくとも部分的に重複するように、第１のＢＡ９
２８および第２のＢＡ９５８は送信され得る。第１のＢＡ９２８の送信または第２のＢＡ
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９５８の送信の前に、第１のＢＡ９２８および第２のＢＡ９５８が互いに過剰に干渉する
ことにはならないとの決定が（たとえば、ハンドシェイク交換に基づいて）行われ得る。
【０１３９】
　[00159]追加または代替として、再使用ＲＸ１６０によってＢＡ送信に１つまたは複数
の手法（たとえば、ルールまたはポリシー）が使用され得る。特定の実施形態では、再使
用ＲＸ１６０は、再使用ＴＸ１４０によって提供された１つまたは複数の要求によって指
定されたＢＡポリシーなど、再使用ＴＸ１４０によって指定されたＢＡポリシーに従い得
る。例示すると、再使用ＲＸ１６０は、再使用ＴＸ１４０によって指定されたＢＡポリシ
ーに常に従い得る。たとえば、再使用ＴＸ１４０によって再使用ＴＸ１６０に対して（た
とえば、第２のメッセージ１５０の送信に続く）「即時ＢＡ」が要求されたとき、再使用
ＲＸ１６０は、ＢＡの送信が第１のＲＸ１３０に干渉し得るかどうかをチェックすること
なく、ＢＡ９５８を送ることができる。
【０１４０】
　[00160]別の特定の実施形態では、再使用ＲＸ１６０は、再使用ＴＸ１４０によってＢ
Ａを送信するよう要求されたときにそうしないフレキシビリティ（たとえば、裁量）を有
することができる。たとえば、ＢＡ９５８が第１のＴＸ１１０におけるＢＡ受信に干渉し
得ると再使用ＲＸ１６０が決定した場合、再使用ＲＸ１６０はＢＡ９５８を送信しないこ
とがある（たとえば、再使用ＲＸ１６０は、再使用ＴＸ１４０からの要求に基づいてＢＡ
９５８を送るかどうかを決定するために１つまたは複数のルールを適用することができる
）。例示すると、第１のＴＸ１１０からの受信信号レベルが、第１のＴＸ１４０によって
示されたＣＣＡしきい値よりも大きい場合に、再使用ＲＸ１６０はＢＡを送らないことが
ある。再使用ＴＸ１４０は、再使用ＲＸ１６０がＢＡ９５８を即時に送るかどうかの決定
を行い得ることを認識し得る。ＢＡ９５８が即時に受信されなかったとき、再使用ＴＸ１
４０は、データが再送信される必要があると再使用ＴＸ１４０が推測する前に、ＢＡ９５
８を取得するためにＢＡＲ９５６を送ることができる。
【０１４１】
　[00161]別の例として、「時差ＢＡ（staggered BA）」手法では、第２のＢＡ９５８は
、第１のＢＡ９２８からＳＩＦＳの後に送信され得る。特定の実施形態では、再使用ＴＸ
１４０は、第１のメッセージ１２０のＬ－ＳＩＧフィールドに十分に長い持続時間を設定
することによって、第２のＢＡ９５８を保護することができる。
【０１４２】
　[00162]特定のＢＡ手法に関して説明した１つまたは複数のポリシー（たとえば、ルー
ル）は、本明細書で説明する別のＢＡ手法にも適用され得ることに留意されたい。たとえ
ば、「第１のＴＸＯＰ内のＢＡ」手法に関して説明した１つまたは複数のポリシーは、「
遅延ＢＡ」手法、「重複ＢＡ」手法、および／または「時差ＢＡ」手法にも適用可能であ
り得る。別の例として、「重複ＢＡ」手法に関して説明した１つまたは複数のポリシーは
、「遅延ＢＡ」手法、「第１のＴＸＯＰ内のＢＡ」手法、および／または「時差ＢＡ」手
法にも適用可能であり得る。
【０１４３】
　[00163]図１０を参照すると、送信機会（ＴＸＯＰ）再使用を許可するシステム１００
０の特定の例示的な実施形態が示されている。システム１０００は、第１のネットワーク
１０１０と第２のネットワーク１０２０とを含む。システム１０００は、１つまたは複数
の電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ワイヤレスネットワーク（たとえば、１
つまたは複数のＷｉ－Ｆｉネットワーク）を含むことができる。たとえば、システム１０
００は、ＩＥＥＥ８０２．１１規格に従って動作することができる。例示的な実施形態で
は、システム１０００は、１つまたは複数の８０２．１１高効率Ｗｉ－Ｆｉ（ＨＥＷ）ネ
ットワークを含む。
【０１４４】
　[00164]第１のネットワーク１０１０は、第１のアクセスポイント（ＡＰA）１０１２、
第１の局（ＳＴＡA2）１０１６および第２の局（ＳＴＡA1）１０１４などの１つまたは複
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数のワイヤレスデバイスを含むことができる。第２のネットワーク１０２０も、第２のア
クセスポイント（ＡＰB）１０２２、第３の局（ＳＴＡB1）１０２４および第４の局（Ｓ
ＴＡB2）１０２６などの１つまたは複数のワイヤレスデバイスを含むことができる。第１
のネットワーク１０１０の１つまたは複数のデバイスおよび第２のネットワーク１０２０
の１つまたは複数のデバイスは、図１の第１のＴＸ１１０、第１のＲＸ１３０、再使用Ｔ
Ｘ１４０、もしくは再使用ＲＸ１６０を含むこと、またはそれらに対応することがある。
【０１４５】
　[00165]第１のネットワーク１０１０は、第１の基本サービスセット（ＢＳＳ）識別情
報（ＢＳＳＩＤ）を有する第１のＢＳＳに関連付けられることができ、第２のネットワー
ク１０２０は、第２のＢＳＳＩＤを有する第２のＢＳＳに関連付けられることができる。
たとえば、第１のＢＳＳＩＤは、第１のアクセスポイント１０１２のＭＡＣアドレスによ
って定義され得、第２のＢＳＳＩＤは、第２のアクセスポイント１０２２のＭＡＣアドレ
スによって定義され得る。さらに、第１のネットワーク１０１０および第２のネットワー
ク１０２０は、図示のように互いに対する重複ＢＳＳであり得る。代替実施形態では、第
１のネットワーク１０１０または第２のネットワーク１０２０は、例示的な非限定的実施
形態として、Ｗｉ－Ｆｉダイレクト通信またはトンネルダイレクトリンク設定通信を使用
するピアツーピア通信ネットワークを含むことができる。
【０１４６】
　[00166]システム１０００の例示的な動作について、タイミング図１０５０を参照しな
がら説明する。第１の時間（ｔｉ１）の前に、第１のアクセスポイント１０１２は、第１
のアクセスポイント１０１２から第２の局１０１６への第１のメッセージの送信に関連す
るプリアンブル（「ＰＲＥ」）を送信することができる。第２のアクセスポイント１０２
２は、第１のアクセスポイント１０１２によって送信されたプリアンブルを検出すること
ができ、第１のアクセスポイント１０１２から第２の局１０１６への第１のメッセージに
関連する対応する第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定することができる。たとえ
ば、第２のアクセスポイント１０２２は、第３の局１０２４に第２のメッセージを送信す
る準備ができていることがあり、第１のメッセージに関連する第１のＴＸＯＰ中に第３の
局１０２４に第２のメッセージを送信するかどうかを決定することができる。
【０１４７】
　[00167]第１の時間（ｔｉ１）に、第２のアクセスポイント１０２２は、１つまたは複
数のチャネル条件に基づいて、第１のメッセージに関連する第１のＴＸＯＰを第２のアク
セスポイント１０２２が再使用するつもりはないと決定し得る。したがって、第２のアク
セスポイント１０２２は、第１のアクセスポイント１０１２に譲歩することができ、第２
のメッセージを後続の時点での送信のために待ち行列に入れることができる。
【０１４８】
　[00168]第１のメッセージの送信後、および第２の時間（ｔｉ２）の前に、第２のアク
セスポイント１０２２は、第２のメッセージに関連するプリアンブルを送ることができる
。第１のアクセスポイント１０１２は、第２のメッセージに関連するプリアンブルを検出
することができ、第２のメッセージに関連する対応する第２のＴＸＯＰを再使用するかど
うかを決定することができる。
【０１４９】
　[00169]第２の時間（ｔｉ２）に、第１のアクセスポイント１０１２は、１つまたは複
数のチャネル条件に基づいて、第２のアクセスポイント１０２２によって送信された第２
のメッセージに関連する第２のＴＸＯＰを再使用するかどうか決定することができる。し
たがって、第１のアクセスポイント１０１２は、第２のメッセージに関連する第２のＴＸ
ＯＰ中に第１のアクセスポイント１０１２から第１の局１０１４に第３のメッセージを送
信することができる。さらに、第１のアクセスポイント１０１２は、第２のメッセージに
関連する第２のＴＸＯＰと第３のメッセージに関連する第３のＴＸＯＰを、図示のように
両方のＴＸＯＰが第３の時間（ｔｉ３）に終了するようにアライメントさせることができ
る。



(38) JP 6479773 B2 2019.3.6

10

20

30

40

50

【０１５０】
　[00170]図１１を参照すると、第１の送信機を動作させる方法１１００の特定の実施形
態が説明され、１１００と指定されている。方法１１００は、図１の第１の送信機１１０
、図１０のアクセスポイント１０１２、１０２２のうちの１つ、または局１０１４、１０
１６、１０２４、１０２６のうちの１つを使用して実行され得る。
【０１５１】
　[00171]方法１１００は、１１０２において、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）の再使用を
許可するかどうかを決定することを含み得る。たとえば、第１のＴＸＯＰは、図２の第１
のＴＸＯＰ２２２を含むこと、または第１のＴＸＯＰ２２２に対応することがある。特定
の実施形態では、第１のＴＸＯＰの再使用を許可するかどうかの決定は、第１の基本サー
ビスセット（ＢＳＳ）における第１の送信機と第１の受信機との間のリンクの信号強度に
基づく。たとえば、決定は、信号強度と重複基本サービスセット（ＯＢＳＳ）干渉レベル
との差に基づき得る。別の特定の実施形態では、第１のＴＸＯＰの再使用を許可するかど
うかの決定は、第１の送信機の送信履歴とＯＢＳＳ干渉レベルの比較に基づく。
【０１５２】
　[00172]方法１１００は、１１０４において、第１のＴＸＯＰに関連するメッセージを
送ることをさらに含むことができ、メッセージが、再使用送信機による第１のＴＸＯＰの
再使用が許可されるかどうかを示す。たとえば、メッセージは、図１の第１のメッセージ
１２０または図５のＲＴＳメッセージ５３２（あるいは、プリアンブルまたはＰＬＣＰデ
ータなど、それらの一部分）を含むこと、またはそれらに対応することがある。メッセー
ジは、メッセージの信号（ＳＩＧ）フィールドにおける１つまたは複数の値に基づいて、
第１のＴＸＯＰの再使用が許可されることを示し得る。追加または代替として、ＳＩＧフ
ィールドは、第１の送信機に関連する送信機アドレスを示すことができ、または第１の受
信機に関連する受信機アドレスを示すことができる。特定の実施形態では、ＳＩＧフィー
ルドは、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｃ　ＳＩＧ－Ａフィールドであ
り得る。別の特定の実施形態では、ＳＩＧフィールドは、高効率ワイヤレス（ＨＥＷ）プ
リアンブルなど、メッセージのプリアンブルに含まれる。プリアンブルは、第１の送信機
の基本サービスセット識別情報（ＢＳＳＩＤ）を示す。
【０１５３】
　[00173]特定の実施形態では、第１の送信機および第１の受信機は、ピアツーピアネッ
トワークに含まれる。別の特定の実施形態では、再使用送信機は、再使用受信機とともに
ピアツーピアネットワークに含まれる。
【０１５４】
　[00174]方法１１００は、第１の送信機によって送信されたメッセージのＴＸＯＰが再
使用されることを許可されることを第１の送信機が１つまたは複数の他のデバイスに示す
ことを可能にし得る。
【０１５５】
　[00175]本明細書で説明する１つまたは複数の実施形態は、第１のＴＸまたは第１のＲ
Ｘによって（たとえば、ＰＰＤＵ、ＲＴＳメッセージ、ＣＴＳメッセージ、管理／制御フ
レームなどの制御部分において）提供された明示的なインジケーション（たとえば、容認
および／またはしきい値のインジケーション）に基づいてＴＸＯＰを再使用するかどうか
を再使用ＴＸが決定することを説明するものと理解され得るが、代替実施形態では、再使
用ＴＸは、第１のＴＸまたは第１のＲＸからの（ＴＸＯＰ再使用が許可されることの）そ
のような明示的なインジケーションを受信または検出することなしにＴＸＯＰを再使用す
るかどうかを自動的に決定し得ることに留意されたい。
【０１５６】
　[00176]たとえば、第１のＴＸは、「通常」接続（たとえば、ＣＳＭＡまたは別の競合
解消機構）下でＲＴＳメッセージ、ＣＴＳメッセージ、ＰＰＤＵなどの第１のメッセージ
を送信することができ、第１のメッセージが第１のＴＸＯＰに関連付けられる。第１のメ
ッセージ（またはそれの少なくとも一部分）は、第１のメッセージの送信元と宛先とを識
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別するために再使用ＴＸによって使用可能である情報を含むことができる。たとえば、第
１のメッセージは、第１のＴＸを第１のメッセージの送信元として識別し、および／また
は第１のＲＸを第１のメッセージの宛先として識別するために使用され得るＰＨＹ　ＳＩ
Ｇフィールドにおける１つまたは複数のビットを含むことができる。再使用ＴＸは、第１
のメッセージが再使用ＴＸにアドレス指定されているとき、第１のメッセージの宛先が第
２のメッセージの宛先と同じであるとき、第２のメッセージが第１のＴＸもしくは第１の
ＲＸにアドレス指定されているとき、またはそれらの任意の組合せのとき、第１のＴＸＯ
Ｐ中に第２のメッセージを送るために第１のＴＸＯＰを再使用しないことを決定し得る。
【０１５７】
　[00177]別の例として、再使用ＴＸは、（第１の送信機によって送られた特定のメッセ
ージに関連する）特定のＴＸＯＰを再使用するかどうかを、（第１の送信機によって送ら
れた先行メッセージに関連する）先行ＴＸＯＰに関連するデータに基づいて決定すること
ができる。例示すると、データは、履歴データに含まれ、再使用送信機が先行ＴＸＯＰを
再使用する明白な許可を受信したかどうかを示し得る。したがって、再使用ＴＸは、特定
のＴＸＯＰに対応する明白な許可を受信しないが、再使用ＴＸは、以前のＴＸＯＰの再使
用に対応する以前の明白な許可に基づいて、特定のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定
することができる。
【０１５８】
　[00178]特定の実施形態では、第１のＴＸおよび／または第１のＲＸは、アップリンク
（ＵＬ）送信、ダウンリンク（ＤＬ）送信、およびＰ２Ｐ送信に関して図１を参照しなが
ら説明したように、第１のメッセージに含まれる部分的なＢＳＳＩＤなど、部分的なＢＳ
ＳＩＤに基づいて識別され得る。
【０１５９】
　[00179]許可の明示的なインジケーションが第１のメッセージにおいて受信されなかっ
たとき、再使用ＴＸは、例示的な非限定的例として、第１のメッセージ（たとえば、ＰＰ
ＤＵ）が再使用ＴＸにアドレス指定されていないとき、第１のメッセージの宛先が第２の
メッセージの宛先と同じではないとき、第２のメッセージが第１のＴＸに、もしくは第１
のＲＸにアドレス指定されていないとき、第１のメッセージの信号強度が再使用クリアア
クセスチャネル（ＣＣＡ）しきい値および／もしくはＲＸ　ＣＣＡしきい値を満たす（た
とえば、再使用ＣＣＡしきい値および／もしくはＲＸ　ＣＣＡしきい値よりも小さい）と
き、ならびに／またはネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）がまだ設定されていないと
き、（第１のＴＸＯＰ中に第２のメッセージを送るために）第１のＴＸＯＰを再使用する
ことを決定し得る。
【０１６０】
　[00180]特定の実施形態では、再使用ＣＣＡしきい値は、第１のメッセージのＭＣＳ、
再使用ＴＸが第２のメッセージを送信する際のＴＸ電力、プリアンブルのタイプ（１１ｎ
／１１ａｃ／１１ａｘ）、第１のメッセージに（たとえば、ＳＩＧフィールドに）含まれ
る１つもしくは複数の他のインジケーション、たとえば、持続時間、ショートガードイン
ターバル（ＧＩ：guard interval）、ロングＧＩ、コーディング（たとえば、８０２．１
１ａｃもしくは８０２．１１ｎパケットにおけるバイナリ畳み込みコーディング（ＢＣＣ
：binary convolutional coding）もしくは低密度パリティ検査（ＬＤＰＣ：low-density
 parity check）のインジケーション）、空間ストリームの数、帯域幅、またはそれらの
任意の組合せの関数であり得る。たとえば、再使用ＴＸは、以下の不等式が真である場合
に、第２のメッセージを送信するために第１のＴＸＯＰを再使用することを決定すること
ができる。
【０１６１】
　[00181]　　RSSIfirst_message <= CCA threshold + (Default TX power - TXPower_re
useTX)
【０１６２】
　[00182]上式で、RSSIfirst_messageは、第１のメッセージに関連する信号強度であり、
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Default TX powerは、（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１規格などの業界規格において定
義される）再使用ＴＸのデフォルト送信電力であり、TXPower_reuseTXは、再使用ＴＸが
第２のメッセージを送信する際の所期送信電力である。
【０１６３】
　[00183]同様に、（たとえば、第１のＴＸＯＰの再使用中に第２のメッセージの送信中
に使用される）所期ＴＸ帯域幅も、次のようなＣＣＡしきい値（CCA threshold）につい
てのオフセット（offset）を計算するために使用され得る。
【０１６４】
　[00184]　　RSSIfirst_message <= CCA threshold + Offset(TXBandwidth_reuseTX / D
efault Bandwidth)
【０１６５】
　[00185]上式で、TXBandwidth_reuseTXは、所期ＴＸ帯域幅であり、Default Bandwidth
は、業界規格によって定義された値または受信されたＰＰＤＵに関連する帯域幅（ＢＷ）
に対応する値であり得る。特定の実施形態では、ＣＣＡしきい値は、－６２ｄＢｍまたは
－８２ｄＢｍなどのデフォルト（たとえば、業界規格）ＣＣＡしきい値であり得る。代替
的に、ＣＣＡしきい値は、例示的な非限定的例として、第１のメッセージのＭＣＳに基づ
くオフセット、第１のメッセージのＳＩＧフィールドインジケータに基づくオフセット、
またはそれらの組合せなど、第１のメッセージに関連する１つまたは複数のインジケータ
に基づいて決定される１つまたは複数のオフセットによって調整され得る。例示すると、
ＣＣＡしきい値（CCA threshold）は、以下に基づいて決定され得る。
【０１６６】
　[00186]　　CCA Threshold = -62 (または -82) - offset(MCS) + offset(SIG_indicat
ion)
【０１６７】
　[00187]上式で、offset(MCS)は、第１のメッセージのＭＣＳに基づくオフセットであり
、offset(SIG_indication)は、第１のメッセージのＳＩＧフィールドインジケータに基づ
くオフセットである。特定の実施形態では、オフセットは、（ＢＰＳＫ変調、１／２コー
ディングレートに対応する）ＭＣＳ０の場合に０であり得る。オフセットは、（４位相シ
フトキーイング（ＱＰＳＫ）、１／２に対応する）ＭＣＳ１の場合に５であり得る。オフ
セットは、（ＱＰＳＫ、３／４に対応する）ＭＣＳ２または（１６ポイント直交振幅変調
（１６ＱＡＭ：16-point quadrature amplitude modulation）、１／２に対応する）ＭＣ
Ｓ３の場合に１０であり得る。オフセットは、（６４ポイントＱＡＭ（６４ＱＡＭ）、２
／３に対応する）ＭＣＳ４の場合に１５であり得る。オフセットは、（６４ＱＡＭ、２／
３に対応する）ＭＣＳ５の場合に２０であり得る。オフセットは、（６４ＱＡＭ、３／４
に対応する）ＭＣＳ６または（６４ＱＡＭ、５／６に対応する）ＭＣＳ７の場合に２５で
あり得る。代替実施形態では、異なるオフセット値は、異なるＭＣＳインデックスに対応
し得る。
【０１６８】
　[00188]特定の実施形態では、第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定するために
使用される再使用容認（たとえば、許可）および／またはＣＣＡしきい値は、第１のメッ
セージの一部分（たとえば、ＳＩＧフィールド）の内容の代わりに、またはその内容に加
えて、第１のメッセージのタイプの関数であり得る。例示すると、再使用ＴＸは、ＳＩＧ
フィールドを復号する前に、第１のメッセージのタイプを決定することができる。たとえ
ば、再使用ＴＸが８０２．１１ｎまたは８０２．１１ａｃパケットを受信した場合、再使
用ＴＸは、８０２．１１ｎまたは８０２．１１ａｃパケットにおけるいかなる特定のフィ
ールドの値にも関係なく、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されないと自動的に決定するこ
とができる。別の例として、再使用ＴＸが８０２．１１ａｘパケットを受信した場合、再
使用ＴＸは、８０２．１１ａｘパケットにおけるいかなる特定のフィールドの値にも関係
なく、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されると自動的に決定することができる。
【０１６９】
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　[00189]図１２を参照すると、再使用送信機を動作させる方法の特定の実施形態が説明
され、１２００と指定されている。方法１２００は、図１の再使用送信機１４０、図１０
のアクセスポイント１０１２、１０２２のうちの１つ、または局１０１４、１０１６、１
０２４、１０２６のうちの１つを使用して実行され得る。
【０１７０】
　[00190]方法１２００は、１２０２において、第１の送信機によって送られたメッセー
ジの一部分を検出することを含み得る。たとえば、メッセージは、図１の第１のメッセー
ジ１２０を含むこと、または第１のメッセージ１２０に対応することがある。
【０１７１】
　[00191]方法１２００は、１２０４において、一部分に基づいて、メッセージに関連す
る第１の送信機会（ＴＸＯＰ）の再使用が許可されるかどうかを決定することをさらに含
み得る。たとえば、第１のＴＸＯＰは、図２の第１のＴＸＯＰ２２２を含むこと、または
第１のＴＸＯＰ２２２に対応することがある。第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるとき
、再使用送信機は、第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定することができる。たと
えば、第１のＴＸＯＰを再使用することの決定は、メッセージが再使用送信機にアドレス
指定されているかどうか、第１のＴＸＯＰの再使用中に再使用送信機によって送信される
第２のメッセージがメッセージの第１の受信機にアドレス指定されているかどうか、また
はそれらの組合せに基づき得る。別の例として、第１のＴＸＯＰを再使用することの決定
は、再使用送信機によって支持されるネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）が第１の送
信機によって設定されたかどうかに基づくこと、再使用受信機への再使用送信機の物理的
近接性に基づくこと、再使用送信機に記憶された履歴データに基づくこと、またはそれら
の組合せがあり得る。
【０１７２】
　[00192]特定の実施形態では、第１のＴＸＯＰを再使用することの決定は、再使用送信
機と再使用受信機との間のハンドシェイク交換に基づく。ハンドシェイク交換は、送信要
求（ＲＴＳ）メッセージまたは送信可（ＣＴＳ）メッセージを含むことができる。たとえ
ば、ＲＴＳメッセージは、図２のＲＴＳメッセージ２６２または図５のＲＴＳメッセージ
５６２を含むことができる。ＣＴＳメッセージは、図２のＣＴＳメッセージ２６４または
図５のＣＴＳメッセージ５６４を含むことができる。ハンドシェイク交換は、第１のＴＸ
ＯＰの終了とアライメントされるように設定されたネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ
）に関連付けられ得る。
【０１７３】
　[00193]特定の実施形態では、再使用送信機は、メッセージに関連するプリアンブルに
おけるレガシー信号（Ｌ－ＳＩＧ）フィールドに基づいて、または第１の送信機に関連す
るネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）に基づいて、第１のＴＸＯＰの持続時間を決定
する。
【０１７４】
　[00194]特定の実施形態では、第１のＴＸＯＰを再使用することの決定が行われる。第
１のＴＸＯＰを再使用することを決定したことに応答して、第１のＴＸＯＰ中に再使用送
信機から第２のメッセージが送られ得る。たとえば、第２のメッセージは、図１の第２の
メッセージ１５０を含むこと、または第２のメッセージ１５０に対応することがある。第
２のメッセージは、第１のＴＸＯＰの前または第１のＴＸＯＰと同時に終了する図２の再
使用ＴＸＯＰ２７０または第２のＴＸＯＰ２７２などの第２のＴＸＯＰに関連付けられ得
る。
【０１７５】
　[00195]第２のメッセージが第２の受信機に送られたとき、再使用送信機は、第２の受
信機から第２のメッセージに関連するブロック確認応答（ＡＣＫ）を受信し得る。たとえ
ば、再使用送信機は、第２の受信機にブロックＡＣＫ要求（ＢＡＲ）を送り、ブロックＡ
ＣＫ要求に応答したブロックＡＣＫを受信し得る。例示すると、ＢＡＲは、第１のＴＸＯ
Ｐの完了後に送られ得る。ブロックＡＣＫは、例示的な非限定的例として、やはり第１の
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ＴＸＯＰ中に受信されること、第１のメッセージに関連するブロックＡＣＫを第１の送信
機が受信するのと同時に少なくとも部分的に受信されること、または第１のメッセージに
関連するブロックＡＣＫを第１の送信機が受信してから少なくともショートフレーム間ス
ペース（ＳＩＦＳ）間隔後に受信されることがある。たとえば、ブロックＡＣＫは、図３
のブロックＡＣＫ３２８もしくは図９のブロックＡＣＫ９５８を含むこと、またはそれら
に対応することがある。
【０１７６】
　[00196]特定の実施形態では、第１のＴＸＯＰを再使用することの決定に応答して、再
使用送信機は、バックオフウィンドウ時間期間中に１つまたは複数の譲歩ルールを適用す
ることができる。別の特定の実施形態では、再使用送信機は、第１の送信機の信号値を決
定することができ、再使用送信機のクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）エネルギー検出（
ＥＤ）しきい値を、決定された信号値以上の値に設定することができる。
【０１７７】
　[00197]方法１２００は、第１の送信機によって送信されたメッセージのＴＸＯＰが再
使用されることを許可されると再使用送信機が決定することを可能にし得る。
【０１７８】
　[00198]図１３を参照すると、第１の送信機を動作させる方法の特定の実施形態が説明
され、１３００と指定されている。方法１３００は、図１の第１の送信機１１０、図１０
のアクセスポイント１０１２、１０２２のうちの１つ、または局１０１４、１０１６、１
０２４、１０２６のうちの１つを使用して実行され得る。
【０１７９】
　[00199]方法１３００は、１３０２において、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）の再使用に
関連するクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値を決定することを含み得る。ＣＣＡ
しきい値は、第１の送信機によって動的に決定され得る。たとえば、第１のＴＸＯＰは、
図２の第１のＴＸＯＰ２２２を含むこと、または第１のＴＸＯＰ２２２に対応することが
ある。
【０１８０】
　[00200]方法１３００は、１３０４において、第１のＴＸＯＰに関連するメッセージの
少なくとも一部分を送ることをさらに含むことができ、一部分が、第１のＴＸＯＰの再使
用に関連するＣＣＡしきい値を示す。たとえば、メッセージは、図１の第１のメッセージ
１２０を含むこと、または第１のメッセージ１２０に対応することがある。メッセージの
一部分は、メッセージのプリアンブルに含まれる信号（ＳＩＧ）フィールドなどのＳＩＧ
フィールドにおける値（たとえば、１つまたは複数のビットの値）に基づくＣＣＡしきい
値を示すことができる。特定の実施形態では、メッセージの一部分によって示されるＣＣ
Ａしきい値は、第１のＴＸＯＰの再使用に関連する規格ベースのＣＣＡしきい値よりも小
さい。メッセージの一部分は、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されることをさらに示し得
る。たとえば、メッセージの一部分は、信号（ＳＩＧ）フィールドにおける値（たとえば
、１つまたは複数のビットの値）に基づいて、第１のＴＸＯＰの再使用が容認されること
を示す。
【０１８１】
　[00201]特定の実施形態では、ＣＣＡしきい値は、メッセージを送る前に決定される。
たとえば、ＣＣＡしきい値は、例示的な非限定的例として、基本サービスセット（ＢＳＳ
）における第１の送信機と第１の受信機との間のリンクの信号強度に基づいて、または重
複基本サービスセット（ＯＢＢＳ）の干渉レベルに基づいて決定され得る。
【０１８２】
　[00202]別の特定の実施形態では、ＣＣＡしきい値は、メッセージの前に第１の送信機
によって通信された特定のメッセージに関連して使用された以前のＣＣＡしきい値に基づ
いて決定される。たとえば、以前のＣＣＡしきい値が、ＣＣＡしきい値を生成するために
、特定のメッセージの通信に関連するパフォーマンス評価に基づいて調整され得る。
【０１８３】
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　[00203]方法１３００は、１つまたは複数のデバイスによって使用されるＣＣＡしきい
値を第１の送信機が指定することを可能にし得る。したがって、１つまたは複数のデバイ
スは、第１の送信機によって送信されたメッセージに関連する第１のＴＸＯＰを再使用す
るかどうかを決定するために、ＣＣＡしきい値を使用することができる。
【０１８４】
　[00204]図１４を参照すると、再使用送信機を動作させる方法の特定の実施形態が説明
され、１４００と指定されている。方法１４００は、図１の再使用送信機１４０、図１０
のアクセスポイント１０１２、１０２２のうちの１つ、または局１０１４、１０１６、１
０２４、１０２６のうちの１つを使用して実行され得る。
【０１８５】
　[00205]方法１４００は、１４０２において、第１の送信機によって送られたメッセー
ジの一部分を検出することを含むことができ、メッセージが第１の送信機会（ＴＸＯＰ）
に関連付けられる。たとえば、メッセージおよび第１のＴＸＯＰは、それぞれ図１の第１
のメッセージ１２０および図２の第１のＴＸＯＰ２２２を含むこと、またはそれらに対応
することがある。
【０１８６】
　[00206]方法１４００は、１４０４において、一部分に基づいて、第１のＴＸＯＰの再
使用に関連するクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値を決定することをさらに含み
得る。再使用送信機は、ＣＣＡしきい値に基づいて、図１の第２のメッセージ１５０など
の第２のメッセージを送ることができる。たとえば、第２のメッセージは第１のＴＸＯＰ
中に送られ得る。第２のメッセージが再使用送信機によって送られるとき、再使用送信機
は、第２のメッセージの通信に関連するパフォーマンス評価を実行することができる。パ
フォーマンス評価に基づいて、再使用送信機は、第１のＴＸＯＰに続く第２のＴＸＯＰを
再使用するかどうかを決定することができる。
【０１８７】
　[00207]特定の実施形態では、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるとき、再使用送信
機は、第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定する。たとえば、再使用送信機は、例
示的な非限定的例として、第１の送信機のＣＣＡレベルがＣＣＡしきい値以下であるかど
うかに基づいて、メッセージが再使用送信機にアドレス指定されているかどうかに基づい
て、第１のＴＸＯＰの再使用中に再使用送信機によって送信される第２のメッセージがメ
ッセージの第１の受信機にアドレス指定されているかどうかに基づいて、または再使用送
信機によって支持されるネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）が第１の送信機によって
設定されたかどうかに基づいて、第１のＴＸＯＰを再使用することを決定することができ
る。追加または代替として、再使用送信機は、再使用受信機への再使用送信機の物理的近
接性に基づいて、または再使用送信機と再使用受信機との間のハンドシェイク交換に基づ
いて、第１のＴＸＯＰを再使用することを決定し得る。ハンドシェイク交換は、送信要求
（ＲＴＳ）メッセージまたは送信可（ＣＴＳ）メッセージを含むことができ、再使用送信
機は、第１のＴＸＯＰの終了とアライメントされるように、ハンドシェイク交換に関連す
るネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）を設定することができる。
【０１８８】
　[00208]方法１４００は、第１の送信機によって指示されたＣＣＡしきい値に基づいて
、第１の送信機によって送信されたメッセージのＴＸＯＰを再使用するかどうかを再使用
送信機が決定することを可能にし得る。
【０１８９】
　[00209]図１５を参照すると、第１の送信機を動作させる方法の特定の実施形態が説明
され、１５００と指定されている。方法１５００は、図１の第１の送信機１１０、図１０
のアクセスポイント１０１２、１０２２のうちの１つ、または局１０１４、１０１６、１
０２４、１０２６のうちの１つを使用して実行され得る。
【０１９０】
　[00210]方法１５００は、１５０２において、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）に関連する
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送信要求（ＲＴＳ）メッセージを第１の受信機に送ることを含むことができ、ＲＴＳメッ
セージが第１の受信機に、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示すよう要求
する。特定の実施形態では、ＲＴＳメッセージは変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）
を識別する。ＲＴＳメッセージは、図５のＲＴＳメッセージ５３２を含むこと、またはＲ
ＴＳメッセージ５３２に対応することがあり、第１のＴＸＯＰは、図２の第１のＴＸＯＰ
２２２を含むこと、または第１のＴＸＯＰ２２２に対応することがある。第１のＴＸＯＰ
の再使用が許可されるかどうかを示すよう求める要求は、例示的な非限定的実施形態とし
て、ＲＴＳメッセージの媒体アクセス制御（ＭＡＣ）部分に含まれること、またはＲＴＳ
メッセージの信号（ＳＩＧ）フィールドに含まれることがある。ＲＴＳメッセージを送る
ことに加えて、第１の送信機は、第１のＴＸＯＰの終了とＲＴＳメッセージのネットワー
ク割振りベクトル（ＮＡＶ）をアライメントさせることができる。
【０１９１】
　[00211]方法１５００は、１５０４において、ＲＴＳメッセージに応答した送信可（Ｃ
ＴＳ）メッセージを第１の受信機から受信することをさらに含むことができる。たとえば
、ＣＴＳメッセージは、図５のＣＴＳメッセージ５３４を含むこと、またはＣＴＳメッセ
ージ５３４に対応することがある。第１の送信機は、受信機から受信されたＣＴＳメッセ
ージに基づいて、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを決定することができる
。第１の送信機が第１のＴＸＯＰの再使用を許可することを決定したとき、第１の送信機
は、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されることを示すために、プリアンブルなどの（第１
のＴＸＯＰに関連する）メッセージの一部分を送ることができる。
【０１９２】
　[00212]特定の実施形態では、第１の送信機は、ＣＴＳメッセージに基づいて、第１の
受信機に関連する受信機クリアチャネルアクセス（ＲＸ　ＣＣＡ）しきい値を決定する。
たとえば、ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、ＣＴＳメッセージに含まれる１つまたは複数のビッ
トによって示され得る。
【０１９３】
　[00213]特定の実施形態では、ＣＴＳメッセージは、第１の送信機と第１の受信機との
間の後続メッセージの通信中に使用される変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を示す
。別の特定の実施形態では、ＣＴＳメッセージは、第１の受信機の特定のＲＸ　ＣＣＡし
きい値を含む。特定のＲＸ　ＣＣＡしきい値は、デフォルト変調およびコーディング方式
（ＭＣＳ）などの第１のＭＣＳに関連付けられることができ、第１の送信機は、ＲＸ　Ｃ
ＣＡしきい値を生成するために特定のＲＸ　ＣＣＡしきい値を調整することができる。た
とえば、第１の送信機は、第１のＭＣＳとは異なる（第１の送信機によって使用される）
第２のＭＣＳに基づいて、特定のＲＸ　ＣＣＡしきい値の調整をすることができる。
【０１９４】
　[00214]方法１５００は、第１の送信機が、第１の送信機が第１のＴＸＯＰの再使用を
許可すべきかどうかを第１の受信機に要求し、それによって第１の受信機に第１のＴＸＯ
Ｐの再使用の制御権を提供することを可能にし得る。
【０１９５】
　[00215]図１６を参照すると、第１の受信機を動作させる方法の特定の実施形態が説明
され、１６００と指定されている。方法１６００は、図１の第１の受信機１３０、図１０
のアクセスポイント１０１２、１０２２のうちの１つ、または局１０１４、１０１６、１
０２４、１０２６のうちの１つを使用して実行され得る。
【０１９６】
　[00216]方法１６００は、１６０２において、第１の送信機によって送られた送信要求
（ＲＴＳ）メッセージを受信することを含み得る。たとえば、ＲＴＳメッセージは、図５
のＲＴＳメッセージ５３２を含むこと、またはＲＴＳメッセージ５３２に対応することが
ある。
【０１９７】
　[00217]方法１６００は、１６０４において、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）に関連する
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送信可（ＣＴＳ）メッセージを第１の送信機に送ることをさらに含むことができ、ＣＴＳ
メッセージが、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示す。ＣＴＳメッセージ
は、図５のＣＴＳメッセージ５３４を含むこと、またはＣＴＳメッセージ５３４に対応す
ることがあり、第１のＴＸＯＰは、図２の第１のＴＸＯＰ２２２を含むこと、または第１
のＴＸＯＰ２２２に対応することがある。ＣＴＳメッセージの媒体アクセス制御（ＭＡＣ
）部分またはＳＩＧフィールドは、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されることを示すこと
、受信機（ＲＸ）クリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値を示すこと、変調およびコ
ーディング方式（ＭＣＳ）を示すこと、またはそれらの組合せが可能である。
【０１９８】
　[00218]特定の実施形態では、第１の受信機は、ＲＴＳメッセージ基づいて変調および
コーディング方式（ＭＣＳ）を決定することができる。ＭＣＳに基づいて、第１の受信機
は、第１の受信機に関連する受信機（ＲＸ）クリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値
を決定することができる。代替的に、第１の受信機は、デフォルトＭＣＳに基づいてＲＸ
　ＣＣＡしきい値を決定することができる。第１の受信機によって送られたＣＴＳメッセ
ージは、第１の受信機によって決定されたＲＸ　ＣＣＡしきい値を示すことができる。
【０１９９】
　[00219]別の特定の実施形態では、第１の受信機は、ＣＴＳメッセージに関連する送信
電力値に基づいて、ＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定する。例示すると、第１の受信機は、第
１の受信機の特定のＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定することができ、ＣＴＳメッセージに関
連する送信電力値を決定することができる。送信電力値に基づいて、第１の受信機は、Ｒ
Ｘ　ＣＣＡしきい値を生成するために特定のＲＸ　ＣＣＡしきい値を調整することができ
る。追加または代替として、ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、例示的な非限定的例として、１つ
もしくは複数のチャネルダイナミクス、ＣＣＡ測定不確実性、または履歴統計に基づいて
決定され得る。
【０２００】
　[00220]方法１６００は、第１のＴＸＯＰの再使用が第１の送信機によって許可される
べきかどうかを第１の受信機が指示することを可能にし得る。第１のＴＸＯＰの再使用が
許可されるかどうかの制御権を有することによって、第１のＴＸＯＰの再使用が、第１の
ＴＸＯＰに関連するメッセージの受信を妨げることになる干渉の量をもたらすことになる
と第１の受信機が決定したときには、第１の受信機は、第１のＴＸＯＰが再使用されるこ
とを許可しないことがあり得る。
【０２０１】
　[00221]図１７を参照すると、再使用送信機を動作させる方法の特定の実施形態が説明
され、１７００と指定されている。方法１７００は、図１の再使用送信機１４０、図１０
のアクセスポイント１０１２、１０２２のうちの１つ、または局１０１４、１０１６、１
０２４、１０２６のうちの１つを使用して実行され得る。
【０２０２】
　[00222]方法１７００は、１７０２において、第１の受信機によって送られたメッセー
ジの一部分を検出することを含み得る。メッセージの一部分は、第１の受信機によって送
られた送信可（ＣＴＳ）メッセージに含まれ得る。ＣＴＳメッセージは、第１の送信機に
よって第１の受信機に送られた送信要求（ＲＴＳ）に応答したものであり得る。たとえば
、メッセージは、図５のＣＴＳメッセージ５３４を含み得る。
【０２０３】
　[00223]方法１７００は、１７０４において、一部分に基づいて、第１の送信機会（Ｔ
ＸＯＰ）の再使用に関連する受信機（ＲＸ）クリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値
を決定することをさらに含み得る。たとえば、第１のＴＸＯＰは、図２の第１のＴＸＯＰ
２２２を含むこと、または第１のＴＸＯＰ２２２に対応することがある。再使用送信機は
、ＲＸ　ＣＣＡしきい値に基づいて第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定すること
ができる。
【０２０４】
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　[00224]特定の実施形態では、再使用送信機はＲＸ　ＣＣＡしきい値を調整する。たと
えば、再使用送信機は、メッセージに関連する変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を
識別することができ、ＭＣＳに基づいてＲＸ　ＣＣＡしきい値を調整することができる。
別の例として、再使用送信機は、再使用送信機に関連する送信電力値を決定することがで
き、送信電力値に基づいてＲＸ　ＣＣＡしきい値を調整することができ。例示すると、Ｒ
Ｘ　ＣＣＡしきい値は、送信電力値とデフォルト送信電力値との間の差に基づいて調整さ
れ得る。さらに、再使用送信機は、一部分の第１のＣＣＡレベルが調整されたＲＸ　ＣＣ
Ａしきい値以下であるかどうかに基づいて、第１のＴＸＯＰを再使用することを決定する
ことができる。
【０２０５】
　[00225]特定の実施形態では、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるとき、再使用送信
機は、第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定する。たとえば、第１のＴＸＯＰを再
使用することの決定は、一部分の第１のＣＣＡレベルがＲＸ　ＣＣＡしきい値以下である
かどうかに基づき得る。追加または代替として、第１のＴＸＯＰを再使用することの決定
は、例示的な非限定的例として、第１の送信機の第２のＣＣＡレベルが第１のＴＸＯＰに
関連するＣＣＡしきい値以下であるかどうか、メッセージが再使用送信機にアドレス指定
されているかどうか、第１のＴＸＯＰの再使用中に再使用送信機によって送信される第２
のメッセージが第１のＴＸＯＰ中にメッセージを受信する第１の受信機にアドレス指定さ
れているかどうか、または再使用送信機によって支持されるネットワーク割振りベクトル
（ＮＡＶ）が第１のＴＸによって設定されたかどうかに基づき得る。再使用送信機が第２
のメッセージを送るとき、再使用送信機は、第２のメッセージの通信に関連するパフォー
マンス評価を実行することができる。パフォーマンス評価に基づいて、再使用送信機は、
第１のＴＸＯＰに続いて発生し、再使用されることを許可される第２のＴＸＯＰを再使用
するかどうかを決定することができる。
【０２０６】
　[00226]別の特定の実施形態では、再使用送信機は、第１のＴＸＯＰ中に第２のメッセ
ージを送るために第１のＴＸＯＰを再使用することの決定を行うことができる。たとえば
、再使用送信機は、再使用受信機への再使用送信機の物理的近接性に基づいて第１のＴＸ
ＯＰを再使用することを決定し得る。別の例として、再使用送信機は、再使用送信機と再
使用受信機との間のハンドシェイク交換に基づいて第１のＴＸＯＰを再使用することを決
定し得る。ハンドシェイク交換は、送信要求（ＲＴＳ）メッセージと送信可（ＣＴＳ）メ
ッセージとを含むことができ、再使用送信機は、第１のＴＸＯＰの終了とアライメントさ
れるように、ハンドシェイク交換に関連するネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）を設
定することができる。ハンドシェイク交換が実行されたとき、再使用送信機は、再使用受
信機からＣＴＳメッセージを受信することができ、ＣＴＳメッセージに基づいて第１のＴ
ＸＯＰを再使用することを決定することができる。
【０２０７】
　[00227]方法１７００は、第１の受信機において再使用送信機によって引き起こされる
干渉の量に基づいて、第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを再使用送信機が決定するこ
とを可能にし得る。
【０２０８】
　[00228]図１８を参照すると、再使用送信機を動作させる方法の特定の実施形態が説明
され、１８００と指定されている。方法１８００は、図１の再使用送信機１４０、図１０
のアクセスポイント１０１２、１０２２のうちの１つ、または局１０１４、１０１６、１
０２４、１０２６のうちの１つを使用して実行され得る。
【０２０９】
　[00229]方法１８００は、１８０２において、第１のメッセージに関連する第１の送信
機会（ＴＸＯＰ）の再使用が許可されるかどうかを決定することを含むことができ、第１
のメッセージが、第１の送信機から第１の受信機に送信される。たとえば、第１のメッセ
ージおよび第１のＴＸＯＰは、それぞれ図１の第１のメッセージ１２０および図２の第１
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のＴＸＯＰ２２２を含むこと、またはそれらに対応することがある。
【０２１０】
　[00230]方法１８００は、１８０４において、第１の受信機における再使用送信機の干
渉レベルに基づいて、第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定することをさらに含み
得る。第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定する前に、再使用送信機は干渉レベル
を決定することができる。たとえば、再使用送信機は、第１の受信機から受信された管理
メッセージに基づいて干渉レベルを決定することができる。別の例として、再使用送信機
は、第１の受信機に関連するクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）レベルに基づいて干渉レ
ベルを決定することができる。例示すると、再使用送信機は、第１の受信機によって送信
されたブロック確認応答（ＢＡ）に基づいてＣＣＡレベルを決定することができる。別の
例として、再使用送信機は、送信要求（ＲＴＳ）メッセージまたは第１の受信機から送信
された送信可（ＣＴＳ）メッセージに基づいて、干渉レベルを決定することができる。Ｒ
ＴＳメッセージまたはＣＴＳメッセージは、第１のメッセージの前である送信された特定
のメッセージに関連付けられ得る。
【０２１１】
　[00231]方法１８００は、第１の受信機において再使用送信機によって引き起こされる
干渉の量に基づいて、第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを再使用送信機が決定するこ
とを可能にし得る。
【０２１２】
　[00232]図１９を参照すると、再使用送信機を動作させる方法の特定の実施形態が説明
され、１９００と指定されている。方法１９００は、図１の再使用送信機１４０、図１０
のアクセスポイント１０１２、１０２２のうちの１つ、または局１０１４、１０１６、１
０２４、１０２６のうちの１つを使用して実行され得る。
【０２１３】
　[00233]方法１９００は、１９０２において、第１のメッセージに関連する第１の送信
機会（ＴＸＯＰ）の再使用が許可されるかどうかを決定することを含むことができ、第１
のメッセージが第１の送信機から第１の受信機に送信される。たとえば、第１のメッセー
ジおよび第１のＴＸＯＰは、それぞれ図１の第１のメッセージ１２０および図２の第１の
ＴＸＯＰ２２２を含むこと、またはそれらに対応することがある。
【０２１４】
　[00234]方法１９００は、１９０４において、第１の受信機に関連する受信機（ＲＸ）
クリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値に基づいて、第１のＴＸＯＰを再使用するか
どうかを決定することをさらに含み得る。第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定す
る前に、再使用送信機はＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定することができる。たとえば、再使
用送信機は、第１のメッセージに関連する信号（ＳＩＧ）フィールドに含まれる１つまた
は複数のビットに基づいて、または第１の受信機から受信された管理メッセージに基づい
て、ＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定することができる。別の例として、再使用送信機は、第
１のメッセージの前に送信された特定のメッセージに応答したものであるブロック確認応
答（ＢＡ）など、第１の受信機によって送信されたＢＡに基づいて、ＲＸ　ＣＣＡしきい
値を決定することができる。別の例として、再使用送信機は、送信要求（ＲＴＳ）メッセ
ージまたは第１の受信機から送信された送信可（ＣＴＳ）メッセージに基づいて、ＲＸ　
ＣＣＡしきい値を決定することができる。ＲＴＳメッセージまたはＣＴＳメッセージは、
第１のメッセージの前に送信された特定のメッセージに関連付けられ得る。
【０２１５】
　[00235]方法１９００は、第１の受信機によって決定されたＲＸ　ＣＣＡしきい値に基
づいて、第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを再使用送信機が決定することを可能にし
得る。
【０２１６】
　[00236]図２０を参照すると、再使用送信機を動作させる方法の特定の実施形態が説明
され、２０００と指定されている。方法２０００は、図１の再使用送信機１４０、図１０
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のアクセスポイント１０１２、１０２２のうちの１つ、または局１０１４、１０１６、１
０２４、１０２６のうちの１つを使用して実行され得る。
【０２１７】
　[00237]方法２０００は、２００２において、第１の送信機によって送られたメッセー
ジの一部分を検出することを含むことができ、一部分が、メッセージに関連する第１の送
信機会（ＴＸＯＰ）の再使用が許可されるかどうかのインジケーションを含まない。方法
２０００は、２００４において、メッセージに関連する第１のＴＸＯＰを再使用するかど
うかを決定することをさらに含み得る。方法２０００は、第１のＴＸＯＰを再使用するか
どうかを再使用送信機が決定することを可能にし得る。
【０２１８】
　[00238]図２１を参照すると、ワイヤレス通信デバイスの特定の例示的な実施形態のブ
ロック図が示されており、全体的に２１００と指定されている。デバイス２１００は、メ
モリ２１３２に結合されたデジタル信号プロセッサなどのプロセッサ２１１０を含む。例
示的な実施形態では、デバイス２１００またはそれの構成要素は、図１の第１の送信機１
１０、第１の受信機１３０、再使用送信機１４０もしくは再使用受信機１６０、またはそ
れらの組合せに対応し得る。
【０２１９】
　[00239]プロセッサ２１１０は、メモリ２１３２に記憶されたソフトウェア（たとえば
、１つまたは複数の命令２１６８のプログラム）を実行するように構成され得る。追加ま
たは代替として、プロセッサ２１１０は、ワイヤレスインターフェース２１４０（たとえ
ば、ＩＥＥＥ８０２．１１ワイヤレスインターフェース）のメモリに記憶された１つまた
は複数の命令を実施するように構成され得る。特定の実施形態では、プロセッサ２１１０
は、図１１～図２０の方法のうちの１つまたは複数に従って動作するように構成され得る
。たとえば、プロセッサ２１１０は、図１１～図２０の方法のうちの１つまたは複数を実
行するためのＴＸＯＰ再使用論理２１６４を含み得る。プロセッサ２１１０はまた、１つ
または複数のワイヤレスネットワークなどの１つまたは複数のネットワークに関連するデ
バイスまたはデータ送信に関連する履歴データ２１７０を決定し記憶するように構成され
得る。例示的な実施形態では、履歴データ２１７０は、ＴＸＯＰ再使用に関連するデータ
を含む。
【０２２０】
　[00240]ワイヤレスインターフェース２１４０は、プロセッサ２１１０とアンテナ２１
４２とに結合され得る。たとえば、ワイヤレスインターフェース２１４０は、アンテナ２
１４２を介して受信されたワイヤレスデータが、およびプロセッサ２１１０に提供され得
るように、トランシーバ２１４６を介してアンテナ２１４２に結合され得る。
【０２２１】
　[00241]コーダ／デコーダ（ＣＯＤＥＣ）２１３４もプロセッサ２１１０に結合され得
る。スピーカー２１３６およびマイクロホン２１３８がＣＯＤＥＣ２１３４に結合され得
る。ディスプレイコントローラ２１２６がプロセッサ２１１０とディスプレイデバイス２
１２８とに結合され得る。特定の実施形態において、プロセッサ２１１０、ディスプレイ
コントローラ２１２６、メモリ２１３２、ＣＯＤＥＣ２１３４、およびワイヤレスインタ
ーフェース２１４０は、システムインパッケージまたはシステムオンチップデバイス２１
２２に含まれる。特定の実施形態では、入力デバイス２１３０および電源２１４４がシス
テムオンチップデバイス２１２２に結合される。その上、特定の実施形態では、図２１に
示すように、ディスプレイデバイス２１２８、入力デバイス２１３０、スピーカー２１３
６、マイクロホン２１３８、アンテナ２１４２、および電源２１４４は、システムオンチ
ップデバイス２１２２の外部にある。しかしながら、ディスプレイデバイス２１２８、入
力デバイス２１３０、スピーカー２１３６、マイクロホン２１３８、アンテナ２１４２、
および電源２１４４の各々は、１つまたは複数のインターフェースまたはコントローラな
どのシステムオンチップデバイス２１２２の１つまたは複数の構成要素に結合され得る。
【０２２２】
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　[00242]説明する実施形態に関連して、第１の装置は、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）の
再使用を許可するかどうかを決定するための手段を含む。たとえば、決定するための手段
は、図１の第１の送信機１１０、図１０のアクセスポイント１０１２、１０２２、局１０
１４、１０１６、１０２４、１０２６、図２１のワイヤレスインターフェース２１４０、
命令２１６８を実行するようにプログラムされたプロセッサ２１１０、ＴＸＯＰ再使用論
理２１６４、第１のＴＸＯＰの再使用を許可するかどうかを決定するための１つもしくは
複数の他のデバイス、回路、モジュールもしくは命令、またはそれらの任意の組合せを含
むことができる。
【０２２３】
　[00243]第１の装置はまた、第１のＴＸＯＰに関連するメッセージを送るための手段を
含み、メッセージが、再使用送信機による第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうか
を示す。たとえば、送るための手段は、図１の第１の送信機１１０、図１０のアクセスポ
イント１０１２、１０２２、局１０１４、１０１６、１０２４、１０２６、図２１のワイ
ヤレスインターフェース２１４０、トランシーバ２１４６、命令２１６８を実行するよう
にプログラムされたプロセッサ２１１０、ＴＸＯＰ再使用論理２１６４、メッセージを送
るための１つもしくは複数の他のデバイス、回路、モジュールもしくは命令、またはそれ
らの任意の組合せを含むことができる。
【０２２４】
　[00244]説明する実施形態に関連して、第２の装置は、第１の送信機によって送られた
メッセージの一部分を検出するための手段を含む。たとえば、検出するための手段は、図
１の再使用送信機１４０、図１０のアクセスポイント１０１２、１０２２、局１０１４、
１０１６、１０２４、１０２６、図２１のワイヤレスインターフェース２１４０、トラン
シーバ２１４６、命令２１６８を実行するようにプログラムされたプロセッサ２１１０、
ＴＸＯＰ再使用論理２１６４、一部分を検出するための１つもしくは複数の他のデバイス
、回路、モジュールもしくは命令、またはそれらの任意の組合せを含むことができる。
【０２２５】
　[00245]第２の装置はまた、一部分に基づいて、メッセージに関連する第１の送信機会
（ＴＸＯＰ）の再使用が許可されるかどうかを決定するための手段を含む。たとえば、決
定するための手段は、図１の再使用送信機１４０、図１０のアクセスポイント１０１２、
１０２２、局１０１４、１０１６、１０２４、１０２６、図２１のワイヤレスインターフ
ェース２１４０、命令２１６８を実行するようにプログラムされたプロセッサ２１１０、
ＴＸＯＰ再使用論理２１６４、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを決定する
ための１つもしくは複数の他のデバイス、回路、モジュールもしくは命令、またはそれら
の任意の組合せを含むことができる。
【０２２６】
　[00246]説明する実施形態に関連して、第３の装置は、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）の
再使用に関連するクリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値を決定するための手段を含
む。たとえば、決定するための手段は、図１の第１の送信機１１０、図１０のアクセスポ
イント１０１２、１０２２、局１０１４、１０１６、１０２４、１０２６、図２１のワイ
ヤレスインターフェース２１４０、命令２１６８を実行するようにプログラムされたプロ
セッサ２１１０、ＴＸＯＰ再使用論理２１６４、ＣＣＡしきい値を決定するための１つも
しくは複数の他のデバイス、回路、モジュールもしくは命令、またはそれらの任意の組合
せを含むことができる。
【０２２７】
　[00247]第３の装置はまた、第１のＴＸＯＰに関連するメッセージの少なくとも一部分
を送るための手段を含み、一部分が、第１のＴＸＯＰの再使用に関連するＣＣＡしきい値
を示す。たとえば、送るための手段は、図１の第１の送信機１１０、図１０のアクセスポ
イント１０１２、１０２２、局１０１４、１０１６、１０２４、１０２６、図２１のワイ
ヤレスインターフェース２１４０、トランシーバ２１４６、命令２１６８を実行するよう
にプログラムされたプロセッサ２１１０、ＴＸＯＰ再使用論理２１６４、一部分を送るた
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めの１つもしくは複数の他のデバイス、回路、モジュールもしくは命令、またはそれらの
任意の組合せを含むことができる。
【０２２８】
　[00248]説明する実施形態に関連して、第４の装置は、第１の送信機によって送られた
メッセージの一部分を検出するための手段を含み、メッセージが第１の送信機会（ＴＸＯ
Ｐ）に関連付けられる。たとえば、検出するための手段は、図１の再使用送信機１４０、
図１０のアクセスポイント１０１２、１０２２、局１０１４、１０１６、１０２４、１０
２６、図２１のワイヤレスインターフェース２１４０、トランシーバ２１４６、命令２１
６８を実行するようにプログラムされたプロセッサ２１１０、ＴＸＯＰ再使用論理２１６
４、一部分を検出するための１つもしくは複数の他のデバイス、回路、モジュールもしく
は命令、またはそれらの任意の組合せを含むことができる。
【０２２９】
　[00249]第４の装置はまた、一部分に基づいて、第１のＴＸＯＰの再使用に関連するク
リアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値を決定するための手段を含む。たとえば、決定
するための手段は、図１の再使用送信機１４０、図１０のアクセスポイント１０１２、１
０２２、局１０１４、１０１６、１０２４、１０２６、図２１のワイヤレスインターフェ
ース２１４０、命令２１６８を実行するようにプログラムされたプロセッサ２１１０、Ｔ
ＸＯＰ再使用論理２１６４、ＣＣＡしきい値を決定するための１つもしくは複数の他のデ
バイス、回路、モジュールもしくは命令、またはそれらの任意の組合せを含むことができ
る。
【０２３０】
　[00250]説明する実施形態に関連して、第５の装置は、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）に
関連する送信要求（ＲＴＳ）メッセージを第１の受信機に送るための手段を含み、ＲＴＳ
メッセージが第１の受信機に、第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示すよう
要求する。たとえば、送るための手段は、図１の第１の送信機１１０、図１０のアクセス
ポイント１０１２、１０２２、局１０１４、１０１６、１０２４、１０２６、図２１のワ
イヤレスインターフェース２１４０、トランシーバ２１４６、命令２１６８を実行するよ
うにプログラムされたプロセッサ２１１０、ＴＸＯＰ再使用論理２１６４、ＲＴＳメッセ
ージを送るための１つもしくは複数の他のデバイス、回路、モジュールもしくは命令、ま
たはそれらの任意の組合せを含むことができる。
【０２３１】
　[00251]第５の装置はまた、ＲＴＳメッセージに応答した送信可（ＣＴＳ）メッセージ
を第１の受信機から受信するための手段を含む。たとえば、受信するための手段は、図１
の第１の送信機１１０、図１０のアクセスポイント１０１２、１０２２、局１０１４、１
０１６、１０２４、１０２６、図２１のワイヤレスインターフェース２１４０、トランシ
ーバ２１４６、命令２１６８を実行するようにプログラムされたプロセッサ２１１０、Ｔ
ＸＯＰ再使用論理２１６４、ＣＴＳメッセージを受信するための１つもしくは複数の他の
デバイス、回路、モジュールもしくは命令、またはそれらの任意の組合せを含むことがで
きる。
【０２３２】
　[00252]説明する実施形態に関連して、第６の装置は、第１の送信機によって送られた
送信要求（ＲＴＳ）メッセージを受信するための手段を含む。たとえば、受信するための
手段は、図１の第１の受信機１３０、図１０のアクセスポイント１０１２、１０２２、局
１０１４、１０１６、１０２４、１０２６、図２１のワイヤレスインターフェース２１４
０、トランシーバ２１４６、命令２１６８を実行するようにプログラムされたプロセッサ
２１１０、ＴＸＯＰ再使用論理２１６４、ＲＴＳメッセージを受信するための１つもしく
は複数の他のデバイス、回路、モジュールもしくは命令、またはそれらの任意の組合せを
含むことができる。
【０２３３】
　[00253]第６の装置はまた、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）に関連する送信可（ＣＴＳ）
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メッセージを第１の送信機に送るための手段を含み、ＣＴＳメッセージが、第１のＴＸＯ
Ｐの再使用が許可されるかどうかを示す。たとえば、送るための手段は、図１の第１の受
信機１３０、図１０のアクセスポイント１０１２、１０２２、局１０１４、１０１６、１
０２４、１０２６、図２１のワイヤレスインターフェース２１４０、トランシーバ２１４
６、命令２１６８を実行するようにプログラムされたプロセッサ２１１０、ＴＸＯＰ再使
用論理２１６４、ＣＴＳメッセージを送るための１つもしくは複数の他のデバイス、回路
、モジュールもしくは命令、またはそれらの任意の組合せを含むことができる。
【０２３４】
　[00254]説明する実施形態に関連して、第７の装置は、第１の受信機によって送られた
メッセージの一部分を検出するための手段を含む。たとえば、検出するための手段は、図
１の再使用送信機１４０、図１０のアクセスポイント１０１２、１０２２、局１０１４、
１０１６、１０２４、１０２６、図２１のワイヤレスインターフェース２１４０、トラン
シーバ２１４６、命令２１６８を実行するようにプログラムされたプロセッサ２１１０、
ＴＸＯＰ再使用論理２１６４、一部分を検出するための１つもしくは複数の他のデバイス
、回路、モジュールもしくは命令、またはそれらの任意の組合せを含むことができる。
【０２３５】
　[00255]第７の装置はまた、一部分に基づいて、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）の再使用
に関連する受信機（ＲＸ）クリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値を決定するための
手段を含む。たとえば、決定するための手段は、図１の再使用送信機１４０、図１０のア
クセスポイント１０１２、１０２２、局１０１４、１０１６、１０２４、１０２６、図２
１のワイヤレスインターフェース２１４０、命令２１６８を実行するようにプログラムさ
れたプロセッサ２１１０、ＴＸＯＰ再使用論理２１６４、ＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定す
るための１つもしくは複数の他のデバイス、回路、モジュールもしくは命令、またはそれ
らの任意の組合せを含むことができる。
【０２３６】
　[00256]説明する実施形態に関連して、第８の装置は、第１のメッセージに関連する第
１の送信機会（ＴＸＯＰ）の再使用が許可されるかどうかを決定するための手段を含み、
第１のメッセージが第１の送信機から第１の受信機に送信される。たとえば、第１のＴＸ
ＯＰの再使用が許可されるかどうかを決定するための手段は、図１の再使用送信機１４０
、図１０のアクセスポイント１０１２、１０２２、局１０１４、１０１６、１０２４、１
０２６、図２１のワイヤレスインターフェース２１４０、命令２１６８を実行するように
プログラムされたプロセッサ２１１０、ＴＸＯＰ再使用論理２１６４、第１のＴＸＯＰの
再使用が許可されるかどうかを決定するための１つもしくは複数の他のデバイス、回路、
モジュールもしくは命令、またはそれらの任意の組合せを含むことができる。
【０２３７】
　[00257]第８の装置はまた、第１の受信機における再使用送信機の干渉レベルに基づい
て、第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定するための手段を含む。たとえば、第１
のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定するための手段は、図１の再使用送信機１４０、
図１０のアクセスポイント１０１２、１０２２、局１０１４、１０１６、１０２４、１０
２６、図２１のワイヤレスインターフェース２１４０、命令２１６８を実行するようにプ
ログラムされたプロセッサ２１１０、ＴＸＯＰ再使用論理２１６４、第１のＴＸＯＰを再
使用するかどうかを決定するための１つもしくは複数の他のデバイス、回路、モジュール
もしくは命令、またはそれらの任意の組合せを含むことができる。
【０２３８】
　[00258]説明する実施形態に関連して、第９の装置は、第１のメッセージに関連する第
１の送信機会（ＴＸＯＰ）の再使用が許可されるかどうかを決定するための手段を含み、
第１のメッセージが第１の送信機から第１の受信機に送信される。たとえば、第１のＴＸ
ＯＰの再使用が許可されるかどうかを決定するための手段は、図１の再使用送信機１４０
、図１０のアクセスポイント１０１２、１０２２、局１０１４、１０１６、１０２４、１
０２６、図２１のワイヤレスインターフェース２１４０、命令２１６８を実行するように
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プログラムされたプロセッサ２１１０、ＴＸＯＰ再使用論理２１６４、第１のＴＸＯＰの
再使用が許可されるかどうかを決定するための１つもしくは複数の他のデバイス、回路、
モジュールもしくは命令、またはそれらの任意の組合せを含むことができる。
【０２３９】
　[00259]第９の装置はまた、第１の受信機に関連する受信機（ＲＸ）クリアチャネルア
クセス（ＣＣＡ）しきい値に基づいて、第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定する
ための手段を含む。たとえば、第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定するための手
段は、図１の再使用送信機１４０、図１０のアクセスポイント１０１２、１０２２、局１
０１４、１０１６、１０２４、１０２６、図２１のワイヤレスインターフェース２１４０
、命令２１６８を実行するようにプログラムされたプロセッサ２１１０、ＴＸＯＰ再使用
論理２１６４、第１のＴＸＯＰを再使用するかどうかを決定するための１つもしくは複数
の他のデバイス、回路、モジュールもしくは命令、またはそれらの任意の組合せを含むこ
とができる。
【０２４０】
　[00260]図１～図２１のうちの１つまたは複数は、本開示の教示によるシステム、装置
、および／または方法を示し得るが、本開示は、これらの示されたシステム、装置、およ
び／または方法に限定されない。本明細書で示し、または説明する図１～図２１のいずれ
かの１つまたは複数の機能または構成要素は、図１～図２１の別の１つまたは複数の他の
部分と組み合わせられ得る。したがって、本明細書で説明するいずれの単一の実施形態も
限定的と解釈されるべきではなく、本開示の実施形態は、本開示の教示から離れることな
く適切に組み合わせられ得る。
【０２４１】
　[00261]本明細書で開示した実施形態に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、
構成、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、プロセッ
サによって実行されるコンピュータソフトウェア、または両方の組合せとして実装され得
ることを、当業者はさらに諒解されよう。様々な例示的な構成要素、ブロック、構成、モ
ジュール、回路、およびステップは、概してそれらの機能に関して上述された。そのよう
な機能がハードウェアとして実装されるか、またはプロセッサ実行可能命令として実装さ
れるかは、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約によって決まる。当
業者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装することができるが、その
ような実装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。
【０２４２】
　[00262]本明細書で開示した実施形態に関して説明した方法またはアルゴリズムのステ
ップは、直接ハードウェアで、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで
、またはそれら２つの組合せで具体化され得る。ソフトウェアモジュールは、ランダムア
クセスメモリ（ＲＡＭ）、フラッシュメモリ、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマ
ブル読取り専用メモリ（ＰＲＯＭ）、消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＰＲ
ＯＭ）、電気消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、
レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、コンパクトディスク読取り専用メモ
リ（ＣＤ－ＲＯＭ）、または当技術分野で知られている任意の他の形態の非一時的（non-
transient）（たとえば、非一時的（non-transitory））記憶媒体中に存在することがで
きる。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報
を書き込むことができるようにプロセッサに結合される。代替として、記憶媒体は、プロ
セッサと一体化され得る。プロセッサおよび記憶媒体は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）に存在することができる。ＡＳＩＣは、コンピューティングデバイスまたはユーザ端
末に存在することができる。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、コンピューティ
ングデバイスまたはユーザ端末に個別の構成要素として存在することができる。
【０２４３】
　[00263]開示した実施形態の上記の説明は、開示した実施形態を当業者が作成または使
用することを可能にするために提供されている。これらの実施形態に対する様々な修正は
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、当業者には容易に明らかであり、本明細書で定義されている原理は、本開示の範囲から
逸脱することなく、他の実施形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書に示
されている実施形態に限定されることを意図されておらず、以下の特許請求の範囲によっ
て定義される原理および新規な特徴と一致する可能な最も広い範囲を与えられるべきであ
る。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　第１の送信機から第１の受信機に、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）に関連する送信要求（
ＲＴＳ）メッセージを送ることと、ここにおいて、前記ＲＴＳメッセージは、前記第１の
受信機に、前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示すよう要求する、
　前記第１の送信機において前記第１の受信機から、前記ＲＴＳメッセージに応答した送
信可（ＣＴＳ）メッセージを受信することと
を備える方法。
　　［Ｃ２］
　前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示すよう求める要求は、前記ＲＴ
Ｓメッセージの媒体アクセス制御（ＭＡＣ）部分に含まれる、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示すよう求める要求は、前記ＲＴ
Ｓメッセージの信号（ＳＩＧ）フィールドに含まれる、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記ＲＴＳメッセージは変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を識別する、Ｃ１に記
載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記受信機から受信された前記ＣＴＳメッセージに基づいて、前記第１のＴＸＯＰの前
記再使用が許可されるかどうかを決定することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記ＣＴＳメッセージは、前記第１の送信機と前記第１の受信機との間の後続メッセー
ジの通信中に使用される変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を示す、Ｃ１に記載の方
法。
　　［Ｃ７］
　前記ＣＴＳメッセージに基づいて受信機クリアチャネルアクセス（ＲＸ　ＣＣＡ）しき
い値を決定することをさらに備え、ここにおいて、前記ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、前記第
１の受信機に関連付けられる、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、前記ＣＴＳメッセージに含まれる１つまたは複数のビッ
トによって示される、Ｃ７に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記ＣＴＳメッセージは、前記第１の受信機の特定のＲＸ　ＣＣＡしきい値を含み、こ
こにおいて、前記特定のＲＸ　ＣＣＡしきい値は、第１の変調およびコーディング方式（
ＭＣＳ）に関連付けられる、Ｃ７に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記ＲＸ　ＣＣＡしきい値を生成するために前記特定のＲＸ　ＣＣＡしきい値を調整す
ることをさらに備え、ここにおいて、前記特定のＲＸ　ＣＣＡしきい値の前記調整は、第
２のＭＣＳに基づく、Ｃ９に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　プロセッサと、
　メモリであって、
　　　第１の受信機に、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）に関連する送信要求（ＲＴＳ）メッ
セージを送ることと、ここにおいて、前記ＲＴＳメッセージは、前記第１の受信機に、前
記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示すよう要求する、
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　　　前記第１の受信機から、前記ＲＴＳメッセージに応答した送信可（ＣＴＳ）メッセ
ージを受信することと
　を備える動作を実行するように前記プロセッサによって実行可能な命令を記憶するよう
に構成されたメモリと
を備える装置。
　　［Ｃ１２］
　前記動作は、前記第１のＴＸＯＰに関連するメッセージの一部分を送ることをさらに備
え、ここにおいて、前記一部分は、再使用送信機に、前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可
されるかどうかを示す、Ｃ１１に記載の装置。
　　［Ｃ１３］
　前記一部分はプリアンブルを含む、Ｃ１２に記載の装置。
　　［Ｃ１４］
　前記動作は、前記第１のＴＸＯＰの終了と前記ＲＴＳメッセージのネットワーク割振り
ベクトル（ＮＡＶ）をアライメントさせることをさらに備える、Ｃ１１に記載の装置。
　　［Ｃ１５］
　前記ＲＴＳメッセージは変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を識別する、Ｃ１１に
記載の装置。
　　［Ｃ１６］
　第１の受信機において第１の送信機から、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）に関連する送信
要求（ＲＴＳ）メッセージを受信することと、ここにおいて、前記ＲＴＳメッセージが前
記第１の受信機に、前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示すよう要求す
る、
　前記第１の受信機から前記第１の送信機に、前記ＲＴＳメッセージに応答して、前記第
１のＴＸＯＰに関連する送信可（ＣＴＳ）メッセージを送ることと、ここにおいて、前記
ＣＴＳメッセージが、前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示す、
を備える方法。
　　［Ｃ１７］
　前記ＲＴＳメッセージは、前記ＣＴＳメッセージが送られる前に受信される、Ｃ１６に
記載の方法。
　　［Ｃ１８］
　前記第１の受信機の受信機（ＲＸ）クリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値を決定
することをさらに備える、Ｃ１６に記載の方法。
　　［Ｃ１９］
　前記ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、前記ＲＴＳメッセージによって識別された変調およびコ
ーディング方式（ＭＣＳ）に基づいて決定される、Ｃ１８に記載の方法。
　　［Ｃ２０］
　前記ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、前記ＣＴＳメッセージに関連する送信電力値に基づいて
決定される、Ｃ１８に記載の方法。
　　［Ｃ２１］
　前記ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、１つもしくは複数のチャネルダイナミクス、ＣＣＡ測定
不確実性、履歴統計、またはそれらの組合せに基づいて決定される、Ｃ１８に記載の方法
。
　　［Ｃ２２］
　前記第１の受信機の特定のＲＸ　ＣＣＡしきい値を決定することと、
　前記ＣＴＳメッセージに関連する送信電力値を決定することと、
　前記ＲＸ　ＣＣＡしきい値を生成するために前記送信電力値に基づいて前記特定のＲＸ
　ＣＣＡしきい値を調整することと
をさらに備える、Ｃ１８に記載に方法。
　　［Ｃ２３］
　前記ＣＴＳメッセージの媒体アクセス制御（ＭＡＣ）部分または信号（ＳＩＧ）フィー
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ャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値を示し、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を示
し、またはそれらの組合せである、Ｃ１６に記載に方法。
　　［Ｃ２４］
　前記ＣＴＳメッセージは、前記第１の送信機によって使用される変調およびコーディン
グ方式（ＭＣＳ）を識別する、Ｃ１６に記載の方法。
　　［Ｃ２５］
　プロセッサと、
　メモリであって、
　　　第１の送信機から、第１の送信機会（ＴＸＯＰ）に関連する送信要求（ＲＴＳ）メ
ッセージを受信することと、ここにおいて、前記ＲＴＳメッセージは、第１の受信機に、
前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示すよう要求する、
　　　前記第１の送信機に、前記ＲＴＳメッセージに応答して、前記第１のＴＸＯＰに関
連する送信可（ＣＴＳ）メッセージを送ることと、ここにおいて、前記ＣＴＳメッセージ
は、前記第１のＴＸＯＰの再使用が許可されるかどうかを示す、
　を備える動作を実行するように前記プロセッサによって実行可能な命令を記憶するよう
に構成されたメモリと
を備える装置。
　　［Ｃ２６］
　前記動作は変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を決定することをさらに備える、Ｃ
２５に記載の装置。
　　［Ｃ２７］
　前記ＭＣＳは前記ＲＴＳメッセージに基づいて決定される、Ｃ２６に記載の装置。
　　［Ｃ２８］
　前記動作は、前記ＭＣＳに基づいて受信機（ＲＸ）クリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）
しきい値を決定することをさらに備え、ここにおいて、前記ＲＸ　ＣＣＡしきい値は、前
記第１の受信機に関連付けられる、Ｃ２６に記載の装置。
　　［Ｃ２９］
　前記ＭＣＳはデフォルトＭＣＳである、Ｃ２８に記載の装置。
　　［Ｃ３０］
　前記ＣＴＳメッセージの信号（ＳＩＧ）フィールドは、前記第１のＴＸＯＰの再使用が
許可されることを示し、受信機（ＲＸ）クリアチャネルアクセス（ＣＣＡ）しきい値を示
し、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を示し、またはそれらの組合せである、Ｃ２
８に記載に装置。
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